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1. 大谷山 27 号墳　横穴式石室

2. 大谷山 27 号墳　横穴式石室（羨道）

಄写真̍ר



1. 大谷山 27 号墳　東側くびれ部円筒埴輪ྻ

2. 大谷山 27 号墳　前方部前端円筒埴輪ྻ
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1. 大谷山 28 号墳　横穴式石室

2. 大谷山 28 号墳　横穴式石室（玄室）

಄写真̏ר



1. 大谷山 28 号墳　横穴式石室　玄໳及び扉石

2. 大谷山 28 号墳　箱式石棺

಄写真̐ר



ংɹɹจ

　和歌山県の北෦を西ྲྀ͢Δ紀ϊ઒のԼྲྀҬには、ංཊな和歌山平野がܗ成され、平野෦やͦの

पลには、古くかΒਓ々がੜ׆をӦんͰ͖たこͱをࣔ͢਺ଟくの遺跡が࢒されͯいま͢。このう

ち、岩橋千塚古墳群は౰地Ҭの古墳時代を代ද͢Δ遺跡Ͱ͋り、紀ϊ઒ԼྲྀҬೆ؛の岩橋山մに

Ґஔし、̑世紀ॳ಄ࠒかΒ̓世紀にࢸΔまͰ、૯਺約 850 有਺の群集ࠃの古墳がங଄されたશج

墳ͱしͯ஌Βれͯいま͢。

　岩橋千塚古墳群は、ͦの一෦が昭和̒年に࢙跡、昭和 27 年に特別࢙跡にࢦఆされ、昭和 63 年、

平成 12 年ٴͼ平成 28 年の௥Ճࢦఆを経ͯ、ݱ在は約 62 ສᶷのࢦఆ地の中に 430 を௒͢古墳ج

が保存されͯいま͢。昭和 46 年に古墳群の保存ͱ׆༻を目తͱしͯ開Ԃした和歌山県立紀伊風

土記の丘には、ݱ在、年間約 20 ສਓのਓ々が๚れͯいま͢。

　岩橋千塚古墳群の調査のྺ࢙は古く、໌治時代に東ژఇࠃ大ֶの大野Ӣ֎にΑっͯ行われた調

査は、໌治 41 年の /ɽ(.�Ϛϯϩーのஶ書ʠPREHISTORIC  JAPANʡͰ޿くւ֎に঺հされ、さ

Βに大正時代にはʮ岩橋千塚ୈ一期調査ʯが行われました。また、昭和 30 年代にೖり、市֗地

֦大に伴うपล෦の開発Ͱࢦఆ地֎の古墳の保存໰୊がੜ͡たこͱをܖ機に、昭和 37 年かΒ和

歌山市教育委員会が大ֶ、地ڀݚݩ者౳のྗڠをಘͯ෼෍調査や発掘調査を行い、ॏ要な成Ռが

஝積されました。

　ͦしͯ、和歌山県立紀伊風土記の丘開Ԃ後は、特別࢙跡の௥Ճࢦఆや、保存・׆༻を目తͱし

た整උに伴う発掘調査がݱ在まͰଓ͚Βれͯいま͢。

　本報告書は、平成 28・29 年度に実施した大谷山 27 号墳・28 号墳出土遺物౳の再整理事業の成

ՌをまͱΊたものͰ͢。これΒ̎جの古墳は、昭和48年度に開発ܭըに伴い発掘調査が実施され、

いͣれも岩橋型石室ͱݺ͹れΔ横穴式石室をもつ小型の前方後円墳Ͱ͋Δこͱが໌Βかͱなりま

した。࢒೦ながΒ古墳は౰時の調査後に失われましたが、ͦの調査記録や出土遺物は岩橋千塚古

墳群のՁ஋付͚にͱっͯܽか͢こͱのͰ͖ないものͰ͢。本報告書は、これΒの発掘調査成Ռを、

再整理事業にΑっͯಘΒれた৽たな஌ݟをՃ͑、まͱΊたものͰ͢。

　本書がࢿڀݚྉͱし͚ͯͩͰなく、ֶߍ教育やੜֶ֔शの৔౳Ͱ޿く׆༻され、࢙跡やຒଂจ

Խࡒ保ޢにର͢Δ理ղの一ॿになれ͹޾いͰ͢。

　݁ͼに、報告書のץ行にࢸΔまͰࢦޚಋฒͼにྗڠޚをいた͖ͩました関܎者のօ༷に、ްく

。ਃし上͛ま͢ྱޚ

　平成 30 年３月 31 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県教育委員会　　　　

教育௕　　ٶ　Լ　和　ݾ





ྫɹɹݴ

１　本書は和歌山県教育委員会（以Լʮ県教育委員会ʯͱいう。）が実施した和歌山市岩橋に所

在͢Δ大谷山 27 号墳・28 号墳の発掘調査報告書Ͱ͋Δ。

̎　発掘調査は昭和 48 年 5 月～ 8月に県教育委員会が社ஂ๏ਓ和歌山県จԽڀݚࡒ会に委ୗし

ͯ実施した。

３　本書は発掘調査౰時の所ݟに、平成 28・29 年度に実施した大谷山 27 号墳・28 号墳出土遺

物౳再整理事業にΑっͯಘΒれた৽たな஌ݟをՃ͑ͯまͱΊたものͰ͋Δ。

̐　出土遺物౳再整理事業は、平成 28・29 年度に県立紀伊風土記の丘が実施した。

̑　本書のࣥචは、和歌山県立紀伊風土記の丘ֶܳ՝員がおこなった。ࣥච෼୲は、目࣍に（　）

Ͱࣔした。

̒　遺物の実ଌ・τϨーεについͯは整理ิॿ員が行い、遺物ࣸਅࡱӨは山本光俊が行った。

̓　本書の編集は萩野谷正宏が行った。

̔　発掘調査ٴͼ再整理事業Ͱ作成した実ଌਤ・ࣸਅ・୆ாなͲの記録ࢿྉٴͼ出土遺物は県立

紀伊風土記の丘が保؅しͯいΔ。

̕　報告書ץ行に͋たり、Լ記の方々ͱ機関かΒごࢦಋ・ごྗڠをࣀった。

　　　จԽி、ެӹஂࡒ๏ਓ和歌山県จԽࡒηϯλー、和歌山市教育委員会、横穴式石室ڀݚ会

　　　ଠా宏໌・ۚᖒ༤ଠ・Տ಺一ߒ・木ڐक・܀࡫୓・ਿҪ݈・ླ木一有・௰઒఩࿕・௰ྛߒ・

　ኍ੉時श・౻Ҫ࢘޾・ງਅਓ・松ా度



ຌɹɹྫ

１　本報告のਤ中の北方Ґは࣓北（../.）をࣔ͢。

̎　ඪߴは東ژ࿷平ۉւ面（5.1.）の਺஋Ͱ͋り、୯Ґは̼を࢖༻しͯいΔ。

３　発掘調査時の土૚の৭調は、調査୲౰者なͲが೚ҙの൑அͰ行っͯいΔ。

　　土器なͲの৭調は、೶ྛ水࢈ল೶ྛ水ٕ࢈ज़会ٞ事຿ہなΒͼにஂࡒ๏ਓ日本৭ڀݚ࠼所؂

मのʰ৽൛ඪ४土৭஽ （ɦ平成 26 年൛）にڌり記ड़を࢖༻した。

̐　遺構・遺物ࣸਅなͲのਤ൛のॖईについͯは೚ҙͰ͋り、౷一しͯいない。

̑　再整理事業Ͱ࢖༻した調査コードは、以ԼのͱおりͰ͋Δ。

　　　　　　73-01・185-99（1973 年度 - 和歌山市・岩橋千塚古墳群 - 大谷山 27 号墳）

　　　　　　73-01・185-100（1973 年度 - 和歌山市・岩橋千塚古墳群 - 大谷山 28 号墳）

　　出土遺物ٴͼ記録ࢿྉはこのコードを༻いͯ؅理しͯいΔ。

̒　本書ࡌܝ地ਤは、和歌山県教育委員会ʰ和歌山県ຒଂจԽࡒแଂ地所在地ਤ （ɦ平成 26 年 9

月 15 日ݱ在）にՃචしͯ࢖༻した。
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ൃ۷ௐࠪ（ত࿨ 48 ೥౓）

　和歌山県教育委員会　教育௕　Ҫ上光༤

　社ஂ๏ਓ和歌山県จԽڀݚࡒ会　会௕　和中ۚॿ

　調査委員　　ᠨຏ正৴　（県จԽࡒ՝ઐ໳員）

　　　　　　　୥ࡾ࿠　　（県จԽࡒઐ໳৹ٞ委員）

　　　　　　　௶Ҫਗ਼଍　（ಸྑࠃ立จԽڀݚࡒ所平৓ژ跡発掘調査෦௕）

　　　　　　　౻୔一෉　（ఇ塚山大ֶߨ師）

　調査୲౰者　౻ؙৃീ࿠

　　　　　　　௰ྛߒ

ฏ੒）ۀࣄ੔ཧ࠶ 28・29 ೥౓）

　和歌山県教育委員会　　教育௕　ٶԼ和ݾ

　　　　　　　　　　　　ੜֶ֔शہ௕　ೇོٛ（平成 28 年度）　木ൽڗ（平成 29 年度）

　　　　　จԽ遺࢈՝　　จԽ遺࢈՝௕　水上༐ਓ（平成 28 年度）　ࡔ口ਅ࢙（平成 29 年度）

　　　　　　　　　　　　副՝௕　ࡔ口ਅ࢙（平成 28 年度）　܀ੜ޷ਓ（平成 29 年度）

　　　　　　　　　　　　主ࠇ　װ石఩෉

　　　　　　　　　　　　主査　୮野୓　∁橋ஐ໵

　　　　　　　　　　　　副主査　ా中ߒݩ　஥௰ܛ大（平成 29 年度）

　　　　　　　　　　　　ٕ師　஥௰ܛ大（平成 28 年度）

　　　紀伊風土記の丘 　ؗ௕　水ాٛ一（平成 28 年度）　中村ߒಓ（平成 29 年度）

　　　　　　　　　　　　副ؗ௕　ถాྑത

　　　　　　　　　　　　૯຿՝௕　ౢాޭ࢕

　　　　　　　　　　　　主೚　Ҫ上Ղయ

　　　　　　　　　　　　主査　઒࡚߂߁

　　　　　　　　　　　　副主査　小ഷ有རࢠ（平成 28 年度）　ֹా੣ن（平成 28 年度）

　　　　　　　　　　　　主事　ԭ௚໻（平成 29 年度）

　　　　　　　　　　　　ֶܳ՝௕　佐々木宏໶

　　　　　　　　　　　　主査ֶܳ員　萩野谷正宏　੉谷ࠓ日ࢠ（平成 29 年度）

　　　　　　　　　　　　ֶܳ員　੉谷ࠓ日ࢠ（平成 28 年度）　౻৿ࢤ׮　山本光俊

　　　　　　　　　　　　副主査　෌Ճݟହ඙
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ୈ̍ষ　ܦҢͱܦա　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ୈ１અ　発掘調査事業
　ୈ̎અ　出土遺物౳整理事業
ୈ̎ষ　Ҩ੻のҐஔͱڥ؀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ୈ１અ　地理తڥ؀
　ୈ̎અ　ྺ࢙తڥ؀
　　（１）　पลのྺ࢙తڥ؀
　　（̎）　岩橋千塚古墳群पลの古墳
　　（３）　岩橋千塚古墳群
ୈ̏ষ　大谷山 27 号墳
　ୈ１અ　発掘調査
　　（１）　調査の֓要
　　（̎）　墳丘
　　（３）　ຒ૴施ઃ
　ୈ̎અ　出土遺物
　　（１）　埴輪
　　（̎）　土器ྨ
　　（３）　૷਎۩ྨ
　ୈ３અ　まͱΊ
　出土遺物࡯؍ද
ୈ̐ষ　大谷山 28 号墳
　ୈ１અ　発掘調査
　　（１）　調査の֓要
　　（̎）　墳丘
　　（３）　ຒ૴施ઃ
　ୈ̎અ　出土遺物
　　（１）　埴輪
　　（̎）　土器ྨ� �
　ୈ３અ　まͱΊ
　出土遺物࡯؍ද
ୈ̑ষ　૯ׅ
　ୈ１અ　大谷山 27 号墳・28 号墳のධՁ
　ୈ 2અ　大谷山 28 号墳の横穴式石室
　　（１）　岩橋型石室の検౼
　　（̎）　大谷山 28 号墳の岩橋型石室のධՁ
ݙจߟࢀ
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ૠɹਤɹ໨ɹ࣍

ୈ１ਤ　पล遺跡෼෍ਤ
ୈ̎ਤ　特別࢙跡岩橋千塚古墳群෼෍ਤ
ୈ３ਤ　大谷山 27 号墳　前方෦前୺　円౵埴
輪ྻ平面ਤ 	4�1�30

ୈ̐ਤ　大谷山 27 号墳　東ଆくͼれ෦　円౵
埴輪ྻ平面ਤ 	4�1�30

ୈ̑ਤ　大谷山 27 号墳　調査区土૚அ面ਤ
	4�1�80

ୈ̒ਤ　大谷山 27 号墳　横穴式石室実ଌਤ
	4�1�40

ୈ̓ਤ　大谷山 27 号墳出土　円౵埴輪（1）
ୈ̔ਤ　大谷山 27 号墳出土　円౵埴輪（2）
ୈ̕ਤ　大谷山 27 号墳出土　円౵埴輪（3）
ୈ 10 ਤ　大谷山 27 号墳出土　円౵埴輪（4）
ୈ 11 ਤ　大谷山 27 号墳出土　ܗ৅埴輪
ୈ 12 ਤ　大谷山 27 号墳出土　土器ྨ
ୈ 13 ਤ　大谷山 27 号墳出土　૷਎۩ 	4�1�1

ୈ14ਤ　大谷山27号墳　墳丘෮ݩਤ	4�1�200

ୈ 15 ਤ　大谷山 27 号墳・28 号墳　墳丘ଌྔ
ਤ 	4�1�200

ୈ 16 ਤ　大谷山 27 号墳・28 号墳　τϨϯν
഑ஔਤ 	4�1�200


ୈ17ਤ　大谷山28号墳　調査区土૚அ面ਤ（1）�
（4�1�80

ୈ18ਤ　大谷山28号墳　調査区土૚அ面ਤ（2）�
（4�1�80

ୈ 19ਤ　大谷山28号墳　横穴式石室実ଌਤ 	1

（4�1�40）
ୈ 20ਤ　大谷山28号墳　横穴式石室実ଌਤ 	2

（4�1�40）
ୈ 21 ਤ　大谷山 28 号墳　箱式石棺実ଌਤ
（4�1�20）
ୈ22ਤ　大谷山28号墳　墳丘அ面ਤ（4�1�100）
ୈ 23 ਤ　大谷山 28 号墳出土　円౵埴輪（1）
ୈ 24 ਤ　大谷山 28 号墳出土　円౵埴輪（2）
ୈ 25 ਤ　大谷山 28 号墳出土　円౵埴輪（3）
ୈ 26 ਤ　大谷山 28 号墳出土　ܗ৅埴輪
ୈ 27 ਤ　大谷山 28 号墳出土　土器ྨ
ୈ28ਤ　大谷山28号墳　墳丘෮ݩਤ	4�1�200

ୈ 29 ਤ　岩橋型石室のକ෦・ݰ室前ಓج石の
෼ྨ 	4�1�80

ୈ30ਤ　岩橋千塚古墳群の横穴式石室	4�1�200




࣍಄ਤ൛໨ר

಄写真̍　1.�大谷山ר 27 号墳　横穴式石室
　　　　　　2.�大谷山 27 号墳　横穴式石室（તಓ）
಄写真̎　1.�大谷山ר 27 号墳　東ଆくͼれ෦円౵埴輪ྻ
　　　　　　2.�大谷山 27 号墳　前方෦前୺円౵埴輪ྻ
಄写真̏　1.�大谷山ר 28 号墳　横穴式石室
　　　　　　2.�大谷山 28 号墳　横穴式石室（ݰ室）
಄写真̐　1.�大谷山ר 28 号墳　横穴式石室ݰ໳ٴͼ൶石
　　　　　　2.�大谷山 28 号墳　箱式石棺

දɹ໨ɹ࣍

ୈ 1 ද　大谷山 27 号墳・28 号墳発掘調査・出土遺物౳整理工ఔද
ୈ 2 ද　大谷山 27 号墳出土遺物࡯؍ද
ୈ 3 ද　大谷山 28 号墳出土遺物࡯؍ද
ୈ 4 ද　岩橋千塚古墳群の主な横穴式石室（大型石室）
ୈ 5 ද　岩橋千塚古墳群の主な横穴式石室（中・小型石室）

ૠɹਤɹ໨ɹ࣍

写真図版 1��
1.�大谷山 27 号墳・28 号墳　ԕܠ（西かΒ）
2.�大谷山 27 号墳・28 号墳　ۙܠ（西かΒ）
写真図版 2��
1.�大谷山 27 号墳　墳丘（北かΒ後円෦を๬Ή）
2.�大谷山 27 号墳　東ଆくͼれ෦（ೆ東かΒ）
写真図版 3��
1.�大谷山 27 号墳　東ଆくͼれ෦（ೆかΒ）
2.�東ଆくͼれ෦（北東かΒ）
写真図版 4
1.�大谷山 27 号墳　東ଆくͼれ෦円౵埴輪検出
ঢ়گ（東かΒ）
2.�大谷山 27 号墳　前方෦前୺（東かΒ）
3.�前方෦前୺円౵埴輪検出ঢ়گ（東かΒ）
写真図版 5��
1.�大谷山 27 号墳　前方෦前୺円౵埴輪検出ঢ়
（ೆかΒ）گ
2.�前方෦前୺円౵埴輪検出ঢ়گ（ೆ西かΒ）

写真図版 6��
1.�大谷山 27 号墳　円౵埴輪（前方෦ 4・5・6）
検出ঢ়گ
2.�円౵埴輪（前方෦ 1・2）検出ঢ়گ
3.�円౵埴輪（前方෦ 5）検出ঢ়گ
4.�後円෦西τϨϯνೆน土૚அ面
5.�後円෦西τϨϯνೆน土૚அ面（෦෼）
写真図版 7 
1.�大谷山 27 号墳　横穴式石室શܠ（北西かΒ）
2.�横穴式石室શܠ（તಓ排水溝検出後）（ೆ西
かΒ）
写真図版 8��
1.�大谷山 27 号墳　横穴式石室શܠ（東かΒ）
室Ԟน（東かΒ）ݰ�.2
写真図版 9��
1.�大谷山 27 号墳　横穴式石室ݰ室（北かΒ）
（北かΒ）（Լஈ検出後࠷前น石積）室ݰ�.2
写真図版 10��



1.�大谷山 27 号墳　横穴式石室ݰ室（西かΒ）
（西かΒ）（Լஈ検出後࠷前น石積）室ݰ�.2
写真図版 11��
گ室Ԟน掘方検出ঢ়ݰ�.1
2.�તಓ（排水溝検出後）（西かΒ）
写真図版 12 
1.�તಓ（排水溝検出後）（ೆかΒ）
2.�તಓ排水溝検出ঢ়گᶃ（東かΒ）
3.�તಓ排水溝検出ঢ়گᶄ（東かΒ）
写真図版 13
1.�大谷山 27 号墳　円౵埴輪ᶃ
写真図版 14
1.�大谷山 27 号墳　円౵埴輪ᶄ
写真図版 15
1.�大谷山 27 号墳　円౵埴輪ᶅ
写真図版 16
1.�大谷山 27 号墳　円౵埴輪ᶆ
写真図版 17
1.�大谷山 27 号墳　円౵埴輪ᶇ
写真図版 18
1.�大谷山 27 号墳　円౵埴輪ᶈ
2.�大谷山 27 号墳　ܗ৅埴輪ᶃ
写真図版 19
1.�大谷山 27 号墳　ܗ৅埴輪ᶄ
写真図版 20
1.�大谷山 27 号墳　須恵器・૷਎۩（ۚ੡垂飾
ۚ۩）
写真図版 21
1.�大谷山 28 号墳　શܠ（ೆ東かΒ）
2.�大谷山 28 号墳　前方෦前୺（東かΒ）
写真図版 22
1.�大谷山 28 号墳　ۙܠ（西かΒ）
2.�大谷山 28 号墳　શܠ（ೆかΒ）
3.�大谷山 28 号墳　前方෦前୺（西かΒ）
4.�前方෦前୺円౵埴輪検出ঢ়گ（ೆ西かΒ）
5.�円౵埴輪（前方෦西）
6.�円౵埴輪（前方෦東）
写真図版 23
1.�大谷山 28 号墳　横穴式石室（西かΒ）
写真図版 24

1.�大谷山 28 号墳　横穴式石室ݰ室（東かΒ）
室（東かΒ）ݰ�.2
写真図版 25
1.�大谷山 28 号墳　横穴式石室ݰ室（西かΒ）
室（東かΒ）ݰ�.2
写真図版 26
1.�大谷山 28 号墳　横穴式石室ݰ室ӈଆน（北
かΒ）
ଆน（ೆかΒ）ࠨ室ݰ�.2
写真図版 27
ᶃگ੾石検出ঢ়࢓চࢡ�.1
ᶄگ੾石検出ঢ়࢓চࢡ�.2
ᶅگ੾石検出ঢ়࢓চࢡ�.3
ᶆگ੾石検出ঢ়࢓চࢡ�.4
室前น（西かΒ）ݰ�.5
写真図版 28
1.�તಓࠨଆนᶃ
2.�તಓࠨଆนᶄ
3.�તಓӈଆน
4.�તಓೆτϨϯν西น
5.�તಓ൶石ด࠹ঢ়گ（東かΒ）
写真図版 29
1.�大谷山 28 号墳　横穴式石室તಓ（東かΒ）
2.�તಓ（排水溝石֖আڈ後）（東かΒ）
写真図版 30
1.�તಓ排水溝検出ঢ়گ（西かΒ）
2.�排水溝検出ঢ়گ（൶石付ۙ）
3.�排水溝຤୺෦付ۙ
4.�તಓ排水溝検出ঢ়گ（֖石আڈ後）（西かΒ）
5.�તಓ排水溝検出ঢ়گ（֖石আڈ後）（東かΒ）
写真図版 31
1ɽ後円෦西τϨϯν　石室ງ方ٴͼཪࠐΊ検
出ঢ়گᶃ
2ɽ後円෦西τϨϯν　石室ງ方ٴͼཪࠐΊ検
出ঢ়گᶄ
3ɽ後円෦西τϨϯν　石室ງ方ٴͼཪࠐΊ検
出ঢ়گᶅ
4ɽ後円෦西τϨϯν　ೆน土૚அ面
5ɽતಓ北τϨϯν　西น土૚அ面ᶃ
6ɽતಓ北τϨϯν　西น土૚அ面ᶄ



7ɽતಓ北τϨϯν　西น土૚அ面ᶅ
写真図版 32
1.�大谷山 28 号墳　箱式石棺（西かΒ）
2.�箱式石棺（東かΒ）
写真図版 33
1.�大谷山 28 号墳　箱式石棺（֖石আڈ後）（西
かΒ）
2.�箱式石棺（֖石আڈ後）（北かΒ）
3.�墳丘主࣠τϨϯν西น土૚அ面ᶃ
4.�墳丘主࣠τϨϯν西น土૚அ面ᶄ
写真図版 34
1ɽ後円෦北τϨϯνશܠ（ೆかΒ）
2ɽ後円෦北τϨϯν　石室ງ方ٴͼཪࠐΊ検
出ঢ়گᶃ
3ɽ後円෦北τϨϯν　石室ງ方ٴͼཪࠐΊ検
出ঢ়گᶄ
4ɽ後円෦北τϨϯν　西น土૚அ面ᶃ

5ɽ後円෦北τϨϯν　西น土૚அ面ᶄ
6ɽ後円෦北τϨϯνશܠ（北西かΒ）
7ɽ墳丘主࣠τϨϯν　石室ງ方ٴͼཪࠐΊ検
出ঢ়گ
写真図版 35
1.�大谷山 28 号墳　円౵埴輪ᶃ
写真図版 36
1.�大谷山 28 号墳　円౵埴輪ᶄ
写真図版 37
1.�大谷山 28 号墳　円౵埴輪ᶅ
写真図版 38
1.�大谷山 28 号墳　ܗ৅埴輪
写真図版 39
1.�大谷山 28 号墳　須恵器
写真図版 40
1.�大谷山 28 号墳　須恵器・土師器
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ୈ̍ষɹܦҢͱܦա
ୈ̍અɹൃ۷ௐࠪۀࣄ
ճ発掘調査が実施された大谷山ࠓ　 27 号墳・28 号墳は、岩橋千塚古墳群の大谷山地区に͋り、
岩橋丘ྕの西୺にҐஔ͢Δ大谷山の北ଆに立地͢Δ。所在地は和歌山市岩橋ࣈ前山 1825 番地 11
Ͱ͋Δ。
　岩橋千塚古墳群の大谷山地区ͱͦのपลは、昭和 46 年の和歌山県立紀伊風土記の丘開Ԃの前
後Αり、ෳ਺ճにわたΔ開発がܭըされ、古墳群保存΁のӨڹがةዧされΔΑうになった。
　昭和 47 年には大谷山北ଆの丘ྕ୺෦Ͱຽ間事業者にΑΔ土砂採取工事がܭըされ、ܭը地に
所在͢Δ大谷山 4・5・6・39 号墳は、ಉ年の発掘調査の݁Ռ、大谷山 4・5・6 号墳がܭըมߋに
Αりݱঢ়保存ͱなり、ͦの後ެ有地Խͱ特別࢙跡௥ՃࢦఆにΑΔ保ޢાஔがਤΒれたものの、大
谷山 39 号墳はݱঢ়保存がਤΒれͣに調査後にফ໓した。
　大谷山 27 号墳・28 号墳は、上ड़の大谷山 4・5・6 号墳が所在͢Δඌࠜの東ଆ、谷をִͯͯର
ቂ͢Δඌࠜ上に立地͢Δ。この地఺は、大谷山 4・5・6 号墳の所在͢Δ地఺がݱঢ়保存ͱなった
代ସͱしͯ、৽たに土砂採取工事のܭը地ͱされたൣғにؚまれΔこͱͱなり、昭和 48 年 2 月
に事業者にΑり土木工事にΑΔ発掘ಧ出がఏ出された。上ड़の経緯かΒ、工事ର৅地にお͚Δ古
墳のݱঢ়保存はۃΊͯࠔ೉Ͱ͋ΔこͱかΒ、大谷山 27 号墳・28 号墳は記録保存の発掘調査が実
施されΔこͱͱなり、࢒೦ながΒ開発にΑりফ໓͢Δ݁Ռͱなった。
　大谷山 27 号墳・28 号墳の発掘調査は、昭和 48 年 5 月 15 日付͚Ͱ和歌山県教育委員会Αりจ
Խி௕ͯ͋׭にຒଂจԽࡒ発掘調査ಧ出書がఏ出された後、県教育委員会かΒの委ୗをड͚た社
ஂ๏ਓ和歌山県จԽڀݚࡒ会にΑっͯ実施された。
　調査は 5月 15 日付͚Ͱணखし、8月 15 日にྃ׬した。थ木െ採後にଌྔ調査ٴͼτϨϯνに
ΑΔ発掘調査が行われ、調査の݁Ռ、大谷山 27 号墳は横穴式石室をຒ૴施ઃͱ͢Δ前方後円墳、
28 号墳は横穴式石室ٴͼ箱式石棺をຒ૴施ઃͱ͢Δ前方後円墳Ͱ͋Δこͱが໌Βかͱなった。
　なお、昭和 48 年 8 月 14 日には発掘調査のݱ地આ໌会が実施された。

ୈ̎અɹग़౔Ҩ෺౳੔ཧۀࣄ
　発掘調査ऴྃ後、調査報告書をץ行͢Δඞ要が͋ったが、༧ࢉ面౳においͯ報告書作成にඞ要
な৚݅を整උ͢ΔこͱがͰ͖ないまま 40 年以上が経過し、発掘調査の記録は、h 和歌山県ߟ　࢙
古ࢿྉ （ɦ昭和 58 年和歌山県発行）にͦのུ֓がわͣかにࡌܝされΔのΈͰ͋った。
　特別࢙跡岩橋千塚古墳群の整උٴͼ؅理ӡӦを行なう和歌山県立紀伊風土記の丘Ͱは、岩橋千
塚古墳群のՁ஋を再֬ೝし、ࠓ後の保存ٴͼ׆༻に׆か͢たΊに、ະ報告ࢿྉの再整理事業を実
施͢Δこͱͱした。大谷山 27 号墳・28 号墳は平成 28 年度ͱ 29 年度の 2Χ年ܭըͰ出土遺物ٴ
ͼ記録ྨの再整理ͱ報告書のץ行を行った。なお、事業はࠃๅॏ要จԽࡒ保存整උඅิॿۚ（県
಺遺跡発掘調査౳事業）を׆༻し実施した。
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昭和 48年度発掘調査状況（大野嶺夫氏撮影）

第１表　大谷山 27号墳・28号墳発掘調査・出土遺物等整理工程表

大谷山 28 号墳石室実ଌ作業（１）

大谷山 28 号墳調査ঢ়گ

出土遺物઀߹作業

大谷山 28 号墳石室実ଌ作業（2）

大谷山 27 号墳石室調査ঢ়گ

遺構τϨーε作業
平成 28・29年度出土遺物等整理状況

昭和 48 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

地調査ݱ

　४උ

　ଌྔ・発掘調査

出土遺物౳整理・報告書ץ行

ʜʜ

ʜʜ

ʜʜ

ʜʜ
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ୈ̎ষɹҨ੻ͷҐஔͱڥ؀
ୈ̍અɹ஍ཧతڥ؀
　岩橋千塚古墳群पลの地ܗは中ԝ構଄ઢが東西に横அし、これにΑっͯ北ଆの西ೆ日本಺ଳ、
ೆଆの西ೆ日本֎ଳに෼͚ΒれΔ。この中ԝ構଄ઢのೆに紀ϊ઒が西ྲྀしͯおり、和歌山市を紀
ϊ઒北؛ͱೆ؛にೋ෼しͯいΔ。紀ϊ઒は、ಸྑ県ͱࡾॏ県の県ڥにҐஔ͢Δ大୆ϲ原をྲྀݯͱ
し、紀伊水ಓに஫ぐԆ௕ 136LNの一ڃՏ઒Ͱ͋り、ӡ͹れ͖ͯた土砂にΑり和歌山平野がܗ成
されͯいΔ。北؛には಺ଳにଐ͢Δ和ઘ山຺が͋り、ྖՈม成ଳの西ೆ୺に͋たΔ。ଯ積岩Ͱ͋
Δ᛽岩・砂岩・ట岩のޓ૚をな͢和ઘ૚群Ͱ構成されΔ。ೆ؛には֎ଳにଐ͢Δཾ໳山຺が͋り、
ม成岩Ͱ͋Δ݁থย岩を主ମͱ͢Δࡾ೾઒ม成ଳ（௕ಬม成ଳ）に͋たΔ。ཾ໳山຺は、݁থย
岩中に؏ೖしたऄ໲岩かΒなΔཾ໳山（756 ̼）が主ๆͱなり、西ଆ΁ඪߴを͡ݮながΒ、్中
紀ϊ઒ྲྀࢧのࢤو઒に෼அされΔが、岩橋山մまͰଓく。岩橋山մは和歌山市市֗地の東に͋Δ
丘ྕͰ、ඪߴ 140 ～ 150 ̼の݁থย岩ྨͰ構成されΔ山մͰ͋Δ。東かΒఱԦ塚山（152 ̼）・
大日山（142 ̼）ͱ࿈なり、北୺のՖ山（77 ̼）や西୺の෱൧έ็（101 ̼）΁ͱ小山մがଓく。
この岩橋山մに岩橋千塚古墳群はҐஔ͢Δ。

ୈ̎અɹྺ࢙తڥ؀
（１）पลのྺ࢙తڥ؀
石器ͱࡉ石器時代の遺跡は、岩橋山մۙลͰは֬ೝされͯいないが、紀の઒市の平஑遺跡Ͱچ　
。石ਕ֩が出土しͯいΔࡉ
　ೄจ時代の遺跡は、໌治 28 年（1895）にۙـ地方ͰॳΊͯ発ݟされた֋塚Ͱ͋り、ൈࣃした
एいঁੑを৳ల૴Ͱຒ૴した土ุ޵なͲが検出された໐ਆ֋塚、Πϊγγのէをར༻したφΠϑ
が出土した೟ٓ֋塚のほか、٢ྱ֋塚、Ԭ࡚遺跡なͲが岩橋山մपลͰ֬ೝされͯいΔ。
　໻ੜ時代の遺跡は、紀ϊ઒ೆ؛Ͱは前期の溝が֬ೝされたଠా・ాࠇ遺跡、紀ϊ઒北؛Ͱは後
期の୦穴ݐ物಺かΒऄ໲岩੡のޯۄ؅・ۄの原石・ະ成඼・׬成඼が出土した٢ా遺跡や、ా԰
遺跡、西ాҪ遺跡、北ాҪ遺跡、Ӊా৿遺跡、઒ล遺跡なͲの集མが紀ϊ઒Ԋいのԭ積௿地に立
地͢Δ。岩橋山մೆ西ଆの়ו谷遺跡Ͱは中期の୆ঢ়ุが検出されͯいΔ。中期຤༿～後期前半
には平野෦の集མがܹݮし、岩橋山մのఱԦ塚山遺跡やୌϲ็遺跡なͲのߴ地ੑ集མが出͢ݱΔ。
岩橋山մೆ西෦のҪล遺跡ͱਆ前遺跡Ͱは、໻ੜ時代後期のࣗવྲྀ࿏や溝かΒଟྔの土器や木੡
඼が出土しͯいΔ。ಔ୘は県಺Ͱ約 40 ఺発ݟされͯおり、紀ϊ઒ԼྲྀҬͰは有本ಔ୘なͲಔ୘
̒఺が発ݟされͯいΔ。
　古墳時代の遺跡は、岩橋山մ西ଆͰچ谷઒かΒ׈石੡໛଄඼やௗܗ土器なͲが出土し、水ลの
ΒれΔ大溝が֬ೝされた໐ਆᶘ遺跡や໐ਆ͑ߟΒれΔ大日山ᶗ遺跡や、ᕲᕱ༻水ͱ͑ߟ᛾跡ͱࡇ
地区遺跡が立地͢Δ。紀ϊ઒北؛Ͱは古墳時代中期の大型૔̓ݿ౩がฒんͰ֬ೝされた໐ୌ遺跡
や、ಃ࣭土器がଟ਺出土したೇݟ遺跡、埴輪༼が̎֬جೝされた平Ҫ遺跡が஌ΒれͯいΔ。
　ಸྑ時代以߱の遺跡は、紀伊ࠃ一ٶの日前・ݒࠃਆٶにྡ઀しͯ、ಸྑ～室町時代の׭ᦰతな
施ઃͱ͑ߟΒれΔ掘立பݐ物が֬ೝされたळ月遺跡が立地͢Δ。室町時代には和歌山平野にଠా
৓がங৓されΔ。पғͰは 16 世紀の߼ঢ়遺構が֬ೝされ、ۙくにଠా৓水߈Ίఅ跡が࢒Δ。



4 5

（̎）岩橋千塚古墳群पลの古墳
　紀ϊ઒ೆ؛Ͱは、岩橋山մ西ଆͰは県಺࠷古の前方後円墳ͱ͑ߟΒれΔळ月１号墳がங଄され、
ྡ઀しͯ円墳・方墳が̒世紀代まͰ଄ΒれΔ。
　岩橋山մ東ଆͰは、ോӋ山の北ࣼ面に໌ָ、小૔、小૔ਆ社、Ϟϯτ塚、ٶ山、東ࠃ山、ࣉ山、
Ԟ山ా古墳群、ೆࣼ面にࣣπ塚、۩ଋᆵ古墳群なͲ後期かΒऴ຤期にか͚ͯの古墳群がܗ成され
ͯいΔ。໌ָ古墳群は 14 室ݰしたࣅの円墳Ͱ構成され、̐・̑号墳は岩橋型横穴式石室にྨج
前ಓが֬ೝされͯいΔが、ݰ໳෦෼に૬ҧ఺が͋り別ܗଶの石室ͱ͑ߟΒれΔ。小૔古墳群は̕
໳に立ப石を༻いͯいΔ。̔号墳ݰの円墳Ͱ構成され、１・̔号墳は横穴式石室Ͱ、１号墳はج
は石୨をもつ岩橋型横穴式石室Ͱ͋Δ。東ࠃ山古墳群は̑جの円墳Ͱ構成され、１号墳Ͱはະ౪
掘の୦穴式石室が調査された。̎ମのਓࠎが発ݟされͯおり、一方は付ۙかΒమ౛やమ᭲が出土
しͯいΔこͱかΒஉੑ、もう一方は付ۙかΒྨۄͱ౛ࢠが出土しͯいΔこͱかΒঁੑͱਪఆされ
ͯいΔ。
の方墳をؚΉ約ج山古墳群は３ࣉ　 20 の古墳Ͱ構成され、̒世紀຤かΒ̓世紀代の古墳群Ͱج
͋Δ。Ԟ山ా古墳群は̓جの円墳Ͱ構成され、̒世紀かΒ̓世紀代の古墳群Ͱ͋Δ。ࣣπ塚古墳
群は 13 の円墳Ͱ構成され、̓世紀前半を中৺にங଄されたऴ຤期の古墳群Ͱ͋Δ。۩ଋᆵ古ج
墳群は̑جの円墳Ͱ構成され、１号墳かΒ３号墳は̓世紀の横穴式石室Ͱ͋Δ。
　岩橋山մೆ東ଆのࢤو઒ྲྀҬの平野෦Ͱは、古墳時代中期～後期にか͚ͯ円墳（᠒ࢠ塚古墳、
ؙ山古墳、ࡾດ塚古墳）や前方後円墳（૒ࡾࢠດ塚古墳、平஑１号墳）が଄ӦされΔ。ؙ山古墳
は副室を࣋つ箱式石棺や墳丘かΒమ㭾・మുなͲのమ੡඼、ۏ、ྨۄபܗ石੡඼なͲが発ݟされ
た。平஑１号墳は、東ଆくͼれ෦に཮橋が付ઃされͯいΔ。
　紀ϊ઒ͱࢤو઒の߹ྲྀ地఺付ۙの丘ྕ上Ͱは、ધށ山古墳群・ધށ箱山古墳が଄ӦされΔ。ધ
山̒号墳は、横穴式石室ށの横穴式石室ͱ୦穴式石室が֬ೝされͯいΔ。ધج̎、山３号墳はށ
ͱ箱式石棺が֬ೝされͯいΔ。ધށ山̎号墳、３号墳̎号石室は石୨を有͢Δ。ધށ箱山古墳は、
石୨を有͢Δ̎جの横穴式石室ͱ３جの୦穴式石室が֬ೝされͯいΔ。墳丘には埴輪ྻが֬ೝさ
れた。
　岩橋山մೆଆかΒւೆ市にか͚ͯも਺ଟくの古墳が଄ӦされͯいΔ。伊ଠ܍ીਆ社１号墳は石
୨・石ྊをもつ岩橋型横穴式石室Ͱ͋Δ。৓ϊ前１号墳はݰ室ଆนを小口積ΈͰ構ங͢Δが、Ԟ
นはڊ石を࢖༻͢ΔなͲ岩橋型横穴式石室ͱは૬ҧ఺が͋Δ。室山古墳群は̓جの円墳Ͱ構成さ
れ、̒ 世紀中༿～̓世紀前半の古墳群Ͱ、１・̎ 号墳は石୨・石ྊをもつ岩橋型横穴式石室Ͱ͋Δ。
山࡚山古墳群は 16 の古墳Ͱ構成され、１号墳Ͱは̒世紀຤かΒ̓世紀ॳ಄の石୨をもつ横穴ج
式石室が֬ೝされた。̑号墳は̑世紀前半の଄出を有͢Δ墳௕ 45 ̼の前方後円墳Ͱ͋Δ。紀ϊ
઒ೆ؛には一墳丘ଟ૴の古墳がগなくなく、岩橋千塚古墳群の中・小型前方後円墳や小型円墳ͱ
。Δ͑ݴ通͢Δ特௃が͋Δ。また、ଟ༷なຒ૴施ઃを༻いΔ఺も特௃ͱڞ
　紀ϊ઒北؛Ͱは、ז山古墳群は３جの古墳Ͱ構成されͯおり、ंկ之古ᅿ古墳は調査の݁Ռ、
ஈங、६ܗप߼、଄出をඋ͑た̑世紀後半のશ௕ 100 ̼以上の前方後円墳ͱ൑໌し、ࠃ಺།一の
ۚ੡ޯۄなͲが出土した。ࡽ山古墳群は 10 も古࠷山１号墳は古墳群Ͱࡽ、の古墳Ͱ構成されج
い̐世紀຤、墳௕ 70 ̼の前方後円墳の大谷古墳は̑世紀຤Ͱ͋Δこͱが֬ೝされた。大谷古墳
Ͱは、૊߹式Ոܗ石棺が検出され、మ੡അႀ・അߕなͲの๛෋な副૴඼が出土しͯいΔ。໐ୌ古
墳群は 10 の古墳Ͱ構成され、１号墳は石୨を有͢Δ岩橋型横穴式石室Ͱ、̒・̓号墳は古墳ج
群Ͱ࠷も古い̑世紀຤Ͱ͋Δこͱが֬ೝされた。Ԃ෦円山古墳かΒはۚಔ૷大౛やഅ۩が出土し
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た。࿡े谷̎号墳Ͱは埴輪ྻ・෪石が֬ೝされͯおり、̐世紀຤の前方後円墳Ͱ紀ϊ઒ԼྲྀҬ北
をؚΉ約ج山古墳群は前方後円墳３ࢠ古の古墳の一つͰ͋Δ。ീԦ࠷においͯ؛ 20 の古墳群ج
Ͱ構成されͯいΔ。

（３）岩橋千塚古墳群
の֓ཁ܈墳ݹઍ௩ڮؠ
　岩橋千塚古墳群は໌治時代以߱たͼたͼ調査が行われͯおり、古墳群のൣғについͯはͦの౎
度ೝࣝがมԽし͖ͯた。和歌山県教育委員会が発行しͯいΔʰ和歌山県ຒଂจԽࡒแଂ地所在地
ਤʱͰは、岩橋山մ西دりの古墳が群在͢Δ前山̖地区・前山̗地区・大日山・大谷山・Ҫล地
区にࣉ಺地区の一෦ͱఱԦ塚古墳を଍したൣғを岩橋千塚古墳群のൣғͱしͯおり、古墳૯਺は
472 。Ͱ͋Δج
区෼かΒՖ山地区（84ܗくೝࣝされͯいΔ岩橋千塚古墳群のൣғは、地޿　 大谷山地区（23・（ج
大日山地区（53・（ج 前山̖地区（152・（ج 前山̗地区（290・（ج 和佐地区（14・（ج Ҫ・（ج
ล前山地区（88 Ҫล地区（28・（ج ಺地区（88ࣉ・（ج 山東地区（28・（ج の（ج 10 地区（߹ܭ
848 。に区෼Ͱ͖Δ（ج
　特別࢙跡岩橋千塚古墳群のࢦఆൣғは、前山̖地区・前山̗地区・大谷山地区・大日山地区の
̐地区が大෦෼を઎Ίͯおり、東西約 1300 ̼、ೆ北約 700 ̼、૯面積 619
538.51ᶷのൣғに 430
。をӽ͢古墳がີ集しͯいΔج
　岩橋山մ北ଆの平野෦の地名がʮ岩橋ʯͰ͋り、この地Ҭに面した山մ北ࣼ面を岩橋前山ͱݺ
んͰおり、大正̓年（1918）かΒ和歌山県にΑっͯ調査されたൣғを前山̖地区、ͦの西を前山
̗地区ͱݺশしͯいΔ。前山̖地区Ͱは、小型の前方後円墳や方墳がଟ਺֬ೝされͯいΔ。
　前山̗地区は、岩橋千塚古墳群の中Ͱ古墳のີ度が࠷もߴい地区Ͱ͋Δ。岩橋山մ主ྏઢ上に
はক܉塚・஌事塚・܊௕塚ͱいった大型の前方後円墳がฒͼ、ඌࠜͱඪߴ 20 ～ 150 ̼の؇ࣼ面
に円墳が群集͢Δ。
　大谷山地区は、ඪߴ約 132 ̼の大谷山の山௖かΒ北ࣼ面に̑世紀຤～̒世紀前半の前方後円墳、
円墳が෼෍しͯいΔ。大谷山山௖にはೆଆに଄り出しをもつશ௕ 80N、墳௕ 68Nの前方後円墳
の大谷山 22 号墳がஙかれ、ඪߴ約 86 ̼のࣼ面地にॳ期の岩橋型横穴式石室をもつ大谷山̒号墳
がஙかれͯいΔ。
　大日山地区は、ඪߴ約 141 ̼の大日山௖にશ௕ 105N、墳௕ 86Nの前方後円墳の大日山 35 号
墳を中৺に、前方後円墳、円墳が෼෍し、東にྡ઀͢Δ前山̗地区ͱは谷ےなͲͰ区੾Βれͯい
Δ。大日山 35 号墳は東西の଄り出しかΒ出土したଟくの埴輪の中に྆面ਓ物埴輪やཌྷを͛޿た
ௗܗ埴輪なͲಠࣗੑのڧい埴輪がೝΊΒれΔ。
　このΑうに岩橋千塚古墳群Ͱは、岩橋山մのߴ࠷所ͱ東西方޲の主ྏઢ上に大型の前方後円墳
が଄Βれ、ͦこかΒ೿ੜ͢Δೆ北方޲のඌࠜかΒ੄෦にか͚ͯ中・小型の前方後円墳や円墳が଄
ΒれͯいΔ。
　岩橋千塚古墳群Ͱの古墳のங଄は̐世紀຤に࢝まり、ඪߴ約 77 ̼のՖ山山௖に前方後円墳の
Ֆ山̔号墳がஙかれ、̒世紀ॳ಄まͰՖ山地区が古墳群の中৺Ͱ͋った。ͦのଞの地区Ͱは、̑
世紀前半に大谷山 39 号墳やࣉ಺ 63 号墳なͲの円墳や、̑世紀中ࠒに前山̖地区Ͱ方墳がங଄さ
れΔが׆発Ͱはなかった。ͦの後、Ֆ山地区のೆ方に࿈なΔ大谷山地区には大谷山 22 号墳、大
日山地区には大日山 35 号墳、Ҫล前山地区にはҪลീ഼山古墳ͱいった̒世紀前半の大型の前
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方後円墳が଄Βれ、ͦのपลに中・小型古墳がஙかれͯ群集墳がܗ成されΔ。̒世紀中ࠒには、
前山̖・̗地区においͯも中・小型古墳がີ集しͯங଄されΔ。̒世紀中ࠒ以߱のट௕ุは墳௕
88 ̼のఱԦ塚古墳、岩橋山մ主ྏઢ上にҐஔ͢Δ墳௕ 42 ̼のক܉塚古墳、前方後円墳のங଄が
಺ࣉの大型円墳Ͱ͋Δࠒした後の̒世紀後半ࢭఀ 57 号墳、大日山ೆࣼ面にҐஔ͢Δ̓世紀ॳ಄
の方墳Ͱ͋ΔҪล１号墳ͱଓ͖、̓世紀後半ࠒには岩橋千塚古墳群においͯ古墳のங଄がऴྃ͢
Δ。
　このΑうに岩橋千塚古墳群は௕期間にわたり、岩橋山մͱいうಉ一ุҬに大型の前方後円墳か
Β中・小型の前方後円墳、円墳、方墳まͰ、ଟ༷なن໛ͱܗଶの古墳がங଄されΔͱいう特௃が
͋Δ。
　また、岩橋千塚古墳群はຒ૴施ઃにも特௃が͋り、೪土ᒛ、箱式石棺、୦穴式石室、横穴式石
室なͲଟ༷なຒ૴施ઃが༻いΒれͯいΔ。特に、݁থย岩の൘石を積Έ上͛ͯ石室を構ஙし、石
୨・石ྊをもつ岩橋型横穴式石室は岩橋千塚古墳群を中৺に෼෍͢Δ特௃తな石室Ͱ͋Δ。また、
一墳丘ଟ૴が中・小型の古墳にೝΊΒれΔこͱも大͖な特௃Ͱ͋Δ。
　岩橋千塚古墳群は、ͦのಠࣗੑかΒ紀ϊ઒ԼྲྀҬの在地੎ྗにΑりஙかれた古墳群Ͱ͋Δͱߟ
͑ΒれΔ。大型古墳のඃ૴者は、地Ҭट௕にൺఆされ、中・小型古墳のඃ૴者は、地Ҭट௕のࢧ
഑ମ੍に૊ΈࠐまれたԼҐの֊૚の集ஂͱ͑ߟΒれΔ。これΒの古墳間のඃ૴者たちは、地Ҭट
௕を௖఺ͱしたڧい݁ͼつ͖をもったಉ଒集ஂͱ͑ߟΒれ、จݙの記ड़にお͚Δ߽଒ʮ紀ࢯʯͱ
のີ઀な関わりが૝ఆされΔ。

のௐࠪ܈墳ݹઍ௩ڮؠ
時代には、岩橋千塚古墳群のपลは紀भൡෟՈ࿝の҆౻Ոのྖ地ͱなっͯおり、ఱ保ށߐ　 10
年（1839）に編ࢊされたʰ紀伊ଓ風土記ʱの岩橋村の項にʮ村のೆ山に古墳の跡ଟし୭の墳なΔ
やৄなΒ͢ʯͱ記ࡌされΔなͲ存在が஌Βれͯいた。
　໌治 39 年（1906）に、東ژఇࠃ大ֶの௶Ҫ正ޒ࿠ͱަ༑の͋った紀भಙ઒Ոの౰主・ಙ઒པ
ྙが古墳群の౿査を行っͯおり、このཌ年の໌治 40 年（1907）には、東ژఇࠃ大ֶਓྨֶ教室
の大野Ӣ֎が、岩橋千塚古墳群Ͱ出土した૷飾付͖須恵器やఱԦ塚古墳・ক܉塚古墳・前山̖
17 号墳の石室構଄についͯ報告しͯいΔ。前山̖ 17 号墳Ͱは発掘調査が実施され、箱式石棺の
副室かΒি֯付ႀが出土した。໌治 44 年（1911）には、ΠΪϦεਓの�/.(.�Ϛϯϩーがh 1SFIJTUPSJD�
+BQBOʱͰ岩橋千塚古墳群の石室をւ֎に঺հしͯいΔ。このࠒ、岩橋千塚古墳群の石室や副૴
඼が޿く஌ΒれΔΑうになΔͱͱもに、౪掘も行われΔΑうになっͯいった。
　大正̓年（1918）かΒは、和歌山県が岩橋千塚ୈ一期調査を行っͯいΔ。東ژఇࠃ大ֶのࠇ൘
উඒのࢦಋのもͱ岩Ҫ෢俊・ాᖒۚޗΒが前山̖地区を調査し、大正 10 年（1921）にʰ和歌山
県࢙跡名উఱવ記೦物調査会報告書ୈ一ाʱͱしͯ報告しͯいΔ。この報告には前山̖地区の古
墳෼෍ਤのほか、古墳のਤ面ͱࣸਅがଟ਺ࡌܝされͯいΔ。報告された古墳は前山̖ 46 号墳や
前山̖ 67 号墳なͲ 27 にの΅り、このうちج 11 在紀伊風土記の丘の石室ެ開古ݱ、の古墳はج
墳ͱしͯ׆༻されͯいΔ。
　岩橋千塚古墳群は、౰時の西和佐村のڞ有ྛͰݱ在の前山̖・̗地区に͋たΔൣғが昭和̒年
（1931）̓月 31 日、಺຿ল告ࣔୈ 275 号をもっ࢙ͯ跡ࢦఆをड͚ͯいΔ。昭和̓年（1932）にץ
行されたʰ和歌山県࢙੼名উఱવ記೦物調査会報告ୈेೋाʱには、大日山 35 号墳の石室に大
日೗དྷが᛾Βれ、ଟくのࢀഈ者が出ೖりしͯいたこͱが記ड़されͯいΔ。また、東方ྡ઀地の整



6 7

地中に石室が発ݟされ、石室಺かΒڸなͲが出土したͱ報告されͯいΔが、大日山 35 号墳ͱの
関܎はෆ໌Ͱ͋Δ。
　ୈೋ࣍世ք大ઓのऴわΔ昭和 20 年ࠒには๷ۭߺͱ͑ߟΒれΔ溝の掘࡟なͲにΑり古墳のഁյ
がਐ行しͯいΔ。ઓ後間もない昭和 23 年ࠒには৯ྐ೉にΑΔ岩橋千塚古墳群の開ࠖܭըが࣋ち
上がったが、ా中ܟ஧・ܒాٶೋࢯΒのਚྗにΑり古墳群は保存された。古墳群の保存ӡಈͱし
ͯશࠃͰもॳ期のྫͱしͯ஌Βれ、ͦの後࢙ط跡ࢦఆ地も昭和 27 年（1952）３月 29 日に特別࢙
跡にࢦఆされͯいΔ。しかし、昭和30～ 40年代になΔͱ、岩橋千塚古墳群पลͰは市֗ԽがਐΈ、
古墳群は存๢のة機に立たされた。市֗地にۙいՖ山・大谷山・Ҫล前山౳の地区Ͱは、開発ͱ
จԽࡒ保ޢのંり߹いが付かͣ、Ֆ山 10 号墳やՖ山 44 号墳、Ҫล前山̒号墳なͲ岩橋千塚古墳
群の主要な前方後円墳まͰもがফ໓しͯいΔ。
　このΑうな中Ͱ、和歌山市教育委員会は関西大ֶ・ಉࢤ社大ֶに委৤しͯ、古墳群の実ଶ調査
に৐り出した。調査成Ռはʰ岩橋千塚ʱやʰҪลീ഼山古墳ʱにまͱΊΒれ、古墳の෼෍や、主
要古墳のن໛・ܗঢ়や石室、出土遺物౳が঺հされた。また、和歌山県教育委員会Ͱは昭和 44
年（1969）に特別࢙跡岩橋千塚古墳群の県有地ԽをਐΊ、昭和 46 年（1971）8 月に和歌山県立
紀伊風土記の丘ͱしͯ開Ԃした。紀伊風土記の丘開Ԃ後の昭和 47 ～ 48 年（1972 ～ 1973）には、
ྡ઀͢Δ大谷山地区においͯ೪土ᒛをもつ大谷山�39 号墳の調査やॳ期の横穴式石室をもつ大谷
山̒号墳なͲの調査を実施した。また、昭和 50 年度には紀伊風土記の丘Ԃ಺にͯ、Ֆ木Ԃ・Ֆ
木Ԃ東地区の発掘調査ͱ墳丘の෮ݩ整උを行っͯいΔ。昭和 63 年（1988）には、特別࢙跡の௥
Ճࢦఆが行われ、पล地の古墳の保存がਤΒれた。
　平成̓～ 10 年度には、特別࢙跡岩橋千塚古墳群のपล෦においͯ古墳の෼෍౿査ͱ発掘調査
が行われ、岩橋千塚શମの೺ѲがਐΈ、大谷山 12 ～ 17・38�号墳のपลは平成 12 年度に特別࢙
跡に௥Ճࢦఆされた。
　和歌山県Ͱは、岩橋千塚古墳群の保存ͱ׆༻をΑりॆ実させΔたΊに特別࢙跡岩橋千塚古墳群
保存म理事業を実施しͯいΔ。平成 15 年度かΒ平成 26 年度まͰのୈ１期整උͰは、大日山 35
号墳、前山̖ 2号墳、前山̗ 41 号墳、前山̖ 67 号墳、前山̖ 13 号墳、前山̖ 17 号墳、前山̖
9号墳、前山̖ 58 号墳の発掘調査ٴͼ整උͱ、஌事塚古墳をؚΉ̕جの古墳のଌྔを実施した。
また、่མがܹしい石室のຒ໭しٴͼमࢧ、ܠো木のെ採、౷一したαΠϯのઃஔ、石室র໌の
ઃஔ、排水࿏のվम౳を実施した。
　平成 26・27 年度には特別࢙跡ࢦఆൣғ֎Ͱ͋った大谷山 22 号墳ٴͼఱԦ塚古墳の発掘調査が
実施され、྆古墳は平成 28 年度に特別࢙跡΁௥Ճࢦఆされた。また、ఱԦ塚古墳についͯは、
ఆのたΊの৘報収集を目తͱしͯ平成ࡦ後の整උ方਑ࠓ 29 年度に横穴式石室の再発掘調査ͱ墳
丘の発掘調査を実施しͯいΔ。
　平成27年度かΒのୈ2期整උͰは、ୈ１期整උにҾ͖ଓ่͖མがܹしい石室のຒ໭しٴͼमܠ、
。ো木のെ採、排水࿏のվम౳を実施しͯいΔࢧ
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第 1図　周辺遺跡分布図



10
11

第 2図　特別史跡岩橋千塚古墳群分布図
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ୈ̏ষɹେ୩ࢁ �� ߸෿
ୈ̍અɹൃ۷ௐࠪ
（１）調査の֓要
　大谷山 27 号墳は、岩橋千塚古墳群の大谷山地区に͋り、大谷山 22 号墳がҐஔ͢Δ大谷山山௖

（ඪߴ約 132 ̼）かΒ、北東に೿ੜ͢Δඌࠜ上の؇ࣼ面に立地͢Δ。後円෦を北東に͚޲た墳௕

約 22 ̼の前方後円墳Ͱ、ຒ૴施ઃは後円෦に構ஙされた横穴式石室Ͱ͋Δ（ୈ 15 ਤ）。古墳の

ඪߴは、前方෦௖Ͱ 90.73 ̼、後円෦௖Ͱ約 89.75 ̼Ͱ͋Δ。ಉ一ඌࠜ上には、大谷山 27 号墳の

ೆଆに大谷山 26 号墳、北ଆに大谷山 28 号墳が立地しͯいΔ。

　発掘調査Ͱは、墳ٴܗͼຒ૴施ઃの֬ೝを目తͱしͯτϨϯν調査を行った（ୈ 16 ਤ）。

　τϨϯνは、墳丘の֬ೝを目తͱしͯ、後円෦かΒ前方෦にか͚ͯ墳丘主࣠方޲のτϨϯνを

ઃఆし（後円෦北τϨϯν・墳丘主࣠τϨϯν）、さΒにこれに௚ަ͢Δ方޲のτϨϯνを後円

෦にઃఆした（後円෦西τϨϯν・後円෦東τϨϯν）。このうち後円෦東τϨϯνは、横穴式

石室ٴͼ前ఉ෦の֬ೝも目తͱしͯいΔ。また、前方෦前୺の֬ೝを目తͱしͯ前方෦東西τϨ

ϯνをઃఆし、さΒに西ଆくͼれ෦にもτϨϯνを௥Ճしͯઃఆした。これΒのτϨϯνは、調

査のਐ௙にԠ֦ͯ͡ுをおこなった。

　横穴式石室は、ਓҝతな֧ཚをड͚ͯஶしくᆝଛしͯおり、特にતಓはجఈ石の大෦෼が取り

আかれͯいた。横穴式石室の調査は、石室಺の่མ土౳をআڈしͯݰ室ٴͼતಓを検出し、চ面

まͰ掘࡟した。ͦの後、֤นମの石積Έをআڈしͯ排水溝の検出を行った。また、平面ਤ、立面

ਤ౳の記録作成を行った。

　墳丘は、前方෦墳௖の一෦Ͱ֧ཚがೝΊΒれΔものの、調査所ݟにΑれ͹地ܗվมはগなくお

おΉͶچঢ়を保っͯいたͱΈΒれΔ。

　墳丘の調査Ͱは、前方෦東西τϨϯνͰ円౵埴輪ྻを、東ଆくͼれ෦付ۙͰ円౵埴輪ྻͱ須恵

器大ᙈが検出され、一෦の円౵埴輪はجఈ෦付ۙがथ立したঢ়ଶͰ検出された。これΒの円౵埴

輪ྻについͯは、調査時においͯݸମࣝ別のたΊに֤々の円౵埴輪に番号を付༩しͯいΔ。しか

し前方෦東西τϨϯνͱ東ଆくͼれ෦Ͱは、֤々の埴輪ྻͱもに 1番かΒॱに番号を付༩しͯい

たこͱかΒ、本報告においͯは྆者のࠞಉをճආ͢ΔたΊに、前方෦ 1号・・、東ଆくͼれ෦ 1号・・

ͱいうΑうに調査Ґஔを番号にףしͯݺͼ෼͚Δこͱͱした。

　円౵埴輪ྻについͯは出土ঢ়گਤを作成し、原ଇͱしͯ͢΂ͯの取り上͛を行っͯいΔ。たͩ

し、東ଆくͼれ෦Ͱ検出された須恵器大ᙈについͯは、調査中にԿ者かにΑっͯ࣋ちڈΒれ所在

ෆ໌ͱなっͯおり、墳丘ଌྔਤにお͚Δ出土Ґஔ記録をআいͯ、出土ঢ়گをࣔࣸ͢ਅٴͼਤ面な

Ͳの記録が࢒されͯいない。

　また、円౵埴輪についͯも、前方෦ 1・2・5号のجఈ෦ ఈ෦جମͱ東ଆくͼれ෦のݸ3 ܽ）ମݸ1

番ݸମ）についͯはࣸਅٴͼ出土ঢ়گਤ౳の記録が࢒されͯいΔものの、౰֘ࢿྉは調査時ない

し調査後に所在がෆ໌ͱなっͯいΔ。このたΊ、本報告Ͱは౰֘ࢿྉのਤԽ作業を行うこͱがͰ

͖なかった。
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（̎）墳丘
前方部　前方෦は、前୺付ۙにઃఆした前
方෦東西τϨϯνにおいͯ、थ立͢Δ円౵
埴輪ྻを֬ೝした（ୈ 3ਤ）。これΒ前方
෦前୺の円౵埴輪には前方෦ 1 号かΒ 10
号の番号を付༩した。このうち 6号円౵埴
輪は、5号の北ଆͰ出土し、ମ෦かΒ口ԑ
෦のෳ਺ݸମのഁยͰجఈ෦をؚまないこ
ͱかΒ、थ立͢Δ円౵埴輪Ͱはないͱ൑அ
されΔ。円౵埴輪جఈ෦付ۙのඪߴは、前
方෦ 1 号Ͱ 89.90 ̼、前方෦ 3 号Ͱ 90.21
̼、7 号Ͱ 90.32 ̼、8 号Ͱ 90.39 ̼、10 号
Ͱ 90.34 ̼Ͱ͋り、おおΉͶ西ଆに޲かっ
ͯඪߴを上͛ͯいΔ。
　調査時の所ݟにΑれ͹、थ立͢Δ円౵埴
輪のجఈ෦಺ଆには᛽が検出されͯおり、
またपғをғうΑうにෳ਺の᛽がਾ͑Βれ
たものが͋った。なお、前方෦前୺Ͱは
10 号円౵埴輪Αりも西ଆにおいͯ埴輪の
थ立は֬ೝͰ͖なかったが、本དྷは࿈ଓし
ͯथ立しͯいたՄೳੑが͋Δ。　
　墳丘主࣠上にઃఆした墳丘主࣠τϨϯν
は、௕さ約 13 ̼の調査区Ͱ͋Δ。西น土
૚அ面Ͱは（ୈ 5 ਤ）、2 ૚のੑ֨はෆ໌
Ͱ͋Δが、3 ～ 8 ૚ͱ 10 ૚が後円෦付ۙ
の੝土、9૚が前方෦付ۙの੝土ͱ͑ߟΒ
れΔ。12 ૚は調査時の所ݟがないが、प
ล調査区の土૚ଯ積ঢ়گかΒ地山ないし岩
൫Ͱ͋ΔՄೳੑが͋Δ。墳丘は、ೆかΒ北
΁؇やかにඪߴをԼ͛Δ地ܗに੝土を施し
ͯおり、前方෦墳௖は後円෦に޲かっͯ؇
やかにࣼ܏しͯいたͱΈΒれΔ。
東側くびれ部　東ଆくͼれ෦Ͱは、थ立͢
Δ円౵埴輪ྻͱ須恵器大ᙈが検出され、こ
のうち円౵埴輪は ఈ෦が֬ೝجମ෼のݸ4
された（ୈ 4 ਤ）。ͦのうち 2 ମがथ立ݸ
したঢ়ଶͰ検出され、ଞの ମはഁଛしݸ2
ͯいたものの出土ঢ়گかΒ原Ґஔを大͖く
はҠಈしͯいないものͱ͑ߟΒれΔ。
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　これΒ円౵埴輪についͯは北かΒ、東ଆくͼれ෦ 1号、ܽ番ݸମ、2号、3号のॱに番号を付
༩しͯいΔ。円౵埴輪は、1号ͱܽ番ݸମの ମが後円෦ଆに、2号ͱݸ2 3号が前方෦ଆにथ立
されたͱਪఆされΔ。
　なお、2号ͱ 3号の間Ͱ円౵埴輪のഁยがまͱまっͯ出土し、ී通円౵ٴͼேܗإ埴輪のෳ਺
ମのഁยをؚんͰいた（ୈݸ 7ਤ 6 ～ 10、ୈ 8 ਤ 12 ～ 14）。このたΊ、付ۙにはேܗإ埴輪が
थ立されͯいたՄೳੑがߴく、円౵埴輪ྻには、ී通円౵の間にேܗإ埴輪が૊Έࠐまれथ立し
ͯいたものͱ͑ߟΒれΔ。
　須恵器の大ᙈは、ଌྔਤの記録かΒ 1号円౵埴輪の西ଆͰ出土しͯおり、出土Ґஔは後円෦ଆ
ͱΈΒれΔ。くͼれ෦にお͚Δ大ᙈの出土はॏ要な৘報Ͱは͋Δが、前ड़のΑうに調査中に所在
ෆ໌ͱなりৄࡉな記録が࢒されͯいないこͱかΒ、出土ঢ়گをؚΊͯ検౼͢ΔこͱがͰ͖ない。
なお、円౵埴輪ྻ付ۙͰは、ᙈの಑෦ย（ୈ 12 ਤ 80）ͱ、ᆵの口ԑ෦ย（79）が出土しͯいΔ。
後円部　後円෦は、後円෦北τϨϯνٴͼ後円෦西τϨϯνͰ土૚ଯ積ঢ়گを֬ೝした（ୈ 5ਤ）。
　後円෦北τϨϯνͰは、岩൫がஈঢ়に整ܗされた後に੝土が施されΔঢ়گが֬ೝされΔ。岩൫
は、22 ૚の北୺付ۙをڥに北ଆ΁ඪߴをԼ͛ࣗવ地ܗにࢸΔͱΈΒれ、౰֘付ۙが墳丘੄ͱߟ
͑ΒれΔ。ͦのඪߴは 87.55NͰ͋Δ。
　後円෦西τϨϯνは、29 ૚の調査時の所ݟがないが、ࣸਅٴͼ後円෦北τϨϯν土૚அ面ͱ
のൺֱかΒ岩൫ͱ͑ߟΒれ、ͦの上෦に੝土が施されΔ。27 ૚の西୺付ۙが墳丘੄に૬౰͢Δ
ͱ͑ߟΒれ、ͦのඪߴは 88.35NͰ͋Δ。
　以上の֤調査区にお͚Δ所ݟかΒ、大谷山 27 号墳の墳丘は以ԼのΑうに෮ݩされΔ。
　後円෦のن໛は、後円෦֤τϨϯνの土૚அ面かΒਪଌされΔ墳丘੄かΒ、௚ܘ約 14 ̼前後
ͱ͑ߟΒれΔ。また、前方෦についͯは墳丘੄のҐஔを֬ೝͰ͖Δ記録がないが、前方෦前୺付

東側くびれ部1

東側くびれ部2東側くびれ部3

須恵器大甕検出位置

東側くびれ部
　  (欠番)

第4図　大谷山27号墳　東側クビレ部　円筒埴輪列平面図（S=1/30）

0 1m1：30

※　須恵器大甕検出位置は、円筒埴輪列平面図原図には
         記入されておらず、墳丘測量図原図を基に復元した。
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第6図　大谷山27号墳　横穴式実測図（S=1/40）

横穴式石室　平面図・立面図

横穴式石室　平面図（石積み最下段）

横穴式石室　排水溝平面図・縦断面図

横穴式石室　排水溝横断面図
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ۙの墳丘੄は、前方෦東西τϨϯνͰ֬ೝされた円౵埴輪ྻΑりもややೆଆにҐஔしͯいたͱਪ
ఆされΔ。
　円౵埴輪は、東ଆくͼれ෦Ͱ検出された円౵埴輪ྻの഑ஔかΒਪଌ͢Δͱ、後円෦Ͱ埴輪が検
出されなかったൣғにおいͯも、本དྷは 1号円౵埴輪かΒ࿈ଓしͯ後円෦をΊぐΔΑうにथ立し
ͯいたՄೳੑが͋Δ。また、3号円౵埴輪かΒ前方෦前୺方޲΁も、本དྷは円౵埴輪が࿈ଓしͯ
थ立しͯいたͱΈΒれ、前方෦前୺の円౵埴輪ྻ΁ͱ઀ଓ͢Δͱ͑ߟΒれΔ。
　以上の৘報ͱ、墳丘ଌྔਤの౳ߴઢかΒਪଌされΔ墳丘主࣠や前方෦のܗঢ়をՃຯしͯ෮ݩさ
れΔ大谷山27号墳の平面ܗଶٴͼ円౵埴輪഑ྻは、ୈ14ਤのͱおりͰ͋Δ。この෮ݩにجづ͚͹、
大谷山 27 号墳は、後円෦ܘ約 14 ̼、くͼれ෦かΒ前方෦前୺まͰの௕さが約 8.5 ̼、શ௕約 22
̼の前方後円墳ͱਪఆされΔ。

（３）ຒ૴施ઃ
　ຒ૴施ઃは、後円෦の中ԝΑりやや東Αりに構ஙされた横穴式石室Ͱ͋Δ（ୈ 6ਤ）。石室は
東ೆ東方޲に開口͢Δ。石室主࣠は、墳丘主࣠にରしͯおおΉͶ௚ަ͢Δͱ͑ߟΒれΔ。また、
ΒれΔこͱかΒ、後円෦付ۙの͑ߟのງ方ͱ޵ุ、Έが֬ೝされࠐ室Ԟนの西ଆͰ岩൫のམちݰ
岩൫を整ܗしͯ、ุ޵を構ஙしͯいΔこͱが໌Βかͱなった。
　石室は、前ड़のΑうにஶしくᆝଛしͯ಺෦には่མ後のଯ積土が֬ೝされた。ݰ室はఱҪ石を
ؚΉ上෦がܽ失しͯおり、Ԟนٴͼଆนのนମの一෦が֬ೝされた。นମの࢒存ߴはԞนͰ約 1.2
̼Ͱ͋Δ。તಓはجఈ෦付ۙの一෦をআ͖大෦෼の石ࡐが取りআかれͯいた。
　石室はݰ室ͱતಓかΒ構成され、また遺存ঢ়گがෆྑͰৄࡉは໌ΒかにͰ͖ないがݰ室前ಓを
もつՄೳੑが͋Δ。また、前นの྆ଆにକ෦をもつ྆କ式の構଄Ͱ͋Δが、ࠨକ෦にൺしͯӈକ
෦は୹く、ݰ室前ಓないしતಓはԞนかΒΈͯӈدりに઀ଓ͢Δ。
室の๏ྔは、௕さݰ　 2.1 ̼、Ԟน෯ 2.04 ̼Ͱ正方ܗにۙい平面ܗをఄしͯいΔ。また、前นの
ᆝଛঢ়گがஶしいが、ӈକ෦は約 0.3 କ෦は約ࠨ、̼ 1.3 ̼以上ͱਪఆされΔ。તಓ௕はෆ໌Ͱ
͋Δが、࢒存͢Δӈଆนの石積ΈΑり 2.3 ̼以上ͱ͑ߟΒれΔ。ݰ室Ͱ検出したচ面のඪߴは、
ԞนͰ 87.90 ～ 87.92 ̼、ӈଆนͰ 87.82 ̼～ 87.86 ଆนͰࠨ、̼ 87.89 ̼Ͱ͋Δ。
　Ԟนٴͼଆนは、ፏ平な石ࡐを༻いͯ小口積を主ମに֤นମを構ஙしͯいΔ。たͩし、෦෼త
に横௕の石ࡐが֬ೝされ、一෦Ͱ平積もซ༻しͯいΔͱΈΒれΔ。ྫ͑͹、ӈଆน東୺においͯ
は、ፏ平な石ࡐの௕࣠を石室主࣠ͱ平行させͯおり、平積をおこなっͯいΔこͱが平面ਤٴͼࣸ
ਅかΒ֬ೝͰ͖Δ。
　前นは、ݰ໳付ۙの遺存ঢ়گがෆྑͰ͋Δが、ࠨକ෦Ͱは小口積を主ମͱ͢Δ一方、ӈକ෦Ͱ
֬ೝされた石ࡐは௕࣠を石室主࣠に௚ަさせͯおり平積ͱΈΒれΔ。また、この石ࡐはતಓӈଆ
นのน面ϥΠϯΑりもやや಺ଆにಥ出しͯおり、ݰ໳ないしݰ室前ಓを構成͢ΔՄೳੑが͋Δ。
なお、ݰ室前ಓج石に૬౰͢Δ石ࡐは֬ೝされͯおΒͣ、ͦの有ແはෆ໌Ͱ͋Δ。
　તಓは、ӈଆนٴͼࠨଆนのجఈ෦ͱΈΒれΔ石ࡐがわͣかに࢒存͢Δ。྆ଆนΑりਪఆされ
Δતಓ෯は 0.4 ̼ͱஶしくڱい。これΒのતಓ྆ଆนは、ӈଆนͰ一෦平積もೝΊΒれΔが、お
おΉͶ小口積にΑりนମを構ஙしͯいΔͱ͑ߟΒれΔ。
室のนମのԼݰした݁Ռ、௚ԼͰ排水溝を検出した。排水溝はڈをআࡐͼતಓの石室石ٴ室ݰ　
෦をϩのܗࣈにΊぐり、તಓࠨଆนԼにҐஔ͢Δ排水溝΁઀ଓ͢Δ。溝は岩൫をஅ面̫ܗࣈに整
室東半Ͱはこの溝಺にݰ、されͯいないが࢒な調査記録がࡉはৄگ室西半のঢ়ݰ、しͯおりܗ
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൘石を̫ܗࣈにਾ͑た構଄をͱΔ。また、તಓ෦の排水溝は௕さ 3.4 ̼をଌり、このうちݰ໳ଆ
かΒ 2.8 ̼まͰのൣғは̫ܗࣈにਾ͑た൘石にՃ͑、上෦に֖石を施しͯいΔ。તಓ෦の排水溝
ఈ෦のඪߴは、ୈ 6ਤ B-BʟϥΠϯͰ 87.66 ̼、C-CʟϥΠϯͰ 87.61 ̼、D-DʟϥΠϯͰ 87
56 ̼、
E-EʟϥΠϯͰ 87.44 ̼Ͱ͋り、東方޲΁؇やかにඪߴをԼ͛Δ。排水溝の຤୺Ͱ͋Δ E-EʟϥΠ
ϯ付ۙΑり、岩൫は東方޲΁大͖くඪߴをԼ͛ͯࣼ͢܏Δ。
　遺物は、ݰ室চ面付ۙかΒ垂飾ۚ۩が 1఺出土した。また、ݰ室ٴͼતಓの֧ཚ土かΒ須恵器
ΒれΔ。このうち、円౵埴輪は͑ߟͼ円౵埴輪ยが出土したが、原Ґஔを保つものͰはないͱٴ
墳丘上にथ立しͯいたものが石室಺にసམしたものͱΈΒれΔ。須恵器についͯも、ಉ༷のもの
がؚまれΔՄೳੑも͋Δ。

ୈ̎અɹग़౔Ҩ෺
（１）埴輪
　埴輪は、円౵埴輪ͱ、Ոܗ埴輪、器ࡒ埴輪౳のܗ৅埴輪が֬ೝされた。
　円౵埴輪ͱܗ৅埴輪は、৭調はଟくがᒵ৭をఄし、一෦に໌੺׊৭のものが͋Δこͱ、଻土に
砂ཻをଟくؚΈ一෦に݁থย岩をؚΉこͱ、શମతにೈ࣭Ͱද面のຎ໓がஶしいྫがଟいこͱな
Ͳのڞ通した特௃をもつ。
　本અͰは、円౵埴輪についͯはथ立埴輪のほか、แؚ૚出土ࢿྉの一෦についͯਤԽ・ࡌܝを
おこない、これΒのશମత特௃についͯ項目ごͱに記ड़した。また、ܗ৅埴輪は器種ごͱに֤ࢿ
ྉの特௃についͯ記ड़͢Δ。なお、֤ࢿྉの調整、଻土、৭調、ম成౳のॾଐੑは、ୈ 2දの遺
物࡯؍දにまͱΊた。
円筒埴輪・ேإ形埴輪（第 7～ 10 図）
　出土した円౵埴輪は、ී通円౵ͱேܗإ埴輪が͋Δ。֤調査区Ͱ出土した円౵埴輪のうち、口
ԑ෦ܗଶや調整౳の֬ೝͰ͖Δࢿྉは͢΂ͯᶚ群ܥ円౵埴輪（紀伊型・ـ؀಺ೆ෦型）の特௃を
もつ。このこͱかΒ、墳丘にथ立されΔ円౵埴輪は、ᶚ群ܥ埴輪に限ΒれΔՄೳੑがߴい。
　以Լ、出土した円౵埴輪についͯのશମత特௃につい֤ͯଐੑ別に記ड़͢Δ。
①器形・๏ྔ
　円౵埴輪のશମを෮ݩͰ͖たݸମがなく、器ߴやಥଳのஈ਺౳はෆ໌Ͱ͋Δ。
　32 はجఈ෦をܽ失͢Δが、口ܘが෮ܘݩ 36ᶲͰ、௚ઢతに開くٯ୆ܗをఄ͢Δܗଶͱਪఆされ、
口ԑ෦はܗ֯ࡾにಥ出しᶚ群ܥ埴輪の特௃をもつ。また、࢒存ൣғͰはೋ৚のಥଳがೝΊΒれ、
Լ方のಥଳԼにはಁ޸がઠ޸されΔ。別ݸମのجఈ෦をߟࢀに͢Δͱ、以Լは࠷Լஈಥଳͱجఈ
෦がつづくܗଶͱ͑ߟΒれ、ਪఆされΔ器ߴは45ᶲ前後、3৚4ஈఔ度の構成をͱΔՄೳੑが͋Δ。
　このଞ、جఈ෦のΈが࢒存͢ΔݸମͰは、ఈ෦ܘは、約 16 ～ 20ᶲのݸମがೝΊΒれ、特に約
18 ～ 19ᶲのݸମがଟい。ී通円౵の口ܘは、6は෮ܘݩ 31ᶲ、28 は෮ܘݩ 32ᶲͰ、上ड़ 32 の
෮ܘݩ 36ᶲͱ͋わせͯ、口ܘ 30ᶲ以上ͱなΔݸମがଟいͱਪఆされΔ。
②ௐ੔
　器面のຎ໓がஶしく調整౳の࡯؍がࠔ೉なものがଟいが、֎面調整は１࣍調整にλςϋέ、φ
φϝϋέを施し、̎࣍調整にϤコϋέを施͢こͱをج本ͱ͢Δ。Ϥコϋέは口ԑ෦かΒମ෦にか
͚ͯ施され、ԼஈಥଳΑりもԼҐにٴͿྫ（36）はগない。
　಺面調整は、ϢϏφσないしφσをج本ͱ͢Δが、λςϋέないしφφϝϋέをྫ͢࢒も͋Δ。
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また、口ԑ෦付ۙͰϤコϋέを施͢ྫ（41・42）が֬ೝされΔ。
ఈ部ௐ੔ج③
。存͢Δྫも͋Δ࢒調整のϋέϝが࣍されΔྫがଟいが、１࡯؍ఈ෦の֎面調整は、φσがج　
また、29・33・37・51 ౳は、౗立しͯ൘ঢ়工۩にΑりԡさ͑たͱΈΒれΔ൘ΦαΤがఈ面に໌
ྎにೝΊΒれΔ。಺面調整は、ϢϏφσが໌ྎにೝΊΒれΔものがଟく、一෦はϋέϝが࢒存͢Δ。
④突帯
　口ԑ෦୺෦かΒ࠷上ஈのಥଳまͰの間ִは、6は 8.0ᶲ、28 は 8.0ᶲ、32 は 9.4ᶲͰ͋Δ。また、
32 にお͚Δ 1ஈ目ͱ 2ஈ目のಥଳ間ִは、9.5ᶲͰ͋Δ。
ఈ面かΒԼஈಥଳまͰのߴさは、おおΉͶ約 16 ～ 17ᶲ前後の一群（2・5・10・12・29）ͱ、約
19 ～ 20ᶲの一群（2・11・26）をೝΊΔこͱがͰ͖Δ。
　ಥଳのஅ面ܗଶは、̢ࣈঢ়ͱなΔもの（3・30・31・32・36）ͱ、୆ܗঢ়をఄ͢Δものが͋Δが、
ൺֱత後者がଟい。32 はڧいϤコφσにΑり໌ྎに̢ࣈঢ়ͱなり、ಥ出もൺֱతߴい。
ԑ部ޱ⑤
　口ԑ෦は、୺෦がංްしͯ֎ଆにಥ出͢Δᶚ群ܥ円౵埴輪の特௃をもつ。これΒは、୺෦಺面
をϤコφσにΑりわͣかにԜませ、֎面をڧいϤコφσにΑり֎方΁ಥ出させΔこͱを原ଇͱ͢
Δが、಺面のϤコφσはݦஶͰはなく֎方のΈにಥ出させたྫ（6・17・18・19）も͋Δ。
　なお、3・48・49 はேܗإ埴輪の口ԑ෦Ͱ͋Δ。
ᶉ଻土・৭ௐ
　৭調は、ᒵ৭～໌੺׊৭をఄ͢Δものを主ମͱ͢Δ。଻土は 7 ～ 10ᶱ前後の݁থย岩や、
5NN前後の੺৭ࢎԽした砂ཻをؚΉものがଟい。　
ᶊͦのଞ
　6・17・28・41・46はϔϥ記号がೝΊΒれΔ。一৚の௜ઢにΑΔものͰ、೾ঢ়をఄ͢ΔͱਪఆされΔ。
形象埴輪（第 11 図）
。৅埴輪が͋Δܗ೉なࠔ埴輪が͋り、ͦのଞ、器種の特ఆがܗ埴輪、Ոࡒ৅埴輪は、器ܗ　
　53・54 は石ݟ型埴輪ないし६Ͱ͋Δ。前方෦東西τϨϯνΑり出土した。いͣれも石ݟ型埴
輪ないし६のܗ৅෦ͱΈΒれܗ৅෦ないし६面には、ೋ৚一ׅの௜ઢにΑりઢࠁが施されΔ。จ
༷の構成はෆ໌Ͱ͋Δが、௚ހจのදݱͰ͋ΔՄೳੑが͋Δ。
　55 は、Ոܗ埴輪ͱΈΒれ、԰ࠜ෦のഁ風のՄೳੑが͋Δ。Լ方の୺෦はڧいϤコφσにΑっ
ͯԜΉ。東ଆくͼれ෦Αり出土した。
　56 ～ 61 は器種の特ఆの೉しいෆ໌ܗ৅埴輪Ͱ͋Δ。56 は୺෦に面をもち、֖のּ෦のּԑ付
ۙのՄೳੑが͋Δ。57 は೪土ଳをషり付͚ͯおり、അなͲのಈ物埴輪や、ਓ物埴輪Ͱ͋ΔՄೳ
ੑが͋Δ。58 ～ 61 はいͣれも小ഁยͰ͋り、֤々਺৚の௜ઢが֬ೝされΔ。
　62 ～ 67 はܗ৅埴輪のج෦Ͱ͋Δ。62 ～ 66 は前方෦東西τϨϯνかΒ出土し、଻土・৭調か
Βಉ一ݸମのՄೳੑがߴい。67 はにͿい横ᒵ৭をఄしম成はݎ៛Ͱ͋り、須恵࣭にۙい。֎面
はϤコφσ後にϋέϝが施されΔ。৭調・଻土の特௃はଞの出土埴輪ͱはҟなっͯいΔ。東ଆく
ͼれ෦かΒ出土した。
　68・69 は、本調査ऴྃ後のද面採集ࢿྉͰ͋り、大谷山 27 号墳Ͱ採集されたՄೳੑが͋Δͱ
されΔݸମͰ͋りߟࢀにࡌܝした。いͣれも֖の立飾෦Ͱ͋Δ。ೋ৚一ׅの௜ઢにΑりઢࠁが施
されͯいΔ。



20 21

（̎）土器ྨ
　土器ྨは、横穴式石室ٴͼ墳丘の֤調査区Αり須恵器が出土した 	 ୈ 12 ਤ 
。須恵器の器種は、
֖ഋ、ߴഋ、ᆵ、ᙈ、૷飾付須恵器（小ᆵ）が֬ೝされΔ。
　70 ～ 78 は横穴式石室かΒの出土Ͱ͋Δ。このうち 70、71 はݰ室の֧ཚ土૚かΒ、72 はݰ室
ͼતಓの֧ཚ土૚かΒ、また、73ٴ ～ 78 はતಓの֧ཚ土૚かΒ出土した。横穴式石室は後世の
֧ཚをड͚大͖くᆝଛしͯいたこͱかΒ、原Ґஔを保つものͰはないͱ͑ߟΒれΔ。また、79・
80 は東ଆくͼれ෦円౵埴輪ྻ付ۙΑり出土した。
　70 は૷飾付須恵器の小ᆵͰ͋Δ。෮ݩ口ܘ 2.5ᶲ、࢒存ߴ 3.0ᶲͰ小ᆵのなかͰもൺֱత小ܗͰ
͋り、口ԑ෦は୹く立ち上がり୺෦をؙくおさΊΔ。૷飾付須恵器の器種はෆ໌Ͱ͋Δが、岩橋
千塚古墳群出土のྨྫかΒ、૷飾付ᆵないしߴഋܗ器୆Ͱ͋ΔՄೳੑがߴい。
　71・77・78 はߴഋͰ͋Δ。71 はߴഋの٭෦Ͱ、௕٭Ͱ 3方޲にಁ޸をもち、٭୺෦は۶ۂし
ؙͯくおさΊΔ。٭୺෦ܘ 6.8ᶲ、࢒存ߴ 8.4ᶲͰ͋Δ。٭෦ 78 は 4 方޲にಁ޸をもち、٭୺෦
はංް͢Δ。֎面はΧΩϝ調整が施されΔ。٭୺෦ܘ 6.8ᶲ、࢒存ߴ 5.0ᶲͰ͋Δ。77 はແ֖ߴഋ
のഋ෦Ͱ͋Δ。ഋ෦はややਂく、口ԑ෦ͱఈ෦のڥքに໌ྎなಥ出෦をもつ。口ܘは12.4ᶲͰ͋Δ。
　72～ 74はഋ਎Ͱ͋Δ。72は口12.8ܘDNͰ、口ԑ෦୺෦は಺܏しͯ面をもつ。73は口12.6ܘᶲ、
器ߴ 5.1ᶲͰ、口ԑ෦がやや垂௚ؾຯに立ち上がり、୺෦はؙくおさΊΔ。74 は口ܘ 12.5DN Ͱ、
ൺֱతްΈが͋Δ。口ԑ෦୺෦は಺܏しͯઙくԜΉ。
　75・76 はഋ֖Ͱ、いͣれも小ഁยͰ͋Δ。ྏઢがややؙΈをもちಥ出はにͿい。୺෦は、75
が಺܏しͯઙいԜΈを有し、76 は಺܏しͯ面をもつ。
　79 はᆵの口ԑ෦Ͱ͋Δ。৭調はにͿいᒵ৭をఄし、ম成はෆྑͰ͋Δ。口ܘは 16.5ᶲͰ、口ԑ
୺෦はやや֎ଆにಥ出͢Δ。ᰍ෦の中Ґにはઙい௜ઢがೝΊΒれΔ。
　80 はᙈの಑෦ยͰ、֎面にλλΩ成ܗが、಺面には౰ͯ۩ࠟがೝΊΒれΔ。
　以上の須恵器はߴ、 ഋ 78 の٭෦がಃ༢༼跡群にお͚Δ編年の.515 型式期の特௃をもち、また、
ഋ਎ 72 ～ 74 やഋ֖ 75・76 なͲはおおΉͶ.515 ～̩̠ 10 型式期の特௃をもつͱ͑ߟΒれΔ。
したがっͯ、大谷山 27 号墳出土須恵器は、.515 型式期かΒ̩̠ 10 型式期に֘౰͢Δࢿྉを中
৺ͱしͯいΔͱ͑ߟΒれΔ。

（３）૷਎۩ྨ
　横穴式石室のݰ室চ面Αり、垂飾ۚ۩が出土した。
　ୈ 13 ਤはۚ੡垂飾ۚ۩の一෦ͱ͑ߟΒれΔ。؀はやや࿪Έ、߹わせ目のҐஔは一கせͣ 0.5NN
ఔ度௚ܘがҟなΔ。྆୺間にはわͣかなܺ間が͋Δ。また、அ面はෆ正円ܗͰྏをもち、୺෦付
ۙͰࡉくなΔ。๏ྔは、֎ܘ 11.4NN～ 11.9NN、಺ܘ 8.8NN～ 9.4NN、அ面ܘ 1.2NN～ 1.4NN
Ͱॏさ 0.58H をଌΔ。
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第 7図　大谷山 27号墳出土　円筒埴輪（1）
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第 8図　大谷山 27号墳出土　円筒埴輪（2）
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第 8図　大谷山 27号墳出土　円筒埴輪（2）
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第 9図　大谷山 27号墳出土　円筒埴輪（3）
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第 10図　大谷山 27号墳出土　円筒埴輪（4）
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第 10図　大谷山 27号墳出土　円筒埴輪（4）
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第 11図　大谷山 27号墳出土　形象埴輪
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第 12図　大谷山 27号墳出土　土器類

70
71

72

77

78

75

76

73

74

79 80

0 1：4 10cm

0 4cm1：1

第13図　大谷山27号墳出土　装身具(S=1/1)
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ୈ̏અɹ·ͱΊ
　発掘調査の݁Ռ、大谷山 27 号墳は、墳௕約 22 ̼の前方後円墳Ͱ͋Δこͱが໌Βかͱなった（ୈ
14 ਤ）。
　古墳は北ଆ΁ࣼ͢܏Δඌࠜ上に後円෦を北東に͚ͯ޲立地し、地山ないし岩൫を整ܗしͯ੝土
を施͢こͱにΑり墳丘を構ஙしͯいΔͱ͑ߟΒれΔ。また、横穴式石室のุ޵は、後円෦付ۙの
岩൫を整ܗしͯ構ஙしͯいΔ。
　また、墳丘には一෦Ͱ円౵埴輪ྻが֬ೝされ、গなくͱも円౵埴輪は後円෦ٴͼ東ଆくͼれ෦、
前方෦東ଆかΒ前୺にか͚ͯ࿈ଓしͯथ立しͯいたͱਪଌされ、さΒに墳丘をғ៴しͯいたՄೳ
ੑが͋Δ。なお、出土した円౵埴輪はશͯᶚ群ܥ埴輪Ͱ͋った。
　また、前方෦東西τϨϯνや東ଆくͼれ෦Ͱܗ৅埴輪ยが出土した。これΒは小ഁยͰथ立Ґ
ஔ౳はෆ໌Ͱ͋Δが、६ないし石ݟ型埴輪なͲの器ࡒ埴輪やՈܗ埴輪౳が墳丘上にथ立しͯいた
ものͱ͑ߟΒれΔ。また、東ଆくͼれ෦Ͱは、須恵器大ᙈのほか、ᆵの小ഁยが出土した。
　ຒ૴施ઃは、後円෦の中ԝやや東Αりに構ஙされた横穴式石室Ͱ、東ೆ東方޲に開口͢Δ。石
室主࣠は、墳丘主࣠におおΉͶ௚ަ͢ΔͱΈΒれΔ。
　横穴式石室はᆝଛがஶしいたΊෆ໌な఺がଟいが、前ड़のΑうにݰ室前ಓを有͢ΔՄೳੑが͋
り、岩橋型石室ͱ͑ߟΒれΔ。大谷山 27 号墳の横穴式石室の特௃は、྆କ式のܗଶをͱΔがત
ಓがԞนかΒͯݟӈدりにҐஔ͢Δこͱ、ݰ室が正方ܗをఄし小型Ͱ͋Δこͱ、તಓの෯がஶし
くڱいこͱ、นମは小口積Έを主ମͱ͢Δが、一෦に平積もซ༻しͯいΔこͱ、排水溝はݰ室֤
นମٴͼતಓࠨଆนԼにઃஔされͯいΔこͱなͲをྻ͢ڍΔこͱがͰ͖Δ。またݰ໳෦の石ࡐが
಺ଆにಥ出͢ΔՄೳੑが͋り、ݰ室前ಓͰ͋ΔՄೳੑがߴいが、遺存ঢ়گがෆྑͰ͋りݰ室前ಓ
。石の有ແはෆ໌Ͱ͋Δج
　石室かΒ出土した須恵器は原Ґஔを保つものはないが、֖ഋ、ߴഋのଞに、小ഁยͰは͋Δが
૷飾付須恵器の小ᆵが出土したこͱが特චされΔ。このଞ、ݰ室চ面Αりۚ੡垂飾のۚ۩が出土
した。
　ங଄時期は、石室Αり出土した須恵器が̢ 15 型式期～̩̠ 10 型式期を主ମͱ͢ΔこͱかΒ、
̒世紀前半ࠒͱਪଌされΔ。
　大谷山 27 号墳は、大谷山地区に所在͢Δ小型の前方後円墳Ͱ͋り、ࠓճの調査成Ռは、大谷
山 28 号墳ͱฒんͰ、岩橋千塚古墳群にお͚Δ小型前方後円墳の特௃を໌Βかに͢Δ上Ͱوॏな
σーλになΔͱ͑ߟΒれΔ。
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第14図　大谷山27号墳　墳丘復元図（S=1/200）
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第14図　大谷山27号墳　墳丘復元図（S=1/200）

/0. ਤ൛番号 器種 出土Ґஔ ๏ྔ 特௃ ৭調 ଻土 ম成 存཰࢒ උߟ

1 ਤ൛
１３ 円౵埴輪 東ଆくͼれ෦

1号円౵埴輪 − 器面ຏ໓。಺面はࢦΦαΤ。ಥ
ଳはஅ面୆ܗঢ়。

֎・಺
5:36�4にͿい
ᒵ
அ
7.5:36�6ᒵ

3NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ

޷ྑ 30� 1・2 はಉ一ݸମ
か。

2 ਤ൛
１３ 円౵埴輪 東ଆくͼれ෦

1号円౵埴輪 ఈ16.0ܘDN

器面ຏ໓。֎面λςϋέͰಥଳ
Լに一෦Ϥコϋέ͋り。಺面は
φσͱॎ方޲のڧいࢦφσ。ఈ
୺෦಺面にࢦΦαΤ。Լஈಥଳ
のஅ面はやや̢ࣈঢ়Ͱ、ఈ面か
Βのߴさ 17.0ᶲ。ϋέのີ度は
4本 �1DN。

֎・಺ 
2.5:35�8 ໌੺
～৭׊ 7.5:36�6 ᒵ
அ 
7.5:36�6 ᒵ

1DN以Լの੺৭ࢎԽ
ཻをগྔؚΉ、4NN
以Լの小石をま͹Β
にؚΉ、ͦのଞ砂ཻ
をଟྔにؚΉ

޷ྑ 70� 1・2 はಉ一ݸମ
か。

3 ਤ൛
１３

ேܗإ
埴輪

東ଆくͼれ෦
2号円౵埴輪 −

ேܗإ埴輪の口ԑ෦。器面ຏ໓。
ಥଳはڧいϤコφσにΑりஅ面
。ঢ়ࣈ̢

֎ 
5:36�6 ᒵ
಺ 
5:36�8 ᒵ
அ 
10:36�2 փԫ׊

3NN以Լの石ཻͱ砂
ཻをؚΉ、8NN大の
ย岩 がؚまれͯݸ1
いた跡がೝΊΒれΔ

޷ྑ −
3 ～ 5 は 2 号ͱし
ͯ取り上͛。た
ͩし 3・4 は別ݸ
ମ。

4 ਤ൛
１３ 円౵埴輪 東ଆくͼれ෦

2号円౵埴輪 −
器面ຏ໓。口ԑ୺෦は಺֎のڧ
いϤコφσにΑり֎方΁ಥ出し
たܗଶ。

֎・಺・அ 
7.5:36�4
にͿいᒵ

砂ཻがଟྔؚまれ
Δ、4NN以Լの੺৭
Խཻをま͹Βにؚࢎ
Ή

޷ྑ −
3 ～ 5 は 2 号ͱし
ͯ取り上͛。た
ͩし 3・4 は別ݸ
ମ。

5 ਤ൛
１３ 円౵埴輪 東ଆくͼれ෦

2号円౵埴輪 ఈ18.7ܘDN

֎面はλςϋέ。工۩ࠟは൘Φ
αΤか。಺面はࢦΦαΤͱφσ。
Լஈಥଳはஅ面山ܗঢ়Ͱ、ఈ面
かΒのߴさ 17.5ᶲ。ϋέのີ度
は 4本 �1DN。

֎・಺・அ 
2.5:36�6
ᒵ

6NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ、ย岩をؚΉ

޷ྑ 100�
ఈ෦がथ立しج
ͯ出土。3・4 も
2 号ͱしͯ取り上
͛ͯいΔ。

6 ਤ൛
１３ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
2・3号円౵
埴輪西ଆ

口31.0ܘDN
（෮ݩ）

器面ຏ໓。口ԑ୺෦はஅ面֯ࡾ
がややؙΈをもつ。಺面はͩܗ
ΦαΤ。ಥଳのஅ面はやや̢ࢦ
さߴঢ়Ͱ、口ԑかΒのࣈ 8.0ᶲ。
֎面にϔϥ記号。

֎ 
5:35�6 ੺׊৭
಺・அ 
5:36�6 ᒵ

4NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ、ย岩をؚΉ

޷ྑ

7 ਤ൛
１３

ேܗإ
埴輪

東ଆくͼれ෦
2・3号円౵
埴輪西ଆ

−
ேܗإ埴輪のମ෦上半。器面ຏ
໓。ಥଳはϤコφσにΑりஅ面
はやや̢ࣈঢ়。

֎・಺・அ 
5:36�6 ᒵ
3NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ、ย岩をؚΉ

޷ྑ −

8 ਤ൛
１̐ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
2・3号円౵埴
輪西ଆ

− ֎面はφσ。಺面は器面ຏ໓。
ಥଳはஅ面୆ܗঢ়。 ֎・಺・அ 
5:36�8 ᒵ

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ、ย岩をؚΉ

޷ྑ 30�

9 ਤ൛
１̐ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
2・3号円౵
埴輪西ଆ

−
֎面はλςϋέ。಺面はλςϋ
έのちφσ・ࢦΦαΤ。ಥଳは
அ面୆ܗঢ়。ԼஈಥଳԼにಁ޸。
ϋέのີ度は 4本 �1DN。

֎ 
5:36�6 ᒵ
಺・அ 
5:36�8 ᒵ

5NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、3NN以Լの
੺৭ࢎԽཻをؚΉ

޷ྑ −

10 ਤ൛
１̐ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
2・3号円౵埴
輪西ଆ

ఈ18.4ܘDN
（෮ݩ）

器面ຏ໓。಺面はࢦΦαΤͱφ
σ。Լஈಥଳはஅ面୆ܗঢ়Ͱ、
ఈ面かΒのߴさ 15.8ᶲ。ԼかΒ
2ஈ目のಥଳはஅ面୆ܗঢ়。ಥ
ଳ間ִは 7.4ᶲ。Լஈಥଳの上
にಁ޸。

֎・಺・அ 
5:36�8 ᒵ 6NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ ޷ྑ 20�

11 ਤ൛
１̐ 円౵埴輪 東ଆくͼれ෦

3号円౵埴輪 ఈ18.0ܘDN

器面ຏ໓。֎面λςϋέ。Լஈ
ಥଳΑり上はϤコϋέ。಺面は
。ΦαΤͱφσ。ఈ୺෦はφσࢦ
Լஈಥଳはஅ面୆ܗঢ়Ͱ、ఈ面
かΒのߴさ 20.5ᶲ。Լஈಥଳの
上にಁ޸。

֎・಺・அ 
2.5:35�8
໌੺׊～ 5:36�6 ᒵ

1.2DN以上のย岩ʁ
が１1、ݸDN以Լの
ย岩・ͦのଞ小石・
੺৭ࢎԽཻをま͹Β
にؚΉ

޷ྑ 80�

12 ਤ൛
１̐ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
2・3号円౵
埴輪西ଆ

ఈ19.0ܘDN

֎面はԼஈಥଳԼはຏ໓、上は
φσ。಺面はࢦΦαΤͱφσͱ
ϋέ。ఈ୺෦はϤコφσ。Լஈ
ಥଳのஅ面はやや̢ࣈঢ়Ͱ、ఈ
面かΒのߴさ 17.5ᶲ。

֎ 
5:36�8 ᒵ
಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
10:36�3 にͿいԫ
ᒵ

5NN以Լのย岩、ͦ
のଞ石ཻをଟྔؚΉ ޷ྑ 20�

13 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
2・3号円౵
埴輪西ଆ

−
口ԑ୺෦は಺֎面をڧいϤコφ
σ。ؙΈをもつ。֎面はλςϋ
έ。ϋέのີ度は 4本 �1DN。

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
֎ 
10:37�4 にͿいԫ
ᒵ

2NN以Լの砂ཻをଟ
ྔؚΉ ޷ྑ −

14 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
2・3号円౵
埴輪西ଆ

− 器面ຏ໓。口ԑ෦付ۙはϤコφ
σ。֎面にϔϥ記号。

֎ 
5:35�6 ໌੺׊
಺ 
2.5:35�6 ໌੺׊
அ 
7.5:36�4 にͿいᒵ

4NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ、ย岩をؚΉ

޷ྑ −

15 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ
付ۙ

−
口ԑ୺෦は֎ଆͱ୺面ͱϤコφ
σ。ؙΈをもつ。֎面はϋέ。
಺面はຏ໓。ϋέのີ度は 4本
�1DN。

֎・಺ 
10:35�8 ໌੺
׊
அ 
10:37�3 にͿいԫ
ᒵ

7NN以Լのย岩ͱͦ
のଞ石ཻをଟྔؚΉ ޷ྑ −

16 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪 墳丘東ଆ − 器面ຏ໓。口ԑ୺෦はؙΈをも

つ。ϔϥ記号。
֎ 
2.5:35�6 ໌੺׊
಺・அ 
7.5:36�6 ᒵ

2NN以Լの砂ཻをؚ
Ή ޷ྑ −

17 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ
付ۙ

− 器面ຏ໓。口ԑ୺෦はؙΈをも
つ。ϔϥ記号。

֎・಺ 
2.5:35�6 ໌੺
׊
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

5NN以Լの砂ཻをଟ
ྔؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ、ย岩をؚΉ

޷ྑ −

18 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ
付ۙ

− 器面ຏ໓。口ԑ୺෦はஅ面֯ࡾ
。ঢ়ܗ

֎・಺ 
2.5:35�6 ໌੺
׊
அ 
7.5:36�6 ᒵ

5NN以Լの砂ཻをଟ
ྔؚΉ、ย岩をؚΉ ޷ྑ −

19 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪 墳丘東ଆ −

֎面はຏ໓。಺面はϋέ。口ԑ
୺෦はஅ面ܗ֯ࡾঢ়。֎面に
ϔϥ記号。ϋέのີ度は 4 本
�1DN。

֎ 
5:35�6 ໌੺׊
಺・அ 
2.5:35�6 ໌੺
׊

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ ޷ྑ −

20 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ
付ۙ

ఈ18.8ܘDN
（෮ݩ） ֎面φσ。಺面はॎ方޲のφσ。֎ 
7.5:36�6 ᒵ಺・அ 
5:36�8 ᒵ

1.4DN大の小石が１
4NN以Լの石ཻ、ݸ
がඍྔ、ͦのଞ砂ཻ
をؚΉ

޷ྑ 25�

21 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ
付ۙ

ఈ18.2ܘDN ֎面൘ΦαΤ。಺面はφσ。
֎・಺ 
7.5:36�6 ᒵ～
5:36�6 ᒵ
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

1NN以Լの砂ཻをؚ
Ή ޷ྑ 17�
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22 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪 西ଆくͼれ෦

付ۙ北 ఈ17.8ܘDN ֎面はφσ、൘ΦαΤ。಺面はॎ方޲のࢦφσ。
֎ 
5:36�8 ᒵ
಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
10:37�3 にͿいԫᒵ

4NN以Լの石ཻがご
くগྔͱ砂ཻ中ྔؚ
Ή

޷ྑ 17�

23 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪

横穴式石室
室চ面ݰ
֧ཚ土

口29.0ܘDN
（෮ݩ）

口ԑ୺෦の಺֎面をڧいϤコφ
σにΑりஅ面ܗ֯ࡾঢ়。֎面は
Ϥコϋέ、口ԑ෦付ۙはλςϋ
έ後Ϥコφσ。಺面はϤコφσ。
ϋέのີ度は 7本 �1DN。

֎ 
2.5:35�4 にͿい੺
׊
಺・அ 
5:36�6 ᒵ

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ ޷ྑ 10�

以Լ

24 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪

横穴式石室
室চ面ݰ
֧ཚ土

−
֎面はλςϋέのちϤコϋέ。
口ԑ෦付ۙにࢦΦαΤ。಺面は
φσ。

֎・அ 
2.5:35�6 ໌੺
׊
಺ 
5:36�6 ᒵ

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ ޷ྑ −

25 ਤ൛
１̑

ேܗإ
埴輪

横穴式石室
室চ面ݰ
֧ཚ土

− 器面ຏ໓。ேܗإ埴輪の 口࣍1
ԑ෦෼か。

֎ 
5:36�6 ᒵ
಺ 
10:35�2 փԫ
10:34�1、׊ 、փ׊
5:35�6 ໌੺׊
அ 
5:36�6 ᒵ、
10:36�4 にͿいԫᒵ

ย岩をؚΉ、੺৭ࢎ
ԽཻをؚΉ ޷ྑ −

26 ਤ൛
１̒ 円౵埴輪 前方෦

1号円౵埴輪
ఈ15.8ܘDN
（෮ݩ）

֎面はφσ、ఈ෦は൘ΦαΤ。
಺面はϢϏφσ。Լஈಥଳは
அ面̢ࣈঢ়Ͱ、ఈ面かΒのߴさ
18.3ᶲ。

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
ີ 5NN以Լの஡׊
৭・ന৭の᛽、1NN
以Լのന৭・׊৭砂
ཻをؚΉ

޷ྑ 20� ఈ෦がथ立しج
ͯ出土。

27 ਤ൛
１̑

ேܗإ
埴輪

前方෦
2号円౵埴輪 − 器面ຏ໓。಺面にࢦΦαΤ。ಥ

ଳはஅ面୆ܗঢ়。
֎ 
7.5:36�6 ᒵ
಺ 
5:36�8 ᒵ
அ 
10:37�6 ໌ԫ׊

5NNぐΒいのย岩 1
3NN以Լの੺石、ݸ
Խཻͱͦのଞ砂ཻࢎ
をશମにؚΉ

޷ྑ −
ମݸఈ෦थ立ج
（前方෦ 2 号）ͱ
一ׅしͯ取り上
͛。

28 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪 前方෦

3号円౵埴輪
口31.6ܘDN
（෮ݩ）

಺面はϋέ。口ԑ෦は಺֎面の
いϤコφσにΑり୺෦はؙΈڧ
をもつ。ಥଳはஅ面୆ܗͰ、口
ԑ෦まͰのߴさ 8.0ᶲ。ϋέの
ີ度は 7 本 �1DN。֎面にϔϥ
記号。

֎・಺・அ 
5:36�6 ᒵ
3NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ、
੺৭ࢎԽཻをؚΉ

޷ྑ 20�
ମݸఈ෦थ立ج
（前方෦ 3 号）ͱ
一ׅしͯ取り上
͛。

29 ਤ൛
１̒ 円౵埴輪 前方෦

4号円౵埴輪 ఈ20.0ܘDN

֎面は器面ຏ໓。಺面はφφϝ
ϋέのちφσ・ࢦΦαΤ。ఈ୺
෦はφσ。Լஈಥଳはஅ面୆ܗ
ঢ়Ͱ、ఈ面かΒのߴさ 15.0ᶲ。
Լஈಥଳの上にಁ޸。

֎・಺ 
2:35�8 ໌੺׊
～ 7.5:36�6 ᒵ

7NN以Լのย岩・੺
石ࢎԽཻ・ͦのଞ小
石をଟྔؚΉ

޷ྑ 95� ఈ෦がथ立しج
ͯ出土。

30 ਤ൛
１̑ 円౵埴輪 前方෦

5号円౵埴輪 −
֎面はϤコϋέ。಺面はຏ໓。
ಥଳのஅ面̢ࣈঢ়。ϋέのີ度
は 6本 �1DN。

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
ີ 1DN大のย岩、
3NN以Լのย岩、ന
৭・׊৭の᛽、砂ཻ
をؚΉ

޷ྑ 15�
ج ఈ ෦ थ 立 ݸ
ମ（ 前 方 ෦
5号）ͱ一ׅしͯ
取り上͛。

31 ਤ൛
１̒ 円౵埴輪 前方෦

6号円౵埴輪 −
֎面はϤコϋέ。಺面はࢦΦα
Τ。ಥଳはஅ面̢ࣈঢ়。ಥଳの
上にಁ޸。ϋέのີ度は 4 本
�1DN。

֎ 
5:36�8 ᒵ
಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
7.5:36�6 ᒵ

1DN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ、ย岩をؚΉ

޷ྑ 40�

6 号ͱしͯ取り上
͛ͯいΔが、ج
ఈ෦は出土しͯ
い な い。31・32
は別ݸମか。

32 ਤ൛
１̒ 円౵埴輪 前方෦

6号円౵埴輪
口36.0ܘDN
（෮ݩ）

口ԑ୺෦は಺֎面のڧいϤコφ
σにΑりஅ面ܗ֯ࡾঢ়。֎面は
1 調整のλςϋέ、2࣍ 調整࣍
のϤコϋέ。಺面はφφϝϋέ
のちφσͱࢦΦαΤ。ಥଳはஅ
面̢ࣈঢ়Ͱ、口ԑかΒ 1ஈ目ま
Ͱのߴさ 9.4ᶲ。ಥଳ間ִは 9.5
ᶲ。口ԑかΒ 3ஈ目にಁ޸。ϋ
έのີ度は 6本 �1DN。

֎・಺ 
2.5:36�6 ᒵ
அ 
7.5:37�6 ᒵ

2DN大の砂ཻをଟく
ؚΉ、੺৭ࢎԽཻを
ؚΉ

޷ྑ 25�

6 号ͱしͯ取り上
͛ͯいΔが、ج
ఈ෦は出土しͯ
い な い。31・32
は別ݸମか。

33 ਤ൛
１̒ 円౵埴輪 前方෦

7号円౵埴輪 ఈ19.1ܘDN
֎面はλςϋέͱφφϝϋέ。
಺面はφφϝϋέ後φσ。ఈ୺
෦付ۙはࢦΦαΤ。ఈ୺෦に工
۩ࠟ。ϋέのີ度は 6本 �1DN。

֎ 
7.5:38�6 ઙԫᒵ
5:36�8 ᒵ
಺ 
5:36�8 ᒵ

ີ 5～ 8NN大のย
岩、2NN以Լのന৭、
、৭の砂ཻࠇ、৭׊
ย岩をؚΉ

޷ྑ 90� ఈ෦がथ立しج
ͯ出土。

34 ਤ൛
１̒ 円౵埴輪 前方෦

8号円౵埴輪 ఈܘ 20DN ֎面は൘ΦαΤ。಺面φσ。ఈ
୺෦はφσ。

֎・಺ 
5:36�8 ᒵ～
5:36�6 ᒵ
அ 
10:37�3 にͿいԫ
ᒵ

7NNҐのࠇっΆい
石ʁを１ؚݸΉ、
5NN以Լの੺৭ࢎԽ
ཻをま͹ΒにؚΉ、砂
ཻをશମにଟྔؚΉ

޷ྑ 60�

35 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦

9号円౵埴輪
口32.0ܘDN
（෮ݩ）

֎面はλςϋέ後Ϥコϋέ。಺
面はߥいϤコϋέͱφσ。口ԑ
付ۙはϤコφσ。ϋέのີ度は
4本 �1DN。

֎・಺ 
5:35�6 ໌੺׊
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

6NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ ޷ྑ 6� 35 ～ 38 は 9 号ͱ

し取り上͛。

36 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦

9号円౵埴輪 −
֎面はλςϋέ後にϤコϋέ。಺
面はߥいϤコϋέ、ࢦΦαΤ。Լ
ஈಥଳはஅ面̢ࣈঢ়。ಥଳの上に
ϋέのີ度は。޸ಁ 4本 �1DN。

֎・಺ 
5:35�6 ໌੺׊
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

6NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ ޷ྑ 38�

35 ～ 38 は 9 号ͱ
し取り上͛。36・
37 はಉ一ݸମか。

37 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦

9号円౵埴輪
ఈ18.0ܘDN
（෮ݩ）

֎面はϋέ、൘ঢ়工۩のԡѹࠟ、
೪土ඥ઀߹ࠟ。಺面はφσͱࢦ
ΦαΤ、೪土ඥ઀߹ࠟ。ఈ୺෦
はϤコφσ。ϋέのີ度は 4本
�1DN。

֎ 
5:35�6 ໌੺׊
಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

4NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ、
੺৭ࢎԽཻをؚΉ

޷ྑ 38�
35 ～ 38 は 9 号ͱ
し取り上͛。36・
37 はಉ一ݸମか。

38 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦

9号円౵埴輪
ఈ19.6ܘDN
（෮ݩ）

֎面はຏ໓。಺面はφσ。ఈ୺
෦はφσ。

֎ 
5:36�6 ᒵ
಺ 
5:36�8 ᒵ
அ 
7.5:35�4 にͿい׊

3NNҐの੺৭ࢎԽ
ཻ ͱͦのଞの石ݸ1
ཻをؚΉ

޷ྑ 25�
35 ～ 38 は 9 号ͱ
し取り上͛。38
は、36・37 ͱ は
別ݸମ。

39 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦

10号円౵埴輪 ఈ18.8ܘDN
器面ຏ໓。֎面はϋέ、೪土ඥ
઀߹ࠟ。಺面はφσͱϋέ、ఈ
୺෦付ۙにࢦΦαΤ、೪土ඥ઀
߹ࠟ。ఈ୺෦はφσ。

֎ 
5:35�8 ໌੺׊～
5:36�8 ᒵ
಺ 
2.5:35�6 ໌੺׊～
7.5:36�6 ᒵ
அ 
10:36�3 にͿいԫᒵ

5NN以Լのย岩ͱͦ
のଞの小石をଟ਺ؚ
Ή

޷ྑ 60�

40 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν
ఈ18.8ܘDN
（෮ݩ）

֎面は൘ঢ়ΦαΤ。಺面はφσ
ͱࢦΦαΤ。ఈ୺෦はφσ。Լ
ஈಥଳはஅ面୆ܗঢ়Ͱ、ఈ面か
Βのߴさ 19.5ᶲ。Լஈಥଳの上
にಁ޸。

֎ 
5:36�6 ᒵ
಺ 
2.5:35�6 ໌੺׊
அ 
7.5:37�4 にͿいԫ
ᒵ

8NN以Լの砂ཻをؚ
Ή、ย岩をؚΉ、੺
৭ࢎԽཻをؚΉ

޷ྑ 90� 前方෦ 3 号円౵
埴輪か。

/0. ਤ൛番号 器種 出土Ґஔ ๏ྔ 特௃ ৭調 ଻土 ম成 存཰࢒ උߟ

41 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν
口28.0ܘDN
（෮ݩ）

֎面はλςϋέ後Ϥコϋέ。಺
面はϤコϋέ。口ԑ෦付ۙはϤ
コφσ。֎面にϔϥ記号。

֎・಺ 
2.5:35�4 にͿ
い੺׊
அ 
7.5:36�6 ᒵ

3NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ ޷ྑ 10�

42 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν
口30.8ܘDN
（෮ݩ）

֎面はϋέ。಺面はϋέ。口ԑ
෦付ۙはϋέ後Ϥコφσ。ϋέ
のີ度は 5本 �1DN。

֎・಺ 
10:35�6 ໌੺
׊
அ 
10:37�4 にͿいԫᒵ

3NN以Լの石ཻを中
ྔؚΉ ߗ 10�

43 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν
ఈ17.8ܘDN
（෮ݩ）

֎面は器面ຏ໓。֎面はϋέ。
಺面はφσͱϋέ、ఈ୺෦付ۙ
にࢦΦαΤ。ఈ୺෦はϤコφσ。
ϋέのີ度は 4本 �1DN。

֎ 
2.5:35�6 ໌੺׊
಺・அ 
7.5:36�6 ᒵ

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ

޷ྑ 8�

44 ਤ൛
１̔ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν ఈ18.6ܘDN ֎面はຏ໓。಺面はφσ、೪土ඥ઀߹ࠟ。ఈ୺෦はϤコφσ。
֎・಺ 
5:36�8 ᒵ～
7.5:37�6
அ 
7.5:36�4 にͿいᒵ

಺面に 6NN大の小
石が 面に֎、ݸ3
6NN大の小石が 2
のଞ಺֎面にͦ、ݸ
4NN以Լのย岩ͦの
ଞの石ཻをまͩΒに
ؚΉ

޷ྑ 25�

45 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν − ֎面はຏ໓ؾຯのϋέ。಺面は
ຏ໓。口ԑ෦付ۙはϤコφσ。

֎ 
2.5:35�6 ໌੺׊
಺・அ 
10:37�4 にͿ
いԫᒵ

5NN以Լの石ཻをଟ
ྔؚΉ ޷ྑ −

46 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν − 器面ຏ໓。口ԑ෦付ۙはϤコφ
σ。֎面にϔϥඳ௜ઢจ。

֎ 
2.5:35�6 ໌੺׊
಺・அ 
7.5:36�4 にͿ
いᒵ

7NN以Լのย岩、ͦ
のଞの石ཻをଟྔؚ
Ή

޷ྑ −

47 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν − ֎面はຏ໓。಺面はࢦΦαΤͱ
φσ。

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
10:37�4 にͿいԫ
ᒵ

砂ཻをؚΉ ޷ྑ −

48 ਤ൛
１̔

ேܗإ
埴輪

前方෦東西
τϨϯν − 器面ຏ໓。ᰍ෦ಥଳはஅ面୆ܗ

ঢ়。

֎ 
5:36�6 ᒵ、
5:35�6 ໌੺׊
಺ 
5:36�6 ᒵ、
7.5:34�3 ׊
அ 
10:36�3 にͿいԫᒵ

7NN以Լの砂ཻをؚ
Ή、ย岩をؚΉ、੺
৭ࢎԽཻをؚΉ

޷ྑ −

49 ਤ൛
１̔

ேܗإ
埴輪 地区ෆ໌ 口41.0ܘDN

（෮ݩ）
器面ຏ໓。ຏ໓ؾຯのϋέ。಺
面に೪土ඥ઀߹ࠟ。ಥଳはஅ面
୆ܗঢ়。

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ、
2.5:35�6 ໌੺׊
அ 
5:36�6 ᒵ、
10:36�2 にͿいԫᒵ

1NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ ޷ྑ −

50 ਤ൛
１̔ 円౵埴輪 地区ෆ໌ ఈ21.8ܘDN

（෮ݩ）
֎面はຏ໓ؾຯのϋέ、೪土ඥ
઀߹ࠟ。಺面はφσ。ఈ୺෦は
Ϥコφσ。

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ、
10:36�2 փԫ׊
அ 
7.5:36�6 ᒵ、
10:36�2 փԫ׊

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ ޷ྑ 15�

51 ਤ൛
１̔ 円౵埴輪 地区ෆ໌ ఈ21.4ܘDN

（෮ݩ）

֎面は൘ঢ়工۩のφσͱϋέ、
೪土ඥ઀߹ࠟ。಺面はφσ、ఈ
୺෦付ۙにࢦΦαΤ、೪土ඥ઀
߹ࠟ。ఈ୺෦はϤコφσ、2～
5NN෯のѹࠟ͋り。

֎ 
5:35�6 ໌੺׊
಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
10:36�2 փ׊৭

7NN以Լの砂ཻをؚ
Ή、ย岩をؚΉ ޷ྑ 10�

52 ਤ൛
１̔ 円౵埴輪 地区ෆ໌ ఈ21.0ܘDN

（෮ݩ）

֎面はϋέ。಺面はφσͱϋέ、
ఈ୺෦付ۙにࢦΦαΤ。ఈ୺෦
はϤコφσ。ϋέのີ度は 3本
�1DN。

֎・಺ 
5:36�8 ᒵ～
5:37�6 ᒵ
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

3NN以Լの石ཻをଟ
ྔؚΉ ޷ྑ 25�

53 ਤ൛
１̔

器ࡒ埴輪
（石ݟ型埴輪
または६）

前方෦東西
τϨϯν − ६面ないしܗ৅෦。ೋ৚一ׅの

௜ઢにΑりઢࠁ。
֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
7.5:36�4 にͿいᒵ

4NN以Լの砂ཻをؚ
Ή、ย岩をؚΉ、੺
৭ࢎԽཻをؚΉ

޷ྑ −

54 ਤ൛
１̔

器ࡒ埴輪
（石ݟ型埴輪
または६）

前方෦東西
τϨϯν − ६面ないしܗ৅෦。ೋ৚一ׅの

௜ઢにΑりઢࠁ。
֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
5:36�6 ᒵ、
7.5:35�3 にͿいᒵ

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ、
੺৭ࢎԽཻをؚΉ

޷ྑ −

55 ਤ൛
１̔

Ոܗ埴輪
（ഁ風か）

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ
付ۙ

− Լ方の୺෦はڧいϤコφσに
ΑっͯԜΉ。

֎・಺ 
2.5:35�4 にͿ
い੺׊
அ 
5:35�4 にͿい੺׊

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ ޷ྑ −

56 ਤ൛
１̔

ෆ໌ܗ৅
埴輪

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ
付ۙ

− ୺෦に面をもち、֖のּ෦のּ
ԑ付ۙのՄೳੑが͋Δ

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
10:37�6 ໌ԫ׊ 砂ཻをଟくؚΉ ޷ྑ −

57 ਤ൛
１̔

ෆ໌ܗ৅
埴輪 地区ෆ໌ − ೪土ଳషり付͚。ಈ物（അ）な

いしਓ物か。
֎ 
7.5:36�4 にͿいᒵ
಺ 
5:35�6 ໌੺׊
அ 
7.5:35�3 にͿい׊

砂ཻをؚΉ ޷ྑ −

58 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪 地区ෆ໌ − 器面ຏ໓。φφϝϋέϝ。一本

ඳ͖にΑΔઢࠁ。 ֎・಺・அ 
5:36�6 ᒵ 砂ཻをؚΉ ޷ྑ −

59 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ付

ۙ
− ֎面は 3 ৚のઢࠁが֬ೝされ

Δ。಺面はφσ。

֎ 
7.5:36�4 にͿいᒵ
಺ 
5:34�3 にͿい੺׊
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

2NN以Լの砂ཻをؚ
Ή、੺৭ࢎԽཻをؚ
Ή

޷ྑ −

60 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪 地区ෆ໌ − 器面ຏ໓。ෆ઱໌ͩが一本ඳ͖

にΑΔઢࠁか。

֎・಺ 
2.5:35�6 ໌੺
׊
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

3NN以Լの石ཻͱ砂
ཻをؚΉ ޷ྑ −

61 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪 地区ෆ໌ − 器面ຏ໓。ෆ઱໌ͩがઢࠁか。 ֎・಺ 
5:35�6 ໌੺׊

அ 
7.5:35�4 にͿい׊
2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ ޷ྑ −

62 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪
（෦ج）

前方෦東西
τϨϯν −

。り。֎面はφφϝϋέ͋޸ಁ
ಥଳはڧいϤコφσにΑΔ。ϋ
έのີ度はは 8 本 �1DN。62 ～
66 はಉ一ݸମか

֎ 
5:36�6 ᒵ
಺ 
7.5:36�3 にͿい׊
அ 
10:35�2 փԫ׊

3NN以Լの砂ཻをؚ
Ή ޷ྑ −

63 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪
（෦ج）

前方෦東西
τϨϯν −

֎面はφφϝϋέのちφσ。ಥ
ଳはڧいϤコφσにΑりஅ面̢
62。ܗࣈ ～ 66 はಉ一ݸମか

֎ 
5:36�6 ᒵ
಺・அ 
10:35�2 փԫ
׊

1NN以Լの砂ཻをগ
ྔؚΉ ޷ྑ −

64 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪
（෦ج）

前方෦東西
τϨϯν −

器面ຏ໓。֎面はφφϝϋέ。
ಥଳはڧいϤコφσにΑりஅ面
はやや୆ܗঢ়ͱなΔ。62 ～ 66
はಉ一ݸମか

֎ 
5:36�8 ᒵ
಺ 
7.5:37�6 ᒵ
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

5NN以Լのย岩がগ
ྔ、ͦのଞの石ཻͱ
砂ཻをؚΉ

޷ྑ −
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41 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν
口28.0ܘDN
（෮ݩ）

֎面はλςϋέ後Ϥコϋέ。಺
面はϤコϋέ。口ԑ෦付ۙはϤ
コφσ。֎面にϔϥ記号。

֎・಺ 
2.5:35�4 にͿ
い੺׊
அ 
7.5:36�6 ᒵ

3NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ ޷ྑ 10�

42 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν
口30.8ܘDN
（෮ݩ）

֎面はϋέ。಺面はϋέ。口ԑ
෦付ۙはϋέ後Ϥコφσ。ϋέ
のີ度は 5本 �1DN。

֎・಺ 
10:35�6 ໌੺
׊
அ 
10:37�4 にͿいԫᒵ

3NN以Լの石ཻを中
ྔؚΉ ߗ 10�

43 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν
ఈ17.8ܘDN
（෮ݩ）

֎面は器面ຏ໓。֎面はϋέ。
಺面はφσͱϋέ、ఈ୺෦付ۙ
にࢦΦαΤ。ఈ୺෦はϤコφσ。
ϋέのີ度は 4本 �1DN。

֎ 
2.5:35�6 ໌੺׊
಺・அ 
7.5:36�6 ᒵ

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ

޷ྑ 8�

44 ਤ൛
１̔ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν ఈ18.6ܘDN ֎面はຏ໓。಺面はφσ、೪土ඥ઀߹ࠟ。ఈ୺෦はϤコφσ。
֎・಺ 
5:36�8 ᒵ～
7.5:37�6
அ 
7.5:36�4 にͿいᒵ

಺面に 6NN大の小
石が 面に֎、ݸ3
6NN大の小石が 2
のଞ಺֎面にͦ、ݸ
4NN以Լのย岩ͦの
ଞの石ཻをまͩΒに
ؚΉ

޷ྑ 25�

45 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν − ֎面はຏ໓ؾຯのϋέ。಺面は
ຏ໓。口ԑ෦付ۙはϤコφσ。

֎ 
2.5:35�6 ໌੺׊
಺・அ 
10:37�4 にͿ
いԫᒵ

5NN以Լの石ཻをଟ
ྔؚΉ ޷ྑ −

46 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν − 器面ຏ໓。口ԑ෦付ۙはϤコφ
σ。֎面にϔϥඳ௜ઢจ。

֎ 
2.5:35�6 ໌੺׊
಺・அ 
7.5:36�4 にͿ
いᒵ

7NN以Լのย岩、ͦ
のଞの石ཻをଟྔؚ
Ή

޷ྑ −

47 ਤ൛
１̓ 円౵埴輪 前方෦東西

τϨϯν − ֎面はຏ໓。಺面はࢦΦαΤͱ
φσ。

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
10:37�4 にͿいԫ
ᒵ

砂ཻをؚΉ ޷ྑ −

48 ਤ൛
１̔

ேܗإ
埴輪

前方෦東西
τϨϯν − 器面ຏ໓。ᰍ෦ಥଳはஅ面୆ܗ

ঢ়。

֎ 
5:36�6 ᒵ、
5:35�6 ໌੺׊
಺ 
5:36�6 ᒵ、
7.5:34�3 ׊
அ 
10:36�3 にͿいԫᒵ

7NN以Լの砂ཻをؚ
Ή、ย岩をؚΉ、੺
৭ࢎԽཻをؚΉ

޷ྑ −

49 ਤ൛
１̔

ேܗإ
埴輪 地区ෆ໌ 口41.0ܘDN

（෮ݩ）
器面ຏ໓。ຏ໓ؾຯのϋέ。಺
面に೪土ඥ઀߹ࠟ。ಥଳはஅ面
୆ܗঢ়。

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ、
2.5:35�6 ໌੺׊
அ 
5:36�6 ᒵ、
10:36�2 にͿいԫᒵ

1NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ ޷ྑ −

50 ਤ൛
１̔ 円౵埴輪 地区ෆ໌ ఈ21.8ܘDN

（෮ݩ）
֎面はຏ໓ؾຯのϋέ、೪土ඥ
઀߹ࠟ。಺面はφσ。ఈ୺෦は
Ϥコφσ。

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ、
10:36�2 փԫ׊
அ 
7.5:36�6 ᒵ、
10:36�2 փԫ׊

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ ޷ྑ 15�

51 ਤ൛
１̔ 円౵埴輪 地区ෆ໌ ఈ21.4ܘDN

（෮ݩ）

֎面は൘ঢ়工۩のφσͱϋέ、
೪土ඥ઀߹ࠟ。಺面はφσ、ఈ
୺෦付ۙにࢦΦαΤ、೪土ඥ઀
߹ࠟ。ఈ୺෦はϤコφσ、2～
5NN෯のѹࠟ͋り。

֎ 
5:35�6 ໌੺׊
಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
10:36�2 փ׊৭

7NN以Լの砂ཻをؚ
Ή、ย岩をؚΉ ޷ྑ 10�

52 ਤ൛
１̔ 円౵埴輪 地区ෆ໌ ఈ21.0ܘDN

（෮ݩ）

֎面はϋέ。಺面はφσͱϋέ、
ఈ୺෦付ۙにࢦΦαΤ。ఈ୺෦
はϤコφσ。ϋέのີ度は 3本
�1DN。

֎・಺ 
5:36�8 ᒵ～
5:37�6 ᒵ
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

3NN以Լの石ཻをଟ
ྔؚΉ ޷ྑ 25�

53 ਤ൛
１̔

器ࡒ埴輪
（石ݟ型埴輪
または६）

前方෦東西
τϨϯν − ६面ないしܗ৅෦。ೋ৚一ׅの

௜ઢにΑりઢࠁ。
֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
7.5:36�4 にͿいᒵ

4NN以Լの砂ཻをؚ
Ή、ย岩をؚΉ、੺
৭ࢎԽཻをؚΉ

޷ྑ −

54 ਤ൛
１̔

器ࡒ埴輪
（石ݟ型埴輪
または६）

前方෦東西
τϨϯν − ६面ないしܗ৅෦。ೋ৚一ׅの

௜ઢにΑりઢࠁ。
֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
5:36�6 ᒵ、
7.5:35�3 にͿいᒵ

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ、
੺৭ࢎԽཻをؚΉ

޷ྑ −

55 ਤ൛
１̔

Ոܗ埴輪
（ഁ風か）

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ
付ۙ

− Լ方の୺෦はڧいϤコφσに
ΑっͯԜΉ。

֎・಺ 
2.5:35�4 にͿ
い੺׊
அ 
5:35�4 にͿい੺׊

2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ ޷ྑ −

56 ਤ൛
１̔

ෆ໌ܗ৅
埴輪

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ
付ۙ

− ୺෦に面をもち、֖のּ෦のּ
ԑ付ۙのՄೳੑが͋Δ

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
10:37�6 ໌ԫ׊ 砂ཻをଟくؚΉ ޷ྑ −

57 ਤ൛
１̔

ෆ໌ܗ৅
埴輪 地区ෆ໌ − ೪土ଳషり付͚。ಈ物（അ）な

いしਓ物か。
֎ 
7.5:36�4 にͿいᒵ
಺ 
5:35�6 ໌੺׊
அ 
7.5:35�3 にͿい׊

砂ཻをؚΉ ޷ྑ −

58 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪 地区ෆ໌ − 器面ຏ໓。φφϝϋέϝ。一本

ඳ͖にΑΔઢࠁ。 ֎・಺・அ 
5:36�6 ᒵ 砂ཻをؚΉ ޷ྑ −

59 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ付

ۙ
− ֎面は 3 ৚のઢࠁが֬ೝされ

Δ。಺面はφσ。

֎ 
7.5:36�4 にͿいᒵ
಺ 
5:34�3 にͿい੺׊
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

2NN以Լの砂ཻをؚ
Ή、੺৭ࢎԽཻをؚ
Ή

޷ྑ −

60 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪 地区ෆ໌ − 器面ຏ໓。ෆ઱໌ͩが一本ඳ͖

にΑΔઢࠁか。

֎・಺ 
2.5:35�6 ໌੺
׊
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

3NN以Լの石ཻͱ砂
ཻをؚΉ ޷ྑ −

61 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪 地区ෆ໌ − 器面ຏ໓。ෆ઱໌ͩがઢࠁか。 ֎・಺ 
5:35�6 ໌੺׊

அ 
7.5:35�4 にͿい׊
2NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ、ย岩をؚΉ ޷ྑ −

62 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪
（෦ج）

前方෦東西
τϨϯν −

。り。֎面はφφϝϋέ͋޸ಁ
ಥଳはڧいϤコφσにΑΔ。ϋ
έのີ度はは 8 本 �1DN。62 ～
66 はಉ一ݸମか

֎ 
5:36�6 ᒵ
಺ 
7.5:36�3 にͿい׊
அ 
10:35�2 փԫ׊

3NN以Լの砂ཻをؚ
Ή ޷ྑ −

63 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪
（෦ج）

前方෦東西
τϨϯν −

֎面はφφϝϋέのちφσ。ಥ
ଳはڧいϤコφσにΑりஅ面̢
62。ܗࣈ ～ 66 はಉ一ݸମか

֎ 
5:36�6 ᒵ
಺・அ 
10:35�2 փԫ
׊

1NN以Լの砂ཻをগ
ྔؚΉ ޷ྑ −

64 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪
（෦ج）

前方෦東西
τϨϯν −

器面ຏ໓。֎面はφφϝϋέ。
ಥଳはڧいϤコφσにΑりஅ面
はやや୆ܗঢ়ͱなΔ。62 ～ 66
はಉ一ݸମか

֎ 
5:36�8 ᒵ
಺ 
7.5:37�6 ᒵ
அ 
10:36�4 にͿいԫ
ᒵ

5NN以Լのย岩がগ
ྔ、ͦのଞの石ཻͱ
砂ཻをؚΉ

޷ྑ −
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65 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪
（෦ج）

前方෦東西
τϨϯν −

֎面はφφϝϋέのちφσ。ಥ
ଳはڧいϤコφσにΑりஅ面̢
62。ܗࣈ ～ 66 はಉ一ݸମか

֎
5:36�6～7.5:36�4
にͿいᒵ
அ 
10:36�1 փ׊

1NN以Լの砂ཻをগ
ྔؚΉ ޷ྑ −

66 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪（ج
෦）

前方෦東西
τϨϯν −

֎面はφφϝϋέ。ಥଳはڧい
ϤコφσにΑΔ。62 ～ 66 はಉ
一ݸମか

֎・಺ 
5:36�6 ᒵ
அ 
10:36�3 にͿいᒵ

1NN以Լの砂ཻをগ
ྔؚΉ ޷ྑ −

67 ਤ൛
１̕

ෆ໌ܗ৅
埴輪
（෦ج）

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ
付ۙ

− ম成はݎ៛Ͱ須恵࣭にۙい。֎
面はϤコφσ後にϋέϝ。

֎ 
10:35�3 にͿいԫ
׊
಺ 
7.5:35�3 にͿい׊
அ 
10:35�1 փ׊

1NN以Լの砂ཻをগ
ྔؚΉ ޷ྑ −

68 ਤ൛
１̕

器ࡒ埴輪
（֖�立飾）

ද面採集
（ྉࢿߟࢀ） − 調整はφφϝϋέのちφσ。ೋ

৚一ׅの௜ઢにΑりઢࠁ。

֎ 
5:36�6 ᒵ
಺ 
5:36�6 ᒵ、
5:35�6 ໌੺׊
அ 
10:35�3 にͿいԫ
׊

1NN以Լの砂ཻをଟ
くؚΉ ޷ྑ −

1978 年 3 月採集
大谷山 27 号墳採
集かͱされΔ

69 ਤ൛
１̕

器ࡒ埴輪
（֖�立飾）

ද面採集
（ྉࢿߟࢀ） − 調整は֤面ͱもに丁ೡなφσ。

ೋ৚一ׅの௜ઢにΑりઢࠁ。

֎ 
5:36�6 ᒵ、
5:36�4 にͿいᒵ
அ 
10:36�2 փԫ׊、
10:35�1 փ׊

2NN以Լの砂ཻを中
ྔؚΉ、੺৭ࢎԽཻ
をؚΉ

޷ྑ −
1978 年 3 月採集
大谷山 27 号墳採
集かͱされΔ

70 ਤ൛
̎̌

須恵器
૷飾付ᆵ

横穴式石室
室֧ཚ土ݰ

小ᆵ口ܘ
2.5DN
（෮ݩ）
ߴ存࢒
3.0DN

૷飾付ᆵの小ᆵͰ͋Δ。口ԑ෦
はわͣかに֎൓し୹く立ち͋が
り、୺෦はؙく収ΊΔ。಑෦は
わͣかに๲ΒΉ。Ϥコφσ。

֎ 
2.5:6�1 ԫփ৭
಺ 
10:36�2 փԫ׊৭

ີ 	1NN以Լのന৭
砂ཻをؚΉ 
 ޷ྑ 30�

71 ਤ൛
̎̌

須恵器
ഋߴ

横穴式石室
室֧ཚ土ݰ

ఈܘ 6.8DN
（෮ݩ）
ߴ存࢒
8.4DN

෦の಺面上෦にし΅りࠟがೝ٭
ΊΒれ、ఈ෦はわͣかにංްし
ؙͯΈをおͼ、୺෦は಺ଆにં
れΔ。ࡉ௕い௕方ܗのಁしを 1
ஈ 3 方޲につ͚ͯいΔ。ճసφ
σ。֎面にࣗવᬵ付ண。

֎ 
2.5:7�2 փԫ৭～
2.5:6�4 にͿいԫ৭
಺ 
5:5�1 փ৭

ີ 	1NN以Լのന৭、
৭砂ཻをؚΉࠇ 
 ޷ྑ 6�

72 ਤ൛
̎̌

須恵器
ഋ਎

横穴式石室
室・તಓݰ
֧ཚ土

口12.8ܘDN
（෮ݩ）
ߴ存࢒
3.8DN

口ԑ෦は಺܏しͯ立ち͋がり、
୺෦は面をもち、Լ方が௜ઢঢ়
にԜΉ。ड෦は֎上方にのͼ、
୺෦はؙΈをおͼΔ。಺面かΒ
ड෦まͰճసϤコφσ、ఈ෦は
。ճりのճసϔϥέζϦࠨ

֎・಺ 
10:35�1 փ৭ ີ 	1NN以Լのന৭
砂ཻをશମにؚΉ 
 ޷ྑ 15�

73 ਤ൛
̎̌

須恵器
ഋ਎

横穴式石室
તಓচ面

口12.6ܘDN
（෮ݩ）
ߴ存࢒
5.1DN

口ԑ෦はやや಺܏しͯ立ち͋が
り、୺෦はؙく収ΊΔ。ड෦は
ややほ΅水平にのͼ、୺෦はؙ
ΈをおͼΔ。ఈ෦の 2�3 ఔ度は
ӈճりのճసϔϥέζϦ。ͦの
ଞはճసϤコφσ。

֎・಺ 
2.5:7�2 փԫ৭
ີ 	1NN以Լのന৭、
փ৭の᛽をશମにؚ
Ή 


޷ྑ 40�

74 ਤ൛
̎̌

須恵器
ഋ਎

横穴式石室
તಓ֧ཚ土

口12.5ܘDN
（෮ݩ）
ߴ存࢒
4.1DN

口ԑ෦はほ΅垂௚に立ち͋が
り、୺෦は಺面がઙくԜΉ。ड
෦はほ΅水平にのͼ、୺෦はؙ
ΈをおͼΔ。ճసϤコφσ。

֎・಺ 
2.5:7�2 փԫ৭
ີ 	2NN以Լのന৭
᛽、砂ཻをશମにؚ
Ή 


޷ྑ 10�

75 ਤ൛
̎̌

須恵器
ഋ֖

横穴式石室
તಓ֧ཚ土

口14.4ܘDN
（෮ݩ）
ߴ存࢒
3.7DN

ఱҪ෦ͱ口ԑ෦のڥのྏઢはに
Ϳく、ྏઢのԼがઙくԜΉ。口
ԑ୺෦は಺܏しͯԜΉ。ճసϤ
コφσ。

֎・಺ 
/6�0 փ৭ ີ 	1NN以Լのന৭
砂ཻをશମにؚΉ 
 ޷ྑ 5�

76 ਤ൛
̎̌

須恵器
ഋ֖

横穴式石室
તಓ֧ཚ土

口13.7ܘDN
（෮ݩ）
ߴ存࢒
3.2DN

ఱҪ෦ͱ口ԑ෦のڥのྏઢはに
Ϳく、ྏઢのԼがઙくԜΉ。口
ԑ෦はわͣかに֎൓しͯおり、
୺෦は面をもつ。ճసϤコφσ。

֎・಺ 
2.5:7�3 ઙԫ৭
ີ 	1NN以Լのന৭、
৭砂ཻをશମにؚ׊
Ή 


ややೈ 5�

77 ਤ൛
̎̌

須恵器
ແ֖ߴഋ

横穴式石室
તಓ֧ཚ土

口12.4ܘDN
（෮ݩ）
ߴ存࢒
4.5DN

ഋ෦口ԑは֎൓しͯ立ち͋が
り、口ԑ෦ͱఈ෦のڥのྏઢは
໌ྎͰ͋Δ。ఈ෦の 1�3 まͰࠨ
ճりのճసϔϥέζϦͱ٭෦ͱ
の઀߹時のφσ。ͦのଞはճస
Ϥコφσ。

֎ 
5:4�1 փ৭
಺ 
2.5:5�1 ԫփ৭

ີ 	1NN以Լのന৭
᛽、砂ཻをશମにؚ
Ή 


޷ྑ 20�

78 ਤ൛
̎̌

須恵器
ഋߴ

横穴式石室
તಓ֧ཚ土

ఈܘ 6.8DN
（෮ݩ）
ߴ存࢒
5.0DN

੄෦は࿙ేঢ়に޿がり、ఈ෦の
୺෦は面をもつ。ࡉ௕い௕方ܗ
のಁしを 1ஈ 4 方につ͚Δ。ճ
సϤコφσ。֎面にΧΩ目調整
͋り。

֎ 
5:0�1 փ৭
಺ 
7.5:5�1 փ৭

ີ 	1NN以Լのന৭、
৭砂ཻをશମにؚ׊
Ή 


޷ྑ 40�

79 ਤ൛
̎̌

須恵器
ᆵ

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ付

ۙ

口16.5ܘDN
（෮ݩ）
ߴ存࢒
2.5DN

口ᰍ෦は֎൓しͯ立ち͋がり、
୺෦はやや֎ଆにಥ出͢Δ。ᰍ
෦の中Ґにはઙい௜ઢ͋り。ճ
సϤコφσ。

֎・಺ 
5:36�4 にͿい
ᒵ৭

ີ 	2NN以Լのന৭
᛽、砂ཻをؚΉ 
 ෆྑ 10�

以Լ

80 ਤ൛
̎̌

須恵器
ᙈ

東ଆくͼれ෦
円౵埴輪ྻ付

ۙ
− ֎面は֨ࢠঢ়λλΩ。಺面はಉ

৺円จの౰ͯ۩ࠟ。
֎ 
2.5:4�1 փ৭׊
಺ 
10:35�1 ԫփ৭

ີ 	1NN以Լのന৭
砂ཻをશମにؚΉ 
 ޷ྑ −

/0. ਤ൛番号 器種 出土Ґஔ ๏ྔ 特௃ 存཰࢒ උߟ

81 ਤ൛
̎̌

ۚ੡垂飾
ۚ۩

横穴式石室
室চ面ݰ

ܘ֎
11.4NN～
11.9NN、
಺ܘ 8.8NN
～ 9.4NN、
அ面ܘ
1.2NN～
1.4NN、ॏ
さ 0.58H

؀はやや࿪Έ。྆୺間にはわͣ
かなܺ間͋り。அ面はෆ正円ܗ
Ͱྏをもち、୺෦付ۙͰࡉくな
Δ。

100�

（૷਎۩）
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第15図　大谷山27号墳・28号墳　墳丘測量図(S=1/200)
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大谷山27号墳トレンチ配置図 大谷山28号墳トレンチ配置図

第16図　大谷山27号墳・28号墳　トレンチ配置図(S=1/200)

トレンチは、調査最終段階において図示範囲よ
りも調査区の拡張を行っている。しかし、その
正確な範囲は不明であるため、本図では明示し
ていない。
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ୈ̐ষɹେ୩ࢁ �� ߸෿
ୈ̍અɹൃ۷ௐࠪ
（１）調査の֓要
　大谷山 28 号墳は、大谷山 27 号墳ͱಉ一ඌࠜ上に立ஔ͢Δ。後円෦を北東に͚޲た墳௕約 27
̼の前方後円墳Ͱ、ຒ૴施ઃは後円෦に構ஙされた横穴式石室Ͱ͋Δが、発掘調査の݁Ռ墳丘上
には箱式石棺がຒઃされͯいΔこͱが໌ΒかͱなっͯいΔ。古墳のඪߴは、前方෦௖Ͱ約 83 ̼、
後円෦௖Ͱ約 81.75 ̼Ͱ͋Δ。
　発掘調査Ͱは、墳ٴܗͼຒ૴施ઃの֬ೝを目తͱしͯτϨϯν調査を行った。τϨϯνは、墳
丘の֬ೝを目తͱしͯ、後円෦ೆ半かΒ前方෦にか͚ͯ墳丘主࣠方޲のτϨϯνをઃఆし（墳丘
主࣠τϨϯν）、これに௚ަ͢Δ方޲のτϨϯνを前方෦前୺ͱくͼれ෦付ۙにઃఆした（前方
෦୺τϨϯν・前方෦西τϨϯν・前方෦東τϨϯν）。また、後円෦には、墳丘ٴͼ横穴式石
室の֬ೝを目తͱしͯ西・東・北ଆに֤々τϨϯνをઃఆした（後円෦西τϨϯν・後円෦北τ
Ϩϯν・後円෦東τϨϯν）。後円෦東τϨϯνは、横穴式石室તಓ෦付ۙの北ͱೆ΁も調査区
を֦ுしͯいΔ（તಓ北τϨϯν・તಓೆτϨϯν）。このଞ、東ଆくͼれ෦の後円෦ଆにもτ
Ϩϯνを௥Ճした（後円෦ೆ東τϨϯν）。これΒのτϨϯνは、調査のਐ௙にԠ֦ͯ͡ுをお
こない、また一෦のτϨϯνͰ土૚அ面౳の記録を作成した。
　横穴式石室は、大谷山 27 号墳ͱಉ༷に、ਓҝతな֧ཚをड͚ͯᆝଛしͯいた。ݰ室はఱҪ石
ͱนମの上半෦をܽ失し、તಓもఱҪ石を失っͯいた。横穴式石室の調査は、石室಺の่མ土౳
をআڈしͯݰ室ٴͼતಓを検出し、চ面まͰ掘࡟した。また、તಓ෦の排水溝の検出を行った。
石室は平面ਤ、立面ਤや土૚அ面ਤ౳の記録作成を行った。
　墳丘は、後円෦墳௖の横穴式石室付ۙの֧ཚ以֎には、調査所ݟにΑれ͹地ܗվมはগなくお
おΉͶچঢ়を保っͯいたͱΈΒれΔ。
　前方෦୺τϨϯν、西ଆくͼれ෦、前方෦東τϨϯνͰは、円౵埴輪のجఈ෦付ۙがथ立した
ঢ়ଶͰ検出された。これΒの埴輪は、原ଇͱしͯ͢΂ͯの取り上͛を行っͯいΔ。たͩし、西ଆ
くͼれ෦Ͱ検出された円౵埴輪３ݸମについͯは、墳丘ଌྔਤ΁のҐஔ৘報をআいͯࣸਅٴͼ出
土ঢ়گਤ౳の記録が࢒されͯおΒͣ、かつ౰֘ࢿྉは調査時ないし調査後に所在がෆ໌ͱなっͯ
いΔ。このたΊ、本報告においͯは౰֘ࢿྉのਤԽ作業を行うこͱがͰ͖なかった。

（̎）墳丘
前方部端トレンチ・墳丘主軸トレンチ　前方෦୺τϨϯνͰは、前方෦前୺ٴͼ、थ立͢Δ円౵
埴輪 ମを検出した（ୈݸ2 16 ਤ）。これを前方෦西円౵埴輪、前方෦東円౵埴輪ͱݺশ͢Δ。྆
者は約 3.4 ̼཭れͯथ立͢Δ。本τϨϯνͰは円౵埴輪ยがൺֱతଟく出土しͯおり、埴輪のथ
立が֬ೝされないൣғにおいͯも、本དྷはथ立しͯいたՄೳੑがߴい。
　墳丘主࣠τϨϯνͰは、ೆଆͰ前方෦の土૚ଯ積ঢ়گを֬ೝした。西น土૚அ面にΑれ͹（ୈ
17 ਤ）、岩൫はτϨϯνೆ୺のඪߴ 83.7 ̼かΒڧいࣼ܏をもち大͖くඪߴをԼ͛ͯおり、ਓҝత
にஈঢ়に整ܗされͯいた。ͦの北ଆͰ岩൫は؇やかにࣼ܏した͋ͱ、ඪߴ 82.7 ̼Ͱथ立͢Δ前方
෦西円౵埴輪のجఈ෦にࢸΔ。円౵埴輪جఈ෦Αり北ଆͰは、岩൫はඪߴをやや上͛ͯ平ୱ面に
をԼ͛ͯいΔ。上෦にଯ積͢Δߴり、τϨϯνೆ୺かΒ約̼̒の地఺Αり、後円෦ଆ΁再ͼඪࢸ
੝土Ͱ͋Δ 2૚は、ೆଆͰはബいが、岩൫がඪߴをԼ͛Δ北ଆͰはްい。この 2૚上面は、֓Ͷ
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前方෦の墳௖平ୱ面に૬౰͢Δͱ͑ߟΒれΔ。
　また、上ड़したτϨϯνೆ୺付ۙの岩൫の整ܗは東西方޲に施されͯおり、前方෦前୺に平行
͢Δこͱが墳丘ଌྔਤٴͼࣸਅΑり֬ೝされΔ。૚Ґతな検౼はͰ͖ないが、このܗঢ়ٴͼ円౵
埴輪のथ立ঢ়گかΒ、岩൫の整ܗは古墳の墳丘ͱ墳丘֎ͱの区ըをҙਤしͯ行われたものͰ͋Δ
Մೳੑが͋Δ。
　一方、墳丘主࣠τϨϯν北୺かΒ約 3.5 ̼のൣғͰは、岩൫がෳ਺のஈঢ়に整ܗされͯいΔこ
ͱが֬ೝされΔ。このうちτϨϯν北୺のམちࠐΈは、横穴式石室ุ޵のೆଆのງ方Ͱ͋り、ݞ
෦のඪߴは 79.9 ̼Ͱ͋Δ。5૚かΒ 22 ૚は、石室構ஙͱͱもに施された墳丘੝土Ͱ͋Δͱ͑ߟ
ΒれΔ。
　また、τϨϯν北ଆͰは箱式石棺を֬ೝし、調査区を西ଆに֦ுした。౰֘地఺の土૚அ面Α
り、箱式石棺の北ଆͰุ޵のງ方が֬ೝされͯいΔ。ุ޵は石棺北ଆͰは 7૚を掘࡟しͯ構ஙさ
れͯいΔが、ೆଆͰは 5૚上面Αりも箱式石棺上୺のϨϕϧがߴいこͱかΒ、本དྷはุ޵が 2૚
ないし 3૚を掘࡟しͯ構ஙされͯいΔՄೳੑがߴい。
後円部北トレンチ　τϨϯνೆ୺Ͱは、横穴式石室ุ޵の北ଆのງ方を֬ೝした。ງ方のݞ෦の
ඪߴは 79.2 ̼Ͱ͋りೆଆにൺしͯ௿い。また西น土૚அ面にお͚Δ 8～ 37 ૚は、石室の構ஙͱ
ͱもに施された墳丘੝土ͱ͑ߟΒれΔ。岩൫は、ุ޵ງ方Αりも以北は؇やかにࣼ܏し、石室主
࣠Αり 8.2 ̼Ͱ岩൫のࣼ܏ม׵఺が֬ೝされた。౰֘地఺は調査所ݟΑり墳丘੄ͱ͑ߟΒれ、ͦ
のඪߴは 77.8 ̼Ͱ͋Δ。
後円部西トレンチ　τϨϯν東୺Ͱ、横穴式石室ุ޵の西ଆのງ方を֬ೝした。このݞ෦のඪߴ
は 79.4 ̼、τϨϯν಺のุ޵ఈ面のඪߴは 78.44 ̼Ͱ͋Δ。岩൫は、ງ方Αりも以西Ͱは؇やか
にඪߴをԼ͛ͯࣼ͢܏Δ。
　なお、後ड़͢Δݰ室চ面の᛽চԼのඪߴは 78.4 ～ 78.5 ̼、તಓচ面のඪߴは 78.5 ̼、તಓ෦
の B-BʟϥΠϯ（ୈ 18 ਤ）にお͚Δ石室前ఉ෦の岩൫のඪߴは 78.6 ̼Ͱ͋Δ。したがっͯ、ุ޵
構ஙにおいͯ東西方޲Ͱは岩൫がஅ面̡ܗࣈにΧοτされ、ͦのఈ面のඪߴはݰ室ٴͼતಓのൣ
ғͰはおおΉͶ水平を保ち整ܗされΔが、前ఉ෦付ۙͰはわͣかにඪߴを͋͛Δͱ͑ߟΒれΔ 	ୈ
22 ਤ 
。
羨道北トレンチ・羨道南トレンチ　તಓೆτϨϯνの西น土૚அ面Ͱは、岩൫がෳ਺のஈঢ়に整
が֬ೝされΔ（ୈگされΔঢ়ܗ 18 ਤ・ୈ 22 ਤ）。τϨϯν北୺のམちࠐΈはุ޵ງ方に૬౰し、
はߴ෦のඪݞ 79.1 ̼Ͱ͋Δ。一方、તಓ北τϨϯνのೆ୺Ͱは、これにରԠ͢Δุ޵ງ方がඪߴ
79.0 ̼Ͱ検出された。ุ޵Αりも以北Ͱは、岩൫が北ଆ΁؇やかにࣼ܏し、墳丘の੝土が施され
ͯいΔ。なお、石室主࣠Αり 6.2 ̼の地఺Ͱ岩൫のࣼ܏ม׵఺が֬ೝされ、墳丘੄ͱ൑அされΔ。
ͦのඪߴは 77.9 ̼Ͱ͋Δ。
　以上の֤τϨϯνの所ݟかΒ、横穴式石室のุ޵は、࣍のΑうな構଄Ͱ͋Δͱ͑ߟΒれΔ。
　墳丘主࣠τϨϯνٴͼતಓೆτϨϯν付ۙの石室ೆଆの地఺Ͱはඪߴがߴく、岩൫をஈঢ়に整
のਂ度は約޵ุ、しͯおり࡟を掘޵しつつุܗ 0.7 ～ 0.9 ̼Ͱ͋Δ。一方、後円෦北τϨϯνٴ
ͼતಓ北τϨϯν付ۙの石室北ଆの地఺はඪߴが௿いたΊにุ޵以֎にはஈঢ়の整ࠟܗをもた
のਂ度は約޵ุ、ͣ 0.4 ～ 0.6 ̼ͱઙい。したがっͯ、ุ޵の構ங方๏は、後円෦付ۙにおいͯ、
北ଆにࣼ͢܏Δ岩൫をஈঢ়に整ܗしͯ平ୱ面を଄り、さΒにಉ༷の整ܗを܁りฦしͯ、؇やかに
北ଆ΁ࣼ͢܏Δ޿い平ୱ面を଄り出͢。ͦの後、東西方޲に岩൫を̡ܗࣈにΧοτしุͯ޵を構
ஙし、ุ޵ఈ面はݰ室ٴͼતಓ付ۙͰ水平を保ち整ܗしたͱ͑ߟΒれΔ。
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第17図　大谷山28号墳　調査区土層断面図（1）（S=1/80)
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第18図　大谷山28号墳　調査区土層断面図（2） （S=1/80)
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前方部西トレンチ（西側くびれ部）　前方෦西τϨϯνを北ଆに֦ுした݁Ռ、西ଆくͼれ෦に
थ立͢Δ円౵埴輪جఈ෦を ମ֬ೝした（ୈݸ3 16 ਤ）。これΒを 1号かΒ 3号円౵埴輪ͱݺͿ。
また、西ଆくͼれ෦Ͱはथ立したものͰはないがಈ物埴輪ͱΈΒれΔܗ৅埴輪ยが検出され、അ
。埴輪ͱਪఆされΔܗ
前方部東トレンチ　前方෦東τϨϯνの東୺をೆ北に֦ுしたൣғにおいͯ、ඪߴ 79.0 ̼付ۙͰ
थ立͢Δ円౵埴輪جఈ෦ 。ମを֬ೝした。このଞ、付ۙͰはগྔの円౵埴輪ยが出土したݸ1
　調査所ݟにΑれ͹、付ۙにおいͯ଄り出し౳の施ઃは֬ೝされͯいないこͱかΒ、౰֘円౵埴
輪のੑ֨についͯはෆ໌Ͱ͋Δ。
　以上の֤調査区の所ݟかΒ、大谷山 28 号墳の墳丘は、以ԼのΑうに෮ݩされΔ。
　後円෦北τϨϯνٴͼતಓ北τϨϯνͰ検出された岩൫のࣼ܏ม׵఺を後円෦の墳丘੄ͱ൑அ
し、また、西ଆくͼれ෦Ͱ検出された円౵埴輪ྻの֎ଆに後円෦墳丘੄の円पϥΠϯがҐஔ͢Δ
ͱした৔߹、෮ݩされΔ後円෦の௚ܘは約 16 ～ 17 ̼ͱなΔͱ͑ߟΒれΔ。また、前方෦につい
ͯは、前方෦前୺付ۙの墳丘੄が、前方෦୺τϨϯνの円౵埴輪ྻΑりもೆଆ、岩൫がஈঢ়に整
。されたԼ୺にҐஔ͢ΔͱΈΒれΔܗ
　円౵埴輪ྻは、西ଆくͼれ෦ͱ前方෦前୺Ͱथ立͢Δ円౵埴輪が෦෼తに検出されたこͱかΒ、
本དྷは࿈ଓしͯ墳丘をғ៴しͯいたՄೳੑが͋ΔこͱがࢦఠͰ͖ΔにͱͲまΔ。前方෦東τϨϯ
ν東୺Ͱ検出されたथ立円౵埴輪も、東ଆくͼれ෦Αりも東ଆの地఺においͯ墳丘付ਵ施ઃの存
在がࣔࠦされΔが、ৄࡉはෆ໌Ͱ͋Δ。
　以上の৘報ͱ、墳丘ଌྔਤかΒਪଌされΔ墳丘主࣠や前方෦のܗঢ়をՃຯしͯ෮ݩされΔ大谷
山 28 号墳の平面ܗଶは、ୈ 28 ਤのͱおりͰ͋Δ。大谷山 28 号墳は、後円෦ܘ約 16 ～ 17 ̼、
墳௕約 27 ̼の前方後円墳ͱਪఆされΔ。

（３）ຒ૴施ઃ
　ຒ૴施ઃは、後円෦の中ԝやや東Αりに横穴式石室が、後円෦かΒ前方෦にࢸΔ墳丘主࣠ϥΠ
ϯ付ۙに箱式石棺が構ஙされͯいΔ。
横穴式石室 	 ୈ 19・20 ਤ 
�
①֓ཁ　横穴式石室は、前ड़のΑうに֧ཚをड͚ᆝଛしͯおり、石室಺෦も石室่མ後のଯ積が
֬ೝさた。この֧ཚ土をআڈした݁Ռ、ݰ室Ͱは小円᛽がෑかれた᛽চが検出され、চ面を֬ೝ
した。
　横穴式石室は、ݰ室ͱ、ݰ室前ಓ、તಓかΒ構成され、前นの྆ଆにକ෦をもつ྆କ式の構଄
Ͱ͋Δ。ӈକ෦が෯ 0.93 ̼Ͱ͋Δのにൺしͯ、ࠨକ෦は෯ 0.70 ̼ͱやや୹く、ݰ室前ಓはԞน
かΒΈͯわͣかにدࠨりに઀ଓ͢Δ。
　石室の๏ྔは、ݰ室௕ 2.99 ̼、Ԟน෯ 2.14 室前ಓ௕ݰ、̼ 0.31 室前ಓ෯ݰ、̼ 0.60 ̼、તಓ
ଆน௕ࠨ 2.18 ̼、ӈଆน௕ 2.06 ̼、તಓ෯ 1.09 ̼Ͱ͋Δ。ݰ室Ͱ検出したচ面のඪߴは、Ԟน
Ͱ 78.48 ～ 78.55 、ࠨ̼ ଆนのԞนدりͰ 78.47 ̼、前นدりͰ 78.42 ̼Ͱ͋Δ。このচ面のඪߴは、
立面ਤͱࣸਅ記録Αり᛽চ上面Ͱはなく、円᛽をআڈ後のඪߴͱΈΒれΔ。
②玄室　ݰ室はఱҪ石をؚΉ上෦がܽ失しͯおり、࢒存ߴはԞนͰ約 1.5 ଆนͰ約ࠨ、̼ 1.4 ̼
Ͱ͋Δ。֤นମはఱҪ෦に޲かっͯ࣋ちૹりがೝΊΒれ、ͦの֯度は以Լの通りͰ͋Δ。ࠨӈ
のଆนのࣼ܏は、ࠨଆนは前นଆͰ 75 度、ԞนଆͰ 67 度、ӈଆนͰは前นଆͰ 69 度、Ԟนଆ
Ͱ 72 度Ͱ͋Δ。Ԟนのࣼ܏は、Լ෦はෆ໌Ͱ͋Δが、চ面かΒߴさ 0.7 ̼以上Ͱは 60 度Ͱ͋Δ。
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第19図　大谷山28号墳　横穴式石室実測図（1）（S=1/40）
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第20図　大谷山28号墳　横穴式石室実測図（2）（S=1/40）
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前นのࣼ܏は、ߴさ 0.7 ̼まͰは 78 度、0.7N以上Ͱは 73 度Ͱ͋Δ。
࢖を༻いͯおり、主に小口面をนମにࡐͼԞนの石積Έは、݁থย岩のፏ平な石ٴ室のଆนݰ　
༻͢Δ小口積をおこなっͯいΔ。ݰ室࢒存෦の上෦にお͚ΔଆนٴͼԞนの石積Έは、平面ਤ（ୈ
20 ਤ）Αり、෯約 0.1 ～ 0.25 ̼、௕さ約 0.2 ～ 0.4 ̼の石ࡐをଟ༻しͯ、小口積をج本ͱしͯい
Δこͱが֬ೝͰ͖Δ。
　一方、前นͰ༻いΔ石ࡐは෯約 0.3 ～ 0.4 ̼、௕さ約 0.5 ～ 0.7 ̼Ͱൺֱత大ܗの石ࡐを༻い、
௕ଆลのଆ面をนମͱしͯ࢖༻͢Δ平積を原ଇͱ͢Δ。たͩし、前นのӈକ෦ଆの石積Έは、上
ड़した平積෦෼Αりもӈଆนଆにおいͯ、小ܗの石ࡐを༻いた小口積をซ༻しͯおり特௃తͰ͋
Δ。ͦの݁Ռ、ӈକ෦の෯は、ࠨକ෦の෯Αりも約 0.2 ̼௕くなり、ݰ室前ಓ・તಓ෦が石室主
࣠Αりもدࠨりに઀ଓ͢Δ構଄ͱなっͯいΔ。
　なお、ӈକ෦ଆの石積Έは大͖く಺ଆにுり出しͯおり、土ѹにΑΔӨڹをड͚ͯいΔͱΈΒ
れΔ。
③仕切石　ݰ室಺Ͱは、遺ମをஔく施ઃͰ͋Δࢡচの࢓੾石が֬ೝされた（ୈ 19 ਤ）。࢓੾石は
൘ঢ়の石ࡐを༻いͯ、ԞนԊいに௕さ 1.54 ̼ͱ 0.68 ̼の 2ຕの൘石を、またӈଆนԊいに௕さ 0.86
̼ͱ 1.04 ̼の 2 ຕ、ࠨଆนԊいに௕さ 0.94 ̼ͱ 1.10 ̼の 2 ຕの൘石を֤々立ͯͯいΔ。さΒに
ӈଆนଆにおいͯは、2ຕの൘石のうち北ଆの൘石に௚ަさせͯ、小ܗの൘石が立ͯΒれͯいた。
調査の所ݟにΑれ͹、྆ଆนԊいの֤々 2ຕの൘石うち北ଆの֤ 1ຕͱ、ԞนԊいの 2ຕの൘石
は一૊ͱなり、ݰ室চ面にԼ୺をຒΊたঢ়ଶͰ検出されたͱされΔ。また、྆ଆนԊいの൘石の
うちೆଆの֤ 1ຕは、চ面上にஔかれたঢ়ଶͰ͋った。ೆଆの 2ຕの൘石はରͱなり、北ଆの൘
石の区ըͱは別の৽たな区ըͱしͯ後に௥ՃされたՄೳੑが͋り、௚ަ͢Δ小ܗの൘石は྆者の
区ըをҙਤしたものͱ͑ߟΒれΔ。また、北ଆの区ըͱೆଆの区ըはͱもに、西دりに小ܗの൘
石がෑかれたঢ়ଶͰ検出され、前者は 2ຕ、後者は 1ຕが֬ೝされた。
④玄室前道・扉石　ݰ室ͱતಓの間には、௕さ 0.31 ̼、෯ 0.60 ̼のݰ室前ಓが઀ଓ͢Δ。ݰ室
前ಓのଆนは、石ࡐの小口をน面ͱし֤ͯஈを 1石ないし 2石にΑり積Έ上͛ͯいΔ。ͦの݁Ռ、
前ड़のΑうにݰ室前นଆは平積ͱなΔ。
　また、石積Έ࢒存ൣғにお͚Δ࠷上ஈͰは、તಓଆにおいͯ௕さ約 1.3 ̼、෯ 0.4 ̼の大ܗの
石ࡐがྊঢ়にՍ͚Βれͯいた。この෦Ґは、ࠨଆนଆはྊঢ়の石ࡐΑりもݰ室ଆに前นを構成͢
Δ石ࡐが積まれͯおり、ͦの上面はඪߴ 80.14 ～ 80.17 ̼ͱほ΅ಉϨϕϧͰ͋り、ͦの上෦にఱ
Ҫ石がઃஔされͯいたものͱਪఆされΔ。
を൶石ͱしࡐの൘ঢ়の石ܗまͰを෴うΑうに、大ࡐ室前ಓのೖ口は、চ面かΒこのྊঢ়の石ݰ　
ͯด࠹しͯいた。൶石は、௕さ約 1.5 ̼、෯約 0.7 ̼Ͱ͋Δ。
室前ಓのচ面の構଄は、౰֘ൣғの平面ਤ౳の記録がなくෆ໌な఺がଟいが、立面ਤ౳Αりݰ　
以Լの఺が໌ΒかにͰ͖Δ。まͣ、ݰ室前ಓͰは、྆କ෦の石積Έ間においͯ、ݰ室চ面Αりや
や上Ґに෯約 0.9 ̼の൘石がઃஔされͯおり、౰֘石ࡐはݰ室前ಓج石ͱ൑அされΔ。ج石の上
面のඪߴは 78.6 ̼Ͱ͋り、ݰ室চ面Αりも約 0.2 い。Ԟ行͖は໌ΒかͰはないが、அ面ਤΑߴ̼
り൶石のԼ෦まͰにはୡしないものͱΈΒれΔ。また、ج石の྆୺は、྆କ෦の石積Έに૊Έࠐ
まれͯおり、ج石のԼ෦には小ܗの൘石が 1～ 2ஈఔ度積まれͯおり、ݰ室চ面௚上にઃஔはし
ͯいないͱ͑ߟΒれΔ。
⑤羨道　તಓの平面ܗଶは、ͦの主࣠がݰ室の主࣠ͱは平行せͣ、わͣかにೆଆにৼれࣼ行͢Δ
特௃をもつ。ͦの֯度は主࣠にରしͯ約 9度Ͱ͋Δ。
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第21図　大谷山28号墳　箱式石棺実測図（S=1/20）

長側石・短側石の下端ライン

下部の蓋石の外形

土器の番号は第27図の遺物番号を示す　　　　　　
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箱式石棺　平面図・立面図

箱式石棺　平面図（蓋石検出状況）
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第22図　大谷山28号墳　墳丘断面図（S=1/100)
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※土層は羨道部の堆積を示す
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　તಓは、ݰ室ͱಉ༷にఱҪ෦がܽ失しͯおり、࢒存෦のߴさは約 1.7 ̼Ͱ͋Δ。તಓの石積Έ
もፏ平な石ࡐを༻いͯ小口積にΑり構ஙしͯいΔ。石ࡐは、෯約 0.1 ～ 0.3 ̼、௕さ約 0.2 ～ 0.6
̼前後の石ࡐをଟ༻͢Δ。
⑥排水溝　તಓ෦においͯ排水溝を検出した。排水溝は、岩൫を溝ঢ়に整ܗしͯおり、෯ 0.3 ～ 0.4
̼、௕さ 5.5 ̼Ͱ͋Δ。溝ఈ෦のඪߴは、C-CʟϥΠϯ 	 ୈ 20 ਤ 
 Ͱ 78.2 ̼、排水溝຤୺Ͱ 78.0
̼Ͱ͋り、؇やかにඪߴをԼ͛ࣼ͢܏Δ。તಓの北୺Αり 2.9 ̼のൣғͰは、上෦に֖石を施し
ͯおり、֖石は෯約 0.2 ～ 0.25 ̼、௕さ約 0.25 ～ 0.4 ̼の൘石をنଇతにஔいͯいΔ。一方、こ
れΒのൣғΑりも以ೆͰは、排水溝຤୺まͰのൣғにおいͯ円᛽を಺෦にॆరしͯおり、ͦの上
෦に֖石を施しͯいΔ。これΒの֖石は、小ܗの൘石をෆنଇにෑいͯおり、前者の֖石ͱは大
͖くҟなっͯいΔ。
　排水溝は、તಓ北୺にԙいͯӈଆ΁۶ۂしͯԆͼΔͱ͑ߟΒれΔが、調査所ݟͰはݰ室の֤น
ମのԼに排水溝がΊぐり、તಓ෦に઀ଓ͢ΔͱΈΒれͯいΔ。
ᶉҨ෺　遺物は、ݰ室֧ཚ土ٴͼݰ室চ面かΒ土師器、須恵器、円౵埴輪ยが出土した。また、
તಓͰは、તಓかΒત໳にか͚ͯ土師器、須恵器、円౵埴輪ยが出土した。これΒは石室が֧ཚ
をड͚ͯいたたΊに原ҐஔͰはないͱ͑ߟΒれΔ。
　埴輪は墳௖かΒ石室಺にసམしたものͱΈΒれ、土器ྨの一෦もಉ༷のものをؚΉՄೳੑが͋
Δ。
箱式石棺 	 ୈ 21 ਤ 

　墳丘主࣠τϨϯνの北ଆͰ箱式石棺が検出された。֧ཚをड͚ͯおΒͣ、構ங౰時の原ঢ়をྑ
く保っͯいた。前ड़のΑうに箱式石棺は墳丘੝土を掘࡟しุͯ޵をઃ͚、ุ 。಺に構ஙしͯいΔ޵
箱式石棺の௚上には֖石がઃஔされͯいた。֖石は、௕さ 0.85 ̼、෯ 0.52 ̼の൘石ͱ、௕さ 0.56
̼、෯ 0.23 ̼の 2ຕの൘石を༻いͯおり、さΒにͦの上෦には 6ຕの小ܗの൘石をஔいͯいΔ。
　石棺はఈ石を有し、ͦの上෦にଆนをઃஔしͯいた。東ଆの௕ଆนは一ຕ石Ͱ、西ଆの௕ଆน
は 2ຕの൘石を૊Έ߹わせͯいΔ。小口ଆの୹ଆนは、௕ଆนͰڬΉΑうに૊Έ߹わせͯおり、
ଆ石はϩのܗࣈの഑ஔをしͯいΔ。石棺の಺๏は௕さ 0.83 ̼、෯ 0.25 ～ 0.27 ̼Ͱ͋Δ。ఈ石の
上面のඪߴは、ೆଆͰ 81.00 ̼、北୺が 80.90 ̼Ͱ͋り、やや北ଆ΁ࣼ͢܏Δ。石棺಺には、ೆ
ଆにፏ平な൘石が 4ຕෑかれͯおり、ೆ西۱Ͱ土師器ᆵ（ୈ 27 ਤ 67）が、石棺北ଆの௕ଆนԊ
いͰ須恵器𤭯（52）が഑ஔされͯいた。これΒは原Ґஔを保つものͱ͑ߟΒれΔ。
　石棺のଆนの֎ଆには、௕さ約 0.1 ̼～ 0.3 ̼のፏ平な൘石が෼෍しͯおり、これΒはଆนを
ΒれΔ。これΒの͑ߟͱ石棺の間のܺ間にॆరされたものͱ޵ุ、ΊͱΈΒれࠐΔたΊのཪ͑ࢧ
൘石の෼෍ൣғのೆ西付ۙͰは、須恵器֖ഋ（ୈ 27 ਤ 49 ～ 51）が 3 ఺出土した。このうちഋ
਎ 50 のఈ෦付ۙのඪߴは 81.27 ̼Ͱ、ۙ઀͢Δ௕ଆน・୹ଆน上୺のඪߴ 81.26 ～ 81.271 ̼ͱಉ
ϨϕϧͰ͋Δ。したがっͯ、これΒの֖ഋは、石棺のຒೲに伴いุ޵಺に഑ஔされたものͱ͑ߟ
ΒれΔ。
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ୈ̎અɹग़౔Ҩ෺
（１）埴輪
　大谷山 28 号墳Αり出土した埴輪は、円౵埴輪ͱ、ಈ物埴輪、Ոܗ埴輪౳のܗ৅埴輪が֬ೝさ
れた。
　円౵埴輪ͱܗ৅埴輪は、৭調はᒵ৭を主ମͱし、໌੺׊৭のものがগྔೝΊΒれΔこͱ、଻土
に砂ཻをଟくؚΈ一෦に݁থย岩をؚΉこͱなͲのڞ通した特௃をもつ。
　本અͰは、大谷山 27 号墳ͱಉ༷に、円౵埴輪についͯはथ立埴輪のほか、แؚ૚出土ࢿྉの
一෦についͯਤԽ・ࡌܝをおこない、これΒのશମత特௃についͯ項目ごͱに記ड़した。また、
。ྉの特௃についͯ記ड़͢Δࢿ৅埴輪は器種ごͱに֤ܗ
円筒埴輪・ேإ形埴輪（ୈ 23 ～ 25 ਤ）
　出土した円౵埴輪は、ී通円౵ͱேܗإ埴輪が͋り、֤調査区Ͱ出土した円౵埴輪のうち、口
ԑ෦ܗଶや調整౳の֬ೝͰ͖Δࢿྉは͢΂ͯᶚ群ܥ円౵埴輪（紀伊型・ـ؀಺ೆ෦型）の特௃を
もつ。このこͱかΒ、墳丘にथ立されΔ円౵埴輪は、ᶚ群ܥ埴輪に限ΒれΔͱ͑ߟΒれΔ。
①器形・๏ྔ
　円౵埴輪のશମを෮ݩͰ͖たݸମがなく、器ߴやಥଳのஈ਺౳はෆ໌Ͱ͋Δ。前方෦東円౵埴
輪 2・3はಉ一ݸମͱΈΒれ、口ܘが෮ܘݩ 28ᶲ、ఈܘが 18ᶲͰٯ୆ܗの器ܗをఄ͢ΔͱΈΒれ、
口ԑ෦は୺෦がஅ面ܗ֯ࡾをఄしᶚ群ܥ埴輪の特௃をもつ。
　このଞ、جఈ෦のΈが࢒存͢ΔݸମͰは、ఈ෦ܘは、約 17 ～ 19ᶲのݸମがೝΊΒれ、特に約
17 ～ 18ᶲのݸମがଟい。
②ௐ੔
　֎面調整は１࣍調整にλςϋέ、φφϝϋέを施し、̎࣍調整にϤコϋέを施͢こͱをج本ͱ
͢Δ。Ϥコϋέは口ԑ෦かΒମ෦にか͚ͯ施され、ԼஈಥଳΑりもԼҐにٴͿこͱはগない。
಺面調整はφσをج本ͱ͢Δが、φφϝϋέを໌ྎにྫ͢࢒も͋Δ（15）。また、19・20 は口ԑ
෦付ۙͰ໌ྎに 。調整のϤコϋέを施࣍͢2
ఈ部ௐ੔ج③
されΔ。φσにΑ࡯؍ఈ෦の֎面調整は、φσのほか、λςϋέや൘ঢ়工۩にΑΔΦαΤがج　
りϋέϝを׬શにফしڈΒͣに、λςϋέが࢒存しൣ޿ғͰ࡯؍されΔྫもগなくない（4・6・
12・15・16）。಺面調整は、ϢϏφσやφσ、λςϋέ、φφϝϋέ、ϤコϋέがೝΊΒれΔ。
特に֎面ͱಉ༷にλςϋέが࢒存͢Δྫがଟく（4・12・15・16）、大谷山 27 号墳出土円౵埴輪
ͱはややҟなΔ特௃Ͱ͋Δ。3は、౗立しͯ൘ঢ়工۩にΑりԡさ͑たͱΈΒれΔࠟ跡がఈ面にೝ
ΊΒれΔ。
④突帯
　口ԑ෦୺෦かΒ࠷上ஈのಥଳまͰの間ִは、2が 8.5ᶲͰ͋Δ。また、15 にお͚Δಥଳ間ִは、8.7
ᶲͰ͋Δ。ఈ面かΒԼஈಥଳまͰのߴさは、1は 17.2ᶲ、2は 19.1ᶲͰ͋Δ。
　ಥଳのஅ面ܗଶは、̢ࣈঢ়ͱなΔもの（1・15）ͱ、୆ܗঢ়ないしܗ֯ࡾঢ়をఄ͢Δもの（2・3・
4）が͋Δ。
ԑ部ޱ⑤
　口ԑ෦は、୺෦がංްしͯ֎ଆにಥ出͢Δᶚ群ܥ円౵埴輪の特௃をもつ。これΒは、୺෦಺面
をϤコφσにΑりわͣかにԜませ、֎面をڧいϤコφσにΑり֎方΁ಥ出させΔものͱ、಺面の
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ϤコφσはݦஶͰはなく֎方のΈにಥ出させたものが͋Δ。5はேܗإ埴輪の口ԑ෦Ͱ͋Δ。
⑥଻土・৭ௐ
　৭調は、ᒵ৭を主ମͱし、໌੺׊৭をఄ͢ΔものをগྔೝΊΒれΔ。଻土は 5～ 10ᶱ前後の
݁থย岩や、5NN前後の੺৭ࢎԽした砂ཻをؚΉものがଟい。　
ᶉ突帯ઃఆٕ๏
　1は࠷Լஈಥଳにおいͯണ཭がೝΊΒれ、ണ཭面においͯԜઢが֬ೝͰ͖Δ。ಥଳ間ִઃఆٕ
๏を༻いͯಥଳがઃఆされたՄೳੑがߴい。Ԝઢは、ఈ面かΒのߴさ 16.2ᶲのҐஔにೝΊΒれΔ。
形象埴輪 	 ୈ 26 ਤ 

。৅埴輪が͋Δܗ೉なࠔ埴輪が͋り、ͦのଞ、器種の特ఆがܗ৅埴輪は、ಈ物埴輪、Ոܗ　
　ಈ物埴輪は、٭෦（31 ～ 35）、たͯ൅（36）、৲ඌ（38・39）が͋り、37 はোటのՄೳੑが͋
Δ。これΒは、出土地区ෆ໌のࢿྉをআ͖、西ଆくͼれ෦Αり出土した。ᒵ৭をఄし଻土の特௃
もྨ͢ࣅΔこͱかΒ、ಉ一ݸମのՄೳੑが͋Δ。器種はഅܗ埴輪Ͱ͋ΔՄೳੑがߴい。٭෦（31
～ 35）は、いͣれも٭୺෦をංްさせΔܗଶͰ͋Δ。31はఈ෦の௚ܘ約 11.5ᶲͰ͋Δ。たͯ൅（36）
は、୺෦Ͱංް͢ΔܗଶͰ͋Δ。৲ඌは、৲ඌઌ୺෦（38）ͱ、ඌの付͚ࠜかΒ৲෦付ۙ（39）
がೝΊΒれΔ。37 はোటのՄೳੑが͋り、௜ઢにΑりઢࠁが施されΔ。
　Ոܗ埴輪ͱΈΒれΔࢿྉは、40 ～ 42 が͋Δ。40 はนମ、41・42 はนମのج෦ないし、੄ն
りಥଳ෦ͱ͑ߟΒれΔ。
　43 ～ 48 は器種の特ఆの೉しいෆ໌ܗ৅埴輪Ͱ͋Δ。西ଆくͼれ෦、前方෦東τϨϯν、前方
෦୺τϨϯν౳Αり出土した。43 は֖のּ෦のՄೳੑが͋Δ。44 はՈܗ埴輪の౩木、45 はਓ物
埴輪の಄෦のՄೳੑも͋Δ。48 は௜ઢがೋ৚施され、間にࢗಥจがೝΊΒれΔ。

（̎）土器ྨ
　土器ྨは、墳丘ٴͼ横穴式石室、箱式石棺のຒ૴施ઃΑり須恵器・土師器が出土した 	 ୈ 27 ਤ 
。
須恵器の器種には֖ഋ、ߴഋ、𤭯が、土師器の器種にはᆵ、ϛχνϡΞ土器が֬ೝされΔ。
須恵器 49 ～ 52、土師器 67 は箱式石棺かΒ出土した。49 ～ 51 は箱式石棺の棺֎、52・67 は棺
಺Αり出土しͯいΔ。
　49 はഋ֖Ͱ、口ܘは 12.3ᶲ、器ߴ 5.1DNͰ͋Δ。ྏઢはؙΈをもちಥ出はややಷく、୺෦は಺
しͯ面をもつ。50・51܏ はഋ਎Ͱ͋Δ。50 は口ܘ 11.0ᶲ、器ߴ 5.2DN Ͱ、口ԑ෦は಺܏しͯ立
ち上がり୺෦に໌ྎな面をもつ。51 もやや಺܏しͯ立ち上がり、୺෦に面をもつ。口ܘは 10.9ᶲ、
器ߴ 5.7DNͰ͋Δ。52 は𤭯Ͱ、口ܘ 11.8ᶲ、器ߴ 12.9ᶲͰ͋Δ。口ԑ෦はஈをもち、୺෦は಺܏
しͯ面をもつ。ᰍ෦֎面にはৼ෯の小さな೾ঢ়จが施されΔ。಑෦は࠷大ܘ付ۙに۳ঢ়工۩のྻ
఺จͱΧΩϝ調整がೝΊΒれΔ。
　67 は土師器ᙈͰ、口ܘ 10.0ᶲ、器ߴ 11.2ᶲͰ͋Δ。ؙΈの͋Δ಑෦かΒ۶ۂしͯ口ԑ෦にࢸり、
୺෦はややࡉくؙΈをもつ。֎面にはϋέϝのちφσ調整が施されΔ。઀߹ࠟが໌ྎに࢒Δ。
須恵器 53 ～ 56、土師器 68 ～ 71 は横穴式石室かΒ出土した。
　53・54 はݰ室かΒの出土Ͱ͋Δ。53 はഋ֖Ͱ、口ܘは 14.0ᶲ、器ߴ 5.3DN Ͱ͋Δ。ྏઢはؙ
Έをもちಥ出はややにͿい。54 は𤭯Ͱ、口ܘ 10.9ᶲ、器ߴ 11.0ᶲͰ͋Δ。ᰍ෦は 52 にൺしͯ୹く、
୺෦は಺܏しͯ面をもち、໌ྎにԜΉ。ᰍ෦ͱ口ԑ෦には೾ঢ়จが施されΔ。಑෦にはઙい௜ઢ
がೝΊΒれ、以Լに೾ঢ়จが施されΔ。須恵器55・56はતಓかΒ出土した。55はແ֖ߴഋのഋ෦Ͱ、
口ԑ෦ͱఈ෦のڥքにಥ出෦をもつ。口ܘは 13.4ᶲͰ͋Δ。56 はߴഋの٭෦Ͱ、3方޲にಁ޸を
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もち、٭୺෦は֎面にஈをもち۶ۂしؙͯくおさΊΔ。֎面はΧΩϝ調整が施されΔ。٭୺෦9.0ܘ
ᶲͰ͋Δ。
　68・69 は土師器ᆵͰ、ಉ一ݸମͰ͋ΔՄೳੑがߴい。તಓٴͼݰ室Αり出土した。ܗٿの಑෦
かΒ۶ۂしͯ口ԑ෦にࢸΔ。口ԑ෦は୺෦がわͣかに֎൓し、ؙ くおさΊͯいΔ。70・71はϛχνϡ
Ξ土器のߴഋͰ、ݰ室চ面かΒ出土した。いͣれも٭෦ͱΈΒれΔ。70 はఈܘ 3.6ᶲͰ಺面がや
やԜΉ。71 はఈܘ 2.8ᶲͰ中実Ͱ͋Δ。
　須恵器57～66は、出土した調査区はෆ໌Ͱ͋Δ。57～61はഋ֖Ͱ͋Δ。57は口12.8ܘᶲ、器4.5ߴ
ᶲͰ、ྏのಥ出はにͿい。60・61 もಉ༷にྏはؙΈをもちಥ出がにͿい。58・59 はྏがൺֱత

第 23図　大谷山 28号墳出土　円筒埴輪（1）
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第 23図　大谷山 28号墳出土　円筒埴輪（1）
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第 24図　大谷山 28号墳出土　円筒埴輪（2）
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第 25図　大谷山 28号墳出土　円筒埴輪（3）
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ಥ出͢Δ特௃をもつ。62 ～ 64 はഋ਎Ͱ͋Δ。口ԑ෦は、63 が௚立ؾຯに、62・64 は಺܏しͯ
立ち上がΔが、いͣれも୺෦はؙΈをもつ。65 はແ֖ߴᆀのഋ෦、66 はߴഋ٭෦Ͱ͋Δ。
72 は土師器ᙈͰ、くͼれ෦Αり出土した。ؙఈͰ、֎面はࣼҐのϋέ調整、಺面はέζϦ調整
が施されΔ。
　以上の出土土器のうち、須恵器の時間的な位置づけは、箱式石棺出土の蓋杯 50・51 が陶邑窯
跡群における編年のＴＫ 47 型式期、𤭯 52 がＭＴ 15 型式期の特徴をもち、一方、玄室出土の蓋
杯 53 はＭＴ 15 型式期、𤭯 54 はＴＫ 47 型式期の特徴をもつ。出土地点不明資料の蓋杯は杯身
63・64 がやや新相の特徴をもつが、その他はＭＴ 15 型式期の特徴を有するものが多い。
　したがって、大谷山 28 号墳出土須恵器は、やや新しい特徴をもつ土器も含むものの、おおむ
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第 25図　大谷山 28号墳出土　円筒埴輪（3）
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第 26図　大谷山 28号墳出土　形象埴輪
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第 27図　大谷山 28号墳出土　土器類
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第 27図　大谷山 28号墳出土　土器類
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ねＴＫ 47 〜ＭＴ 15 型式期の特徴をもつ土器群を主体にしていると考えられる。

ୈ̏અɹ·ͱΊ
　発掘調査ٴͼ調査記録の検౼の݁Ռ、大谷山 28 号墳は、墳௕約 27 ̼の前方後円墳Ͱ͋Δこͱ
が໌Βかͱなった（ਤ 28）。ຒ૴施ઃは、後円෦の中ԝやや東Αりに構ஙされた横穴式石室のほ
かに、後円෦ೆଆかΒ前方෦墳௖平ୱ面付ۙに箱式石棺が構ஙされΔ。
　古墳は、北ଆ΁ࣼ͢܏Δඌࠜ上に後円෦を北東に͚ͯ޲立地し、岩൫を整ܗしͯ੝土を施͢こ
ͱにΑり墳丘を構ஙしͯいΔ。੝土は前方෦ଆͰは岩൫上にൺֱతബく施されΔが、後円෦ଆͰ
は横穴式石室構ஙͱͱもにްく施されΔ。横穴式石室のุ޵は、後円෦付ۙͰ北ଆにࣼ͢܏Δ岩
൫をஈঢ়に整ܗしͯ޿い平ୱ面を଄り出した後、さΒに東西方޲に岩൫をງりࠐんͰ構ஙしたͱ
ΈΒれΔ。
　墳丘の֎ද施ઃͱしͯ埴輪のथ立が֬ೝされた。西ଆくͼれ෦ͱ前方෦前୺においͯ円౵埴輪
ྻが֬ೝされ、円౵埴輪が墳丘をғ៴しͯいたՄೳੑが͋Δ。出土した円౵埴輪は、大谷山 27
号墳ͱಉ༷に、શͯᶚ群ܥ埴輪Ͱ͋Δ。また、西ଆくͼれ෦なͲͰܗ৅埴輪ยが出土した。थ立
Ґஔ౳はෆ໌Ͱ͋Δが、ಈ物埴輪やՈܗ埴輪౳が墳丘上にथ立しͯいたͱ͑ߟΒれΔ。
　なお、東ଆくͼれ෦Αりも東ଆの地఺においͯथ立円౵埴輪が ମ֬ೝされ、墳丘付ਵ施ઃݸ1
の存在がࣔࠦされΔが、ৄࡉは໌ΒかͰない。
　横穴式石室は、後円෦の東ೆ方޲に開口し、石室主࣠は墳丘主࣠にରしͯ௚ަせͣ、約 5度ೆ
ଆ΁ৼれΔ。平面ܗଶは、྆କ式のܗଶをͱΔがݰ室前ಓがԞนかΒͯݟわͣかにدࠨりにҐஔ
͢Δ。また、݁থย岩のፏ平な石ࡐを༻いΔこͱ、ݰ室前ಓを有しج石をਾ͑、ݰ室前ಓೖ口を
൶石Ͱด͢࠹Δこͱ、排水溝をඋ͑Δこͱ、ݰ室にࢡচがઃஔされΔこͱ౳、岩橋千塚古墳群に
おいͯ通有の岩橋型石室の特௃を有しͯいΔ。一方Ͱ、ݰ室主࣠にରしͯતಓ主࣠が 9度ೆଆに
ৼれࣼ行͢Δこͱ、ݰ室前ಓج石がൺֱత小ܗの石ࡐを༻いΔこͱ౳の特௃は、岩橋型石室Ͱも
古૬の特௃Ͱ͋ΔՄೳੑがߴい。また、ࢡচは൘石を૊Έ߹わせた࢓੾石Ͱ、ͦの区ըかΒ 2ମ
以上の遺֚がஔかれたՄೳੑが͋Δ。
　箱式石棺は墳丘੝土を掘࡟しุͯ޵をઃ͚構ஙしͯおり、石棺はఈ石ͱଆ石かΒ構成され֖石
を伴う。棺಺には土器が副૴されͯいた。また、ุ޵ͱ石棺の間にはཪࠐΊͱしͯፏ平な൘石が
ॆరされΔこͱ、ຒೲに伴いุ޵಺に土器が഑ஔされΔなͲの特௃もೝΊΒれた。
　大谷山 28 号墳のங଄時期は、横穴式石室出土須恵器が̩̠ 47 ～̢̩ 15 型式期の特௃をもつ
ものを主ମにしͯいΔこͱかΒ、6世紀ॳ಄ࠒͱਪଌされΔ。また、箱式石棺出土須恵器も̩̠
47 ～̢̩ 15 型式期にൺఆされ、6世紀ॳ಄ࠒの構ஙͱΈΒれΔ。
　以上かΒ、大谷山 28 号墳は、後円෦の横穴式石室をຒ૴施ઃͱ͢Δ小型の前方後円墳ͱしͯ
6世紀ॳ಄ࠒに構ஙされ、ͦの後、ൺֱతۙ઀した時期に箱式石棺が௥ՃされたものͱΈΒれΔ。
また、6世紀前半の構ஙͱਪఆされΔ大谷山 27 号墳にઌ行しͯங଄されͯいΔこͱも໌Βかͱ
なった。
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NO. 図版
番号 器種 出土位置 法量 特徴 色調 胎土 焼成 残存率 備考

1 図版
３５ 円筒埴輪 前方部

西円筒埴輪 底径 17.3

底部外面はタテハケと板オサ
エ。突帯より上はタテハケのち
ヨコ。透孔あり。底部内面はタ
テハケ、突帯付近はヨコハケ。
底面は面をもつ。突帯は低く
Ｍ字形で、底面からの高さ 17.2
㎝。。突帯の剥離部分に凹線が
認められ、突帯間隔設定技法に
よるものと考えられる。

外・内 )　5YR6/6 橙、
5YR5/6 明赤褐

5mm 以下の砂粒を多
く含む片岩を含む 良好 100%

2 図版
３５ 円筒埴輪 前方部

東円筒埴輪
口径28.0cm
（復元）

器面磨滅。内外面ヨコハケ。口
縁端部内面はヨコナデにより凹
み、端部は肥厚。突帯は低く、
口縁端面からの間隔は 8.5cm。

外 )　5YR6/8 橙
内 )7.5YR6/6 橙
断 )10YR7/2 にぶい黄
橙

6mm 以下の赤色酸
化粒と片岩が少量含
む、その他砂粒が全
体に含む

良好 17% 2・3 は同一個体
か

3 図版
３５ 円筒埴輪 前方部

東円筒埴輪 底径18.0cm

器面磨滅。外面はタテハケ。内
面はタテハケのちナデ。底部付
近は板状工具によるオサエ。下
段突帯は低く断面三角形状で、
底面からの高さ 19.1㎝。

外 )5YR6/8 橙、
10YR3/1 黒褐〜
10YR7/1 灰白
内・断 )5YR6/8 橙

1cm 大の片岩が 3 個、
その他石粒が少量と
砂粒を全体に含む

良好 98% 2・3 は同一個体
か

4 図版
３５ 円筒埴輪 東側

くびれ部
底径18.8cm
（復元）

外面はタテハケのち底端部外面
を指オサエとヘラケズリか。内
面はタテハケのち指オサエ。底
面は面をもつ。突帯は台形状。
底面からの高さ 22.7㎝。

外・内・断 )　5YR6/8
橙

8mm 位の片岩が少
量、4mm 以下の赤色
酸化粒が少量、その
他砂粒が全体に含む

良好 25%

5 図版
３５ 朝顔形埴輪

西側くびれ
部 3 号円筒

埴輪
口径30.0cm
（復元）

器面磨滅。口縁端部内面がヨコ
ナデでわずかに凹む。端部は外
方に突出。

内・断 )5YR6/6 橙 砂粒を多量含む 良好 17% 5・6 は 3 号 と し
取り上げ。

6 図版
３５ 円筒埴輪

西側くびれ
部 3 号円筒

埴輪
底径19.0cm
（復元）

器面磨滅。外面はタテハケ。低
端部内面は指オサエ。内面はナ
ナメハケ。ハケの密度はは 4 本
/1cm。

外・内 )5YR6/6 橙
断 )5YR5/4 にぶい赤褐

5mm 大の白 2 個、
赤 1 個の小石を含む、
その他 3mm 以下の
石粒が全体に含む

良好 38% 5・6 は 3 号 と し
取り上げ。

7 図版
３６ 円筒埴輪 前方部東

トレンチ
底径18.0cm
（復元）

器面磨滅し調整不明。外面指オ
サエ。

外・内）5YR6/6 橙
断 )5YR6/6 橙、
7.5YR6/2 灰褐

2mm 以下の砂粒を多
く含む、6mm 大の片
岩を含む

良好 15

8 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部 1 号円筒

埴輪
底径18.0cm
（復元） 器面磨滅。内面は指オサエ。

外・内 )　5YR6/8 橙〜
10YR6/3 にぶい黄橙
断 )10YR7/2 にぶい黄
橙

砂粒を含む 良好 13%

9 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部 2 号円筒

埴輪
－

器面やや磨滅。外面はタテハケ、
内面は指オサエ。突帯の下に透
孔。突帯は低く断面台形。

外 )2.5YR5/6 明赤褐、
10YR6/4 にぶい黄橙
内 )5YR6/6 橙
断 )7.5YR6/6 橙

4mm 以下の砂粒を多
く含む、赤色酸化粒
を含む、片岩を含む

良好 －

10 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部円筒埴輪

列
－ 内外面は調整不明。口縁端部は

面をもち、やや外方に突出。
外・内）5YR6/6 橙
断 )10YR7/4 にぶい黄
橙

砂粒を含む 良好 －

11 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部円筒埴輪

列
－ 内外面は調整不明。口縁端部は

ナデによりやや外方に突出。

外・内）2.5YR5/6 明赤
褐
断 )10YR5/4 にぶい黄
褐

2mm 以下の砂粒を多
く含む 良好 －

12 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部円筒埴輪

列
底径18.2cm
（復元）

外面はタテハケ、内面はタテハ
ケと底端部に指オサエとナデ。

外）5YR6/6 橙
内 )5YR5/6 明赤褐
断 )10YR5/3 にぶい黄
褐

2mm 以下の砂粒を多
く含む、6mm 大の片
岩を含む

良好

13 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部円筒埴輪

列
－

外面はタテハケ。口縁端部は内
外面と端面の強いヨコナデによ
り肥厚。

外）5YR6/6 橙
内 )5YR5/6 明赤褐
断 )10YR5/3 にぶい黄
褐

1mm 以下の砂粒を多
く含む 良好 －

14 図版
３６ 円筒埴輪

前方部東ト
レンチ東端
樹立円筒

埴輪
底径18.0cm

器面磨滅。外面は板オサエか。
内面はタテハケのちナデ。底端
部内面は指オサエ。

外・内 )　5YR6/8 橙
断 )7.5 Ｙ 7/8 黄橙

8mm 位の片岩が少
量、4mm 以下の赤色
酸化粒が少量、その
他砂粒が全体に含む

良好 50%

15 図版
３６ 円筒埴輪 後円部南東

トレンチ －

透孔あり。外面はタテハケのち
ヨコハケ、底部外面はタテハケ。
内面はナナメハケ、底部内面は
タテハケで、突帯付近は指オサ
エ。突帯は明瞭にＭ字形となる。
突帯間隔は 8.7㎝。ハケの密度
はは 4 〜 5 本 /1cm。

外 )25YR6/8 橙
内 )5YR6/8 橙
断 ) サンドイッチ状 
5YR6/8 橙、-5Y7/1 灰
色、-2.5YR6/8 橙

2mm 以下の砂粒を含
む、片岩を含む、赤
色酸化粒を含む

良好 －

16 図版
３６ 円筒埴輪 横穴式石室

羨道前面
底径18.0cm
（復元）

外面はタテハケのち板オサエ。
上部で一部ヨコハケあり。内
面はタテハケ、底端部内面は指
オサエ。ハケの密度はは 7 本
/1cm。

外・内・断 )5YR6/8 橙
〜 10YR7/4 にぶい黄
橙

砂粒を全体に含む 良好 25%

17 図版
３７ 朝顔形埴輪

横穴式石室
羨道床面

付近
撹乱土

－

朝顔形埴輪の頸部。外面は肩部
にタテハケとヨコナデ、内面は
肩部にタテハケ、後円部はヨコ
ハケ。頸部の突帯は断面台形を
呈す。頸部径は 21㎝。

外・内）2.5YR6/8 橙
断）5YR6/6 橙

8mm 大の黒色石粒を
含む、5mm 大の片岩
を含む、2mm は以下
の砂粒を多含む

良好 －

18 図版
３７ 円筒埴輪

横穴式石室
羨道床面

付近
撹乱土

－
外面はタテハケのちヨコハケ、
内面はナデ。突帯は断面台形状。
ハケの密度はヨコハケ 7 〜 8 本
/1㎝。タテハケ 4/1㎝。

外・内 )5YR6/8 橙
断 )2.5YR7/1 灰色

3mm 以下の石粒を砂
粒を全体に含む 良好 －

19 図版
３７ 円筒埴輪 横穴式石室

羨道部 －

外面はタテハケのちヨコハケ。
内面はヨコハケのちナナメハ
ケ。口縁端部は強いヨコナデに
より肥厚。ハケの密度は 5 本
/1cm。

外・内）2.5YR6/6 橙
断）2.5YR5/6 橙

1mm 以下の砂粒を少
量含む 良好 －

第 3表　大谷山 28号墳　遺物観察表
（埴輪・土師器）
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第28図　大谷山28号墳　墳丘復元図(S=1/200)

樹立円筒埴輪復原ライン

墳丘裾復原ライン

発掘調査検出円筒埴輪

※前方部東トレンチ東端の円筒埴輪の存在から
　墳丘付随施設が存在した可能性があるが、
　本図では表現していない
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NO. 図版
番号 器種 出土位置 法量 特徴 色調 胎土 焼成 残存率 備考

1 図版
３５ 円筒埴輪 前方部

西円筒埴輪 底径 17.3

底部外面はタテハケと板オサ
エ。突帯より上はタテハケのち
ヨコ。透孔あり。底部内面はタ
テハケ、突帯付近はヨコハケ。
底面は面をもつ。突帯は低く
Ｍ字形で、底面からの高さ 17.2
㎝。。突帯の剥離部分に凹線が
認められ、突帯間隔設定技法に
よるものと考えられる。

外・内 )　5YR6/6 橙、
5YR5/6 明赤褐

5mm 以下の砂粒を多
く含む片岩を含む 良好 100%

2 図版
３５ 円筒埴輪 前方部

東円筒埴輪
口径28.0cm
（復元）

器面磨滅。内外面ヨコハケ。口
縁端部内面はヨコナデにより凹
み、端部は肥厚。突帯は低く、
口縁端面からの間隔は 8.5cm。

外 )　5YR6/8 橙
内 )7.5YR6/6 橙
断 )10YR7/2 にぶい黄
橙

6mm 以下の赤色酸
化粒と片岩が少量含
む、その他砂粒が全
体に含む

良好 17% 2・3 は同一個体
か

3 図版
３５ 円筒埴輪 前方部

東円筒埴輪 底径18.0cm

器面磨滅。外面はタテハケ。内
面はタテハケのちナデ。底部付
近は板状工具によるオサエ。下
段突帯は低く断面三角形状で、
底面からの高さ 19.1㎝。

外 )5YR6/8 橙、
10YR3/1 黒褐〜
10YR7/1 灰白
内・断 )5YR6/8 橙

1cm 大の片岩が 3 個、
その他石粒が少量と
砂粒を全体に含む

良好 98% 2・3 は同一個体
か

4 図版
３５ 円筒埴輪 東側

くびれ部
底径18.8cm
（復元）

外面はタテハケのち底端部外面
を指オサエとヘラケズリか。内
面はタテハケのち指オサエ。底
面は面をもつ。突帯は台形状。
底面からの高さ 22.7㎝。

外・内・断 )　5YR6/8
橙

8mm 位の片岩が少
量、4mm 以下の赤色
酸化粒が少量、その
他砂粒が全体に含む

良好 25%

5 図版
３５ 朝顔形埴輪

西側くびれ
部 3 号円筒

埴輪
口径30.0cm
（復元）

器面磨滅。口縁端部内面がヨコ
ナデでわずかに凹む。端部は外
方に突出。

内・断 )5YR6/6 橙 砂粒を多量含む 良好 17% 5・6 は 3 号 と し
取り上げ。

6 図版
３５ 円筒埴輪

西側くびれ
部 3 号円筒

埴輪
底径19.0cm
（復元）

器面磨滅。外面はタテハケ。低
端部内面は指オサエ。内面はナ
ナメハケ。ハケの密度はは 4 本
/1cm。

外・内 )5YR6/6 橙
断 )5YR5/4 にぶい赤褐

5mm 大の白 2 個、
赤 1 個の小石を含む、
その他 3mm 以下の
石粒が全体に含む

良好 38% 5・6 は 3 号 と し
取り上げ。

7 図版
３６ 円筒埴輪 前方部東

トレンチ
底径18.0cm
（復元）

器面磨滅し調整不明。外面指オ
サエ。

外・内）5YR6/6 橙
断 )5YR6/6 橙、
7.5YR6/2 灰褐

2mm 以下の砂粒を多
く含む、6mm 大の片
岩を含む

良好 15

8 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部 1 号円筒

埴輪
底径18.0cm
（復元） 器面磨滅。内面は指オサエ。

外・内 )　5YR6/8 橙〜
10YR6/3 にぶい黄橙
断 )10YR7/2 にぶい黄
橙

砂粒を含む 良好 13%

9 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部 2 号円筒

埴輪
－

器面やや磨滅。外面はタテハケ、
内面は指オサエ。突帯の下に透
孔。突帯は低く断面台形。

外 )2.5YR5/6 明赤褐、
10YR6/4 にぶい黄橙
内 )5YR6/6 橙
断 )7.5YR6/6 橙

4mm 以下の砂粒を多
く含む、赤色酸化粒
を含む、片岩を含む

良好 －

10 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部円筒埴輪

列
－ 内外面は調整不明。口縁端部は

面をもち、やや外方に突出。
外・内）5YR6/6 橙
断 )10YR7/4 にぶい黄
橙

砂粒を含む 良好 －

11 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部円筒埴輪

列
－ 内外面は調整不明。口縁端部は

ナデによりやや外方に突出。

外・内）2.5YR5/6 明赤
褐
断 )10YR5/4 にぶい黄
褐

2mm 以下の砂粒を多
く含む 良好 －

12 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部円筒埴輪

列
底径18.2cm
（復元）

外面はタテハケ、内面はタテハ
ケと底端部に指オサエとナデ。

外）5YR6/6 橙
内 )5YR5/6 明赤褐
断 )10YR5/3 にぶい黄
褐

2mm 以下の砂粒を多
く含む、6mm 大の片
岩を含む

良好

13 図版
３６ 円筒埴輪

西側くびれ
部円筒埴輪

列
－

外面はタテハケ。口縁端部は内
外面と端面の強いヨコナデによ
り肥厚。

外）5YR6/6 橙
内 )5YR5/6 明赤褐
断 )10YR5/3 にぶい黄
褐

1mm 以下の砂粒を多
く含む 良好 －

14 図版
３６ 円筒埴輪

前方部東ト
レンチ東端
樹立円筒

埴輪
底径18.0cm

器面磨滅。外面は板オサエか。
内面はタテハケのちナデ。底端
部内面は指オサエ。

外・内 )　5YR6/8 橙
断 )7.5 Ｙ 7/8 黄橙

8mm 位の片岩が少
量、4mm 以下の赤色
酸化粒が少量、その
他砂粒が全体に含む

良好 50%

15 図版
３６ 円筒埴輪 後円部南東

トレンチ －

透孔あり。外面はタテハケのち
ヨコハケ、底部外面はタテハケ。
内面はナナメハケ、底部内面は
タテハケで、突帯付近は指オサ
エ。突帯は明瞭にＭ字形となる。
突帯間隔は 8.7㎝。ハケの密度
はは 4 〜 5 本 /1cm。

外 )25YR6/8 橙
内 )5YR6/8 橙
断 ) サンドイッチ状 
5YR6/8 橙、-5Y7/1 灰
色、-2.5YR6/8 橙

2mm 以下の砂粒を含
む、片岩を含む、赤
色酸化粒を含む

良好 －

16 図版
３６ 円筒埴輪 横穴式石室

羨道前面
底径18.0cm
（復元）

外面はタテハケのち板オサエ。
上部で一部ヨコハケあり。内
面はタテハケ、底端部内面は指
オサエ。ハケの密度はは 7 本
/1cm。

外・内・断 )5YR6/8 橙
〜 10YR7/4 にぶい黄
橙

砂粒を全体に含む 良好 25%

17 図版
３７ 朝顔形埴輪

横穴式石室
羨道床面

付近
撹乱土

－

朝顔形埴輪の頸部。外面は肩部
にタテハケとヨコナデ、内面は
肩部にタテハケ、後円部はヨコ
ハケ。頸部の突帯は断面台形を
呈す。頸部径は 21㎝。

外・内）2.5YR6/8 橙
断）5YR6/6 橙

8mm 大の黒色石粒を
含む、5mm 大の片岩
を含む、2mm は以下
の砂粒を多含む

良好 －

18 図版
３７ 円筒埴輪

横穴式石室
羨道床面

付近
撹乱土

－
外面はタテハケのちヨコハケ、
内面はナデ。突帯は断面台形状。
ハケの密度はヨコハケ 7 〜 8 本
/1㎝。タテハケ 4/1㎝。

外・内 )5YR6/8 橙
断 )2.5YR7/1 灰色

3mm 以下の石粒を砂
粒を全体に含む 良好 －

19 図版
３７ 円筒埴輪 横穴式石室

羨道部 －

外面はタテハケのちヨコハケ。
内面はヨコハケのちナナメハ
ケ。口縁端部は強いヨコナデに
より肥厚。ハケの密度は 5 本
/1cm。

外・内）2.5YR6/6 橙
断）2.5YR5/6 橙

1mm 以下の砂粒を少
量含む 良好 －

第 3表　大谷山 28号墳　遺物観察表
（埴輪・土師器）
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NO. 図版
番号 器種 出土位置 法量 特徴 色調 胎土 焼成 残存率 備考

20 図版
３７ 円筒埴輪 横穴式石室

羨道部 －
外面はナナメハケのちヨコハ
ケ。内面はヨコハケ。口縁端部
は面をもち、ヨコナデにより肥
厚。ハケの密度は 4 本 /1cm。

外 )2.5YR6/8 橙
内・断 )10YR6/4 にぶ
い黄橙

砂粒を多量含む 良好 －

21 図版
３７ 円筒埴輪 横穴式石室

羨道部 － 外面はヨコハケ。内面はナデ。
口縁端部は外方に突出。

外・内 )5YR5/6 明赤褐
断 )7.5YR6/6 橙

片岩を含む、2mm
以下の砂粒を多く含
む、赤色酸化粒を含
む

良好 －

22 図版
３７ 円筒埴輪 墳丘東斜面

腐植土
底径18.2cm
（復元）

器面磨滅。内面は底部付近指オ
サエ。

外・内 )5YR5/6 明赤褐
断 )10YR5/3 にぶい黄
褐

砂粒を含む 良好 13%

23 図版
３７ 円筒埴輪 地区不明 底径18.8cm

（復元）
外面はナデ。内面はナデ、底部
付近指オサエ。

外 )5YR6/6 橙、
10YR6/2 灰黄褐
内 )5YR5/6 明赤褐
断 )2.5Y5/2 暗灰黄

2mm 以下の砂粒を多
く含む 良好 20%

24 図版
３７ 円筒埴輪 地区不明 －

外面はナナメハケのちナデ。内
面は指オサエ。ハケの密度は 3
本 /1cm。

外・内 )10YR5/8 明赤
褐
断 )7.5YR7/6 橙

4mm 以下の石粒と少
量の砂粒を含む 良好 －

25 図版
３７ 円筒埴輪 地区不明 －

外 面 は 調 整 不 明。 内
面 は ナ デ と 指 オ サ エ。
底面に板オサエ痕あり。底端部
外面は肥厚。

外 )5YR6/6 橙
内 )2.5YR5/6 明赤褐
断 )5YR6/6

1mm 以下の砂粒を多
く含む、赤色酸化粒
を多く含む

良好 －

26 図版
３７ 円筒埴輪 地区不明 － 内外面は調整不明。口縁端部は

面をもち、外方に突出。
外・内 )7.5YR6/6 橙
断 )10YR6/2 灰黄 砂粒が含まれる 良好 －

27 図版
３７ 円筒埴輪 地区不明 － 内外面は調整不明。口縁端部は

面をもち、やや外方に突出。

外 )5YR5/4 にぶい赤
褐、2.5YR5/6 明赤褐
内 )5YR5/6 明赤褐
断 )5YR5/6 明赤褐、
7.5YR6/4 にぶい橙

4mm 以下の砂粒を含
む、赤色酸化粒を含
む、片岩を含む

良好 －

28 図版
３７ 円筒埴輪 地区不明 －

外面はナデ。内面はナナメハケ
のちナデ。口縁端部は面をもち、
外側に突出。

外 )5YR6/6 橙
内 )5YR5/4 にぶい赤褐
断 )5YR6/6 橙

4mm 以下の砂粒を含
む、片岩を含む 良好 －

29 図版
３７ 円筒埴輪 地区不明 －

外面はナデ。内面はヨコハケの
ちナデ。口縁端部外面をヨコナ
デにより肥厚。ハケの密度は 5
本 /1cm。

外・内 )5YR5/6 明赤褐
断 )5YR6/6 橙 3mm 砂粒を含む 良好 －

30 図版
３７ 円筒埴輪 地区不明 －

外面はナデ。内面は指オサエ。
口縁端部はヨコナデにより肥
厚。

外・内 )7.5YR6/6 橙
断 )2.5Y6/2 灰黄 砂粒が含まれる 良好 －

31 図版
３８

動物埴輪
（脚部）

西側くびれ
部 3 号円筒
埴輪付近

－

外面タテハケメのちナデ。端部
は粘土貼り付けにより肥厚。脚
径は 10.5㎝、脚端部は厚 12㎜。
31 〜 35 は形態、色調、胎土が
類似し同一個体の可能性あり。
馬形埴輪か。

外・内 )5YR6/6 橙、
5YR5/6 明赤褐
断 )5YR6/6 橙、
10YR6/6 明黄褐

4mm 以下の砂粒を含
む、片岩を多く含む 良好 － 31 〜 35 は同一個

体か

32 図版
３８

動物埴輪
（脚部）

西側くびれ
部円筒埴輪

列付近
－

器面磨滅。比較的薄手で脚端部
を肥厚させる。脚端部は厚16㎜。
縦位に剥離しており、扁平な粘
土を貼り付けて成形か。

外・内・断 )5YR6/6 橙
5mm 以下の赤色酸化
粒とその他石粒と砂
粒を含む

良好 － 31 〜 35 は同一個
体か

33 図版
３８

動物埴輪
（脚部）

西側くびれ
部円筒埴輪

列付近
－ 器面磨滅。比較的薄手で脚端部

を肥厚させる。内面指オサエ。
外・内 )5YR6/6 橙
断 )10YR7/4 にぶい黄
橙

4mm 以下の石粒が少
量と石粒を全体に含
む

良好 － 31 〜 35 は同一個
体か

34 図版
３８

動物埴輪
（脚部） 地区不明 － 器面磨滅。比較的薄手で脚端部

を肥厚させる。内面指オサエ。
外 )5YR6/8 橙、
7.5YR6/4 にぶい橙
内 )7.5YR6/4 にぶい橙

砂粒を全体に含む 良好 － 31 〜 35 は同一個
体か

35 図版
３８

動物埴輪
（脚部か） 地区不明 － 器面磨滅。比較的薄手で脚端部

を肥厚させる。内面指オサエ。
外・内 )10YR6/4 にぶ
い黄橙
断 )10YR6/1 褐灰

砂粒を中量含む 良好 － 31 〜 35 は同一個
体か

36 図版
３８

動物埴輪
（たて髪か）

西側くびれ
部円筒埴輪

列付近
－ 器面磨滅。たて髪の端部が肥厚。

端部付近を指オサエ。
外・内 )5YR6/6 橙
断 )10YR7/4 にぶい黄
橙

5mm 以下の石粒が少
量と砂粒を多量含む 良好 －

37 図版
３８

動物埴輪
（障泥か） 地区不明 －

障泥破片か。上部は接合部で、
厚 14mm の板状粘土が垂下す
る。外面に沈線により線刻が施
される。

外・内 )2.5YR5/6 明赤
褐
断 )10YR6/4 にぶい黄
橙

3mm 以下の石粒が微
量と砂粒を全体に含
む

良好 －

38 図版
３８

動物埴輪
（尻尾）

西側くびれ
部 3 号円筒
埴輪付近

－ 器面磨滅。尻尾の端部で、内面
は中空に成形。

外 )2.5YR5/6 明赤褐
内・断 )10YR6/4 にぶ
い黄橙

1mm 以下の砂粒を含
む 良好 －

39 図版
３８

動物埴輪
（尻尾か）

西側くびれ
部円筒埴輪

列付近
－ 尾の付け根から尻部付近か。

外・内 )5YR6/6 橙
断 )10YR7/4 にぶい黄
橙

5mm 以下の石粒と砂
粒を全体に含む 良好 －

40 図版
３８

家形埴輪
（壁部か）

前方部端ト
レンチ（前
方部前面中
央土層帯

東側）

－ 壁部破片か。厚さ 14mm。外面
にハケメ。内面ナデ。

外・内 )7.5YR7/6 橙
断 )2.5Y7/2 灰黄

1mm 以下の砂粒を多
く含む 良好 －

41 図版
３８

家形埴輪
（基部か） 地区不明 －

器面磨滅。家形埴輪基部ないし
裾廻突帯か。内面はナナメハケ
のちナデ。底部は肥厚し、底面
は平坦に整形される。

外・内 )5YR6/6 橙
断 )10YR6/4 にぶい黄
橙

砂粘を含む 良好 －

42 図版
３８

家形埴輪
（基部か） 地区不明 －

器面磨滅。家形埴輪基部ないし
裾廻突帯か。内面は指オサエ。
底部は肥厚し、底面は平坦に整
形される。

外・内 )5YR6/6 橙
断 )7.5YR6/6 橙 砂粒を含む 良好 －

43 図版
３８ 不明形象埴輪 前方部東

トレンチ － 蓋の笠部の可能性あり。

外 )5YR6/6 橙
内 )5YR6/6 橙、
7.5YR6/4 にぶい橙
断 )5YR6/6 橙、
10YR6/4 にぶい黄橙

2mm 以下の砂粒を多
く含む 良好 －
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44 図版
３８ 不明形象埴輪

西側くびれ
部 3 号円筒
埴輪付近

－ 直径 3.8㎝。中実。家形埴輪の
棟木の可能性あり。

外 )5YR5/4 にぶい赤
褐、5YR6/6 橙
断 )10YR6/3 にぶい黄
橙

1mm 以下の砂粒を多
く含む 良好 －

45 図版
３８ 不明形象埴輪 地区不明 － 人物埴輪頭部か。

外・内 )5YR6/6 橙
断 )5YR6/6 橙、
10YR6/4 にぶい黄橙

2mm 以下の砂粒を含
む、片岩を含む 良好 －

46 図版
３８ 不明形象埴輪 前方部東

トレンチ － 端部は粘土貼り付けにより肥厚
する。

外・内 )5YR6/6 橙
断 )5YR6/6 橙、
10YR6/3 にぶい黄橙

2mm 以下の砂粒を多
く含む 良好 －

47 図版
３８ 不明形象埴輪 前方部東

トレンチ － 断面三角形の粘土帯が貼り付け
られる。

外・内 )5YR6/6 橙
断 )5YR6/6 橙、2.5Y7/2
灰黄

2mm 以下の砂粒を多
く含む 良好 －

48 図版
３８ 不明形象埴輪

前方部端
トレンチ

（前方部前
面中央土層

帯東側）

－ 2 条の沈線間に径 2㎜の刺突を
施す。

外 )7.5YR7/4 にぶい橙
内 )7.5YR6/4 にぶい橙
断 )7.5YR6/4 にぶい橙、
7.5YR6/1 褐灰

3mm 以下の砂粒を少
量含む、片岩を含む 良好 －

49 図版
３９

須恵器
杯蓋

箱式石棺
（棺外）

口径12.3cm
器高 5.1cm

天井部と口縁部の境の稜線はや
やにぶく、稜線の下が浅く凹む。
口縁部はわずかに外反してお
り、端部は内傾して面をつくり、
やや凹む。天井部は 2/3 程度を
右回りの回転ヘラケズリ。その
他は回転ヨコナデ。

外・内 )5YR6/2 灰オ
リーブ色

密 (2mm 以下の白色・
黒色の礫・砂粒を全
体に含む )

良好 100%

50 図版
３９

須恵器
杯身

箱式石棺
（棺外）

口径11.0cm
器高 5.2cm

口縁部は内傾して立ちあがり、
端部は内傾する。端部は面をも
つ。底部の 1/2 は右回りの回転
ヘラケズリ。その他は回転ヨコ
ナデ。

外 )5Y5/1 灰色
内 )7.5Y6/1 灰色

密 (2mm 以下の白色・
褐色の礫・砂粒を全
体に含む )

良好 100%

51 図版
３９

須恵器
杯身

箱式石棺
（棺外）

口径10.9cm
器高 5.7cm

口縁部は内傾して立ちあがり、
端部は内傾し、浅く凹む。受部
は水平にのび、端部の稜はあま
い。底部の 1/2 は右回りの回転
ヘラケズリ。その他は回転ヨコ
ナデ。

外 )5YR6/2 灰オリーブ
色
内 )5Y6/1 灰色

密 (2mm 以下の白色・
褐色の礫・砂粒を全
体に含む )

良好 95%

52 図版
３９

須恵器
𤭯

箱式石棺
（棺内）

口径11.8cm
器高12.9cm

口頸部はラッパ状に開く。口縁
端部は内傾して面をもつ。頸部
上方は 9 〜 10 本単位の櫛描き
波状文が複数単位施文される。
体部中央にはカキ目と櫛描列点
文。内外両面に自然釉が付着。

外 )7.5Y5/1 灰色、
2.5Y7/3 浅黄色
内 )N5/0 灰色

密 (2mm 以下の白色・
黒色の砂粒を全体に
含む )

良好 100%

53 図版
３９

須恵器
杯蓋

横穴式石室
玄室

撹乱土

口径14.0cm
（復元）

器高 5.3cm

天井部と口縁部の境の稜はやや
にぶい。口縁部はわずかに外反
しており、口縁端部は内傾して
面をつくり、浅く凹む。天井部
の 2/3 は左回りの回転ヘラケズ
リ。天井部内面の中央には同心
円文が残り、その他は回転ヨコ
ナデ。外面にわずかながら自然
釉が付着。

外 )N6/0 灰色、7.5Y6/1
灰色
内 )5Y6/2 灰オリーブ
色

密 (2mm 以下の白色
の礫・砂粒を全体に
含む )

良好 70%

54 図版
３９

須恵器
𤭯

横穴式石室
玄室

撹乱土

口径10.9cm
（復元）

器高11.0cm

口頸部は外反し、口縁部との境
のにぶい稜線を挟んで 9 〜 10
本単位の櫛描き波状文が施文さ
れる。口縁端部は内傾して面を
もち、明瞭に凹む。体部中央に
は沈線が巡り、櫛描波状文とカ
キ目。

外 )7.5Y5/1 灰色
内 )7.5Y6/1 灰色

密 (2mm 以下の白色
礫、1mm 以下の白色
砂粒を全体に含む )

良好 50%

55 図版
３９

須恵器
無蓋高杯

横穴式石室
羨道

撹乱土

口径13.4cm
（復元）
残存高
3.6cm

口縁部は外反して立ちあがり、
端部は丸く収める。口縁部と底
部の境の稜線はややにぶい。回
転ヨコナデ。

外・内 )5Y5/1 灰色
密 (1mm 以下の白色・
褐色の礫・砂粒を全
体に含む )

良好 10%

56 図版
３９

須恵器
高杯

横穴式石室
羨道

撹乱土

底径 9.0cm
（復元）
残存高
5.0cm

裾部はラッパ状に広がり、脚端
部は外面に段をもち屈曲して丸
くおさめる。長方形の透しを 1
段 3 方につけている。回転ヨコ
ナデ、外面にはカキ目。

外 )7.5Y6/1 灰色
内 )5Y5/1 灰色

密 (2mm 以下の白色
の礫・白色・褐色の
砂粒を全体に含む )

良好 30%

57 図版
３９

須恵器
杯蓋 地区不明

口径12.8cm
（復元）

器高 4.5cm

天井部と口縁部の境の稜線はや
やにぶいが、外方に突出する。
稜線の下が浅く凹む。口縁部は
わずかに外反しており、口縁端
部は内傾して面をつくり、やや
凹む。天井部は 2/3 程度を左回
りの回転ヘラケズリ。その他は
回転ヨコナデ。

外・内 )5Y5/1 灰色
密 (2mm 以下の白色
の礫、1mm 以下の白
色・黒色の砂粒を多
く含む )

良好 20%

58 図版
４０

須恵器
杯蓋 地区不明

口径14.4cm
（復元）

残存高 4.4c
m                                         

天井部と口縁部の境の稜線はや
やにぶいが、外方に突出する。
稜線の下が浅く凹む。口縁部は
わずかに外反しており、口縁端
部は外反して面をつくり、やや
凹む。回転ヨコナデ。

外 )N5/0 灰色
内 )5Y5/1 灰色

密 (1mm 以下の白色
砂粒を含む ) 良好 30%

59 図版
４０

須恵器
杯蓋 地区不明

口径13.4cm
（復元）
残存高
3.9cm

天井部と口縁部の境の稜線はや
やにぶいが、外方に突出する。
稜線の下が浅く凹む。口縁部は
わずかに外反しており、口縁端
部は外反して面をつくり、やや
凹む。天井部は左回りの回転ヘ
ラケズリ。その他は回転ヨコナ
デ。

外 )5Y5/1 灰色
内 )2.5Y5/1 黄灰色

密 (1mm 以下の黒色、
白色砂粒を含む ) 良好 10%
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NO. 図版
番号 器種 出土位置 法量 特徴 色調 胎土 焼成 残存率 備考

60 図版
４０

須恵器
杯蓋 地区不明

口径13.0cm
（復元）
残存高
2.9cm

天井部と口縁部の境の稜線はほ
とんどなく、稜線の下が浅く凹
む。口縁部はわずかに外反して
おり、口縁端部は内傾して面を
つくり、やや凹む。回転ヨコナ
デ。

外・内 )7.5Y5/1 灰色 密 (1mm 以下の白色、
褐色砂粒を含む ) 良好 10%

61 図版
４０

須恵器
杯蓋 地区不明

口径13.0cm
（復元）
残存高
4.6cm

天井部と口縁部の境の稜線はほ
とんどなく、稜線の下が浅く凹
む。口縁部はわずかに外反して
おり、口縁端部は内傾して面を
つくり、やや凹む。回転ヨコナ
デ。

外・内 )7.5Y5/1 灰色 密 (1mm 以下の白色
砂粒を含む ) 良好 10%

62 図版
４０

須恵器
杯身 地区不明

口径11.6cm
（復元）
残存高
2.7cm

口縁部は内傾して立ちあがり、
端部は丸みをもつが、内面にわ
ずかに面をもつ。受部は水平に
のび、端部の稜はあまい。底部
の 1/2 は右回転の回転へらケズ
リ。その他は回転ヨコナデ。

外 )5Y7/1 灰白色、
N4/0 灰色
内 )5Y5/1 灰色

密 (2mm 〜 5mm 大
の白色・褐色礫を含
む、1mm 以下の白色
砂粒を含む )

良好 20%

63 図版
４０

須恵器
杯身 地区不明

口径12.6cm
（復元）
残存高
2.8cm

口縁部はやや直立気味に立ちあ
がり、端部は丸く収める。受部
は水平にのび、端部の稜は明瞭
である。回転ヨコナデ。

外・内 )N6/0 灰色 密 (1mm 以下の白色・
黒色の砂粒を含む ) 良好 5%

64 図版
４０

須恵器
杯身 地区不明

口径11.4cm
（復元）
残存高
2.8cm

口縁部は内傾して立ちあがり、
端部を丸く収める。受部は水平
にのび、端部の稜は明瞭である。
回転ヨコナデ。

外・内 )5Y5/1 灰色
密 (2mm 以下の白色・
褐色の礫、1mm 以下
の白色砂粒を含む )

良好 10%

65 図版
４０

須恵器
無蓋高杯 地区不明

口径14.0cm
（復元）
残存高
4.3CM

口縁部は外反して立ちあがり、
端部は丸く収める。口縁部と底
部の境の稜線はにぶい。回転ヨ
コナデ。

外 )N4/0 灰色
内 )5Y6/2 灰オリーブ
色

密 (2mm 以下の白色
礫、1mm 以下の白色
砂粒を含む )

良好 20%

66 図版
４０

須恵器
高杯 地区不明

底径 9.0cm
（復元）
残存高
1.6cm

裾部の端部はわずかに肥厚して
丸く収める。回転ヨコナデ。 外・内 )2.5Y6/1 黄灰色 密 (1mm 以下の白色、

黒色砂粒を含む ) 良好 －

67 図版
４０

土師器
壺

箱式石棺
（棺内）

口径10.0cm
残存高
11.2cm

口縁部は外反し短く立ちあが
り、端部は丸く収める。口縁部
が内外ともにヨコナデ。胴部外
面はハケメのちナデ。内面には
粘土紐接合痕が残る。

外・内 )5YR7/6 橙色
＊内面は表面の色が剥
離している

密 (2mm 以下の白
色、褐色の礫を含む、
1mm 以下の白色・黒
色・褐色の砂粒・雲
母を含む )

良好 100%

68 図版
４０

土師器
壺

横穴式石室
羨道

口径10.2cm
（復元）
残存高
2.4cm

口縁部は外反して立ちあがり、
端部は丸く収める。ヨコナデ。
69 と同一個体か。

外・内 )7.5YR7/6 橙色 密 (1mm 以下の白色、
褐色砂粒を含む ) 良好 －

69 図版
４０

土師器
壺

横穴式石室
玄室床面

付近
撹乱土

胴部径
15.8cm
残存高
11.8cm

球胴を呈する。外面は同部上半
をナナメハケ、下半をナナメな
いしヨコハケ。内面はナデ。68
と同一個体か。

外 )7.5YR8/4 浅黄橙色、
5YR7/6 橙色
内 ).5YR7/6 橙色

密 (2mm 以下の白色
礫、1mm 以下の白色・
褐色砂粒を含む )

良好 20%

70 図版
４０

土師器
ミニチュア

土器
横穴式石室
玄室床面

底径 3.6cm
残存高
2.15cm

ミニチュア土器高杯の脚部。脚
部内面が凹む。ユビオサエ。

外・内）5YR6/6 橙
断 )5YR5/8 明赤褐色

密 (1mm 以下の褐色・
白色の砂粒を含む ) 良好 50%

71 図版
４０

土師器
ミニチュア

土器
横穴式石室
玄室床面

底径 2.8cm
残存高
2.6cm

ミニチュア土器高杯の脚部。外
面指オサエ、底面ナデ。 外 )7.5YR6/6 橙色

密 ( １mm 以下の白
色砂利・雲母？を含
む )

良好 50%

72 図版
４０

土師器
甕 くびれ部 残存高

10.1cm
丸底を呈する。外面はナナメハ
ケメ。内面はケズリ。

外 )710YR5/4 にぶい褐
色、5YR5/6 明赤褐色
内 )7.5YR5/4 にぶい褐
色

密 (2mm 以下の褐色・
黒色の礫、1mm 以下
の白色・褐色の砂粒・
雲母？などを含む )

良好 20%

ラ ベ ル に は「 前
方 部 く び れ 部 」
と あ る が、 東 西
くびれ部のいず
れかは不明
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ୈ̑ষɹ૯ׅ
ୈ̍અɹେ୩ࢁ �� ߸෿ɾ�� ߸෿ͷධՁ
　大谷山 27 号墳ͱ 28 号墳は、前者が墳௕約 22 ̼、後者が墳௕約 27 ̼の小型の前方後円墳Ͱ、
前ड़したΑうに、6世紀ॳ಄に 28 号墳が、6世紀前半に 27 号墳がॱ࣍ங଄されたͱ͑ߟΒれΔ。
古墳はいͣれも北ଆ΁ࣼ͢܏Δඌࠜ上に後円෦を北東に͚ͯ޲立地し、گݱのඪߴは前方෦が後
円෦Αりもߴい。墳丘は岩൫を整ܗしͯ੝土を施͢こͱにΑり構ஙされΔ。ຒ૴施ઃの横穴式石
室は、大谷山 28 号墳の調査成ՌΑり、北ଆ΁ࣼ͢܏Δ岩൫を整ܗしͯ଄り出した平ୱ面にุ޵
を掘りࠐΈ、石積ΈにΑりนମを構ஙしͯいΔこͱ、また、นମ構ஙͱಉ時に੝土を施しͯ後円
෦の墳丘をஙいͯいΔこͱが໌Βかͱなった。྆古墳は、墳丘上にᶚ群ܥ（紀伊型）の円౵埴輪
がथ立し、さΒにܗ৅埴輪のथ立も૝ఆされΔこͱ、横穴式石室は大谷山 28 号墳が岩橋型石室Ͱ、
27 号墳も岩橋型石室のՄೳੑがߴいこͱ౳、ڞ通した特௃がೝΊΒれΔ。なお、これΒの特௃
はಉ͡大谷山地区に所在͢Δ墳௕約 25 ̼の前方後円墳・大谷山 6号墳ͱもڞ通఺がଟく、さΒ
に大谷山6号墳ͱ28号墳は、墳丘上に箱式石棺౳のຒ૴施ઃが副࣍తに௥ՃされΔ఺もྨ͢ࣅΔ。
　たͩし、大谷山 27 号墳ͱ 28 号墳は横穴式石室の平面ܗଶやࡉ෦の構଄がҟなΔ。大谷山 28
号墳についͯは࣍અͰ検౼͢ΔたΊ、ここͰは 27 号墳の横穴式石室の特௃を再度֬ೝしたい。
　大谷山 27 号墳の石室はᆝଛがஶしくͦの構଄はෆ໌な఺がଟいが、ݰ室前ಓを有͢ΔՄೳੑ
がߴい。ࠨยକ޲܏のڧい྆କ式Ͱݰ室前ಓ・તಓがӈدりにҐஔ͢Δこͱ、ݰ室は௕さ約 2.1 ̼、
Ԟน෯約 2.1 ̼ͱ小ن໛Ͱ正方ܗの平面ܗଶをͱΔこͱ、તಓの෯が約 0.4 ̼ͱஶしくڱいこͱ
なͲの特௃が͋Δ。一方、岩橋千塚古墳群においͯ正方ܗないしུ正方ܗのݰ室ܗଶは中・小型
石室にྨྫがଟく、前山̗ 100 号墳、前山̗ 24 号墳౳が͋͛ΒれΔ。しかしこれΒの墳ܗはほ
΅円墳に限ΒれΔかΒ、大谷山 27 号墳は前方後円墳に採༻された正方ܗ石室ͱしͯ特௃తͰ͋
Δ。なお、墳௕約 28 ̼の前方後円墳Ͱ 6世紀中༿前後にங଄されたࣉ಺ 18 号墳は、小型の̩ࣈ
室前ಓないしતಓは෯ݰ、石室を後円෦ຒ૴施ઃͱしܗ 0.5 ̼ͱڱ小Ͱ͋Δ。この̩ܗࣈ石室は
୯૴༻のຒ૴施ઃͱ͑ߟΒれΔ（ࠇ石 2005）。したがっͯ、大谷山 27 号墳ͱࣉ಺ 18 号墳は、ݰ
室ܗଶはҟなΔが、୯૴ないしগਓ਺ຒ૴を૝ఆしうΔݰ室ۭ間をもつ中・小型石室を、後円෦
ຒ૴施ઃに採༻した前方後円墳ͱしͯ஫目されΔ。
後に、大谷山࠷　 27 号墳・28 号墳にお͚Δ墳丘ͱ横穴式石室の平面తなҐஔ関܎についͯも؆
୯に৮れͯお͖たい（ம 1）。大谷山 27 号墳の横穴式石室は後円෦の中ԝやや東Αりに構ஙされ、
石室は主࣠を墳丘主࣠におおΉͶ௚ަさせͯいΔ。一方、大谷山 28 号墳の横穴式石室も後円෦
の中ԝやや東Αりに構ஙされΔが、ݰ室主࣠は墳丘主࣠にରしͯ௚ަせͣ、さΒに前方෦ଆ΁約
5度ৼれΔ。これΒ墳丘主࣠ͱ石室主࣠の関܎についͯ岩橋千塚古墳群಺の前方後円墳ͱൺֱ͢
Δͱ、まͣ 6世紀ॳ಄にங଄された大谷山 6号墳の石室は墳丘主࣠௚ަ方޲Αりも前方෦ଆ΁約
10 度ৼれͯおり、Ֆ山 6号墳もྨ͢ࣅΔ。これに後ଓ͢Δ 6世紀前半にங଄された大谷山 22 号
墳Ͱは後円෦ଆ΁約 9度ৼれΔ。以上は大谷山 28 号墳ͱۙࣅした特௃をもつ。一方、6世紀前
半かΒ中༿にҐஔづ͚ΒれΔ大日山 35 号墳やఱԦ塚古墳、小型前方後円墳のࣉ಺ 18 号墳、前山
̖ 58 墳Ͱは石室主࣠が墳丘主࣠におおΉͶ௚ަしͯおり、大谷山 27 号墳の特௃ͱڞ通͢Δ。た
ͩし前山"58 号墳ͱఱԦ塚古墳は、ݰ室Ԟนが後円෦の中৺ͱ一க͢Δ構଄ͱなΔ఺にも஫ҙ
されΔ。
　以上Αり、大谷山 27 号墳・28 号墳の墳丘上の石室平面Ґஔは、岩橋千塚古墳群಺の前方後円
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墳ͰೝΊΒれΔ石室平面Ґஔの֤時期の特௃ͱも一க͢ΔͱΈΒれ、ࠓ後は、古墳群にお͚Δ前
方後円墳のຒ૴施ઃͱ墳丘のҐஔ関܎についͯ、Αり構଄తに೺Ѳしͯいくඞ要が͋Δ。
　以上、大谷山 27 号墳・28 号墳についͯ、岩橋千塚古墳群の֤古墳ͱのൺֱ検౼をおこなった。
྆古墳はۙ઀したۭ間に一ఆのنଇੑのもͱॱ࣍ங଄された小型前方後円墳ͱしͯධՁされ、ͦ
の調査成Ռは岩橋千塚古墳群の群ܗ成過ఔを໌Βかに͢Δ上Ͱॏ要なσーλになΔͱ͑ߟΒれ
Δ。
ம 1　墳丘にお͚Δ横穴式石室の平面తなҐஔにՃ͑、立面తなҐஔ関܎もࠓ後のॏ要な検౼՝୊Ͱ͋Δ。

ୈ̎અɹେ୩ࢁ �� ߸෿ͷԣ݀ࣜੴࣨ
（１）岩橋型石室の検౼
　大谷山 28 号墳の横穴式石室は、岩橋千塚古墳群Ͱ主ମతにೝΊΒれΔ岩橋型石室（ம 1）の
ॳ期のܗଶͱΈΒれ、ͦの特௃はͦの後に੝行͢Δ౰֘石室のܥේや成立過ఔを໌Βかに͢Δ上
Ͱॏ要Ͱ͋Δ。本અͰは、طԟのڀݚ（৿ 1967、前ా 1993、中࢘ ੉޿、2003 石ࠇ、2004 2007、
中村 1999、ଠా 2011 ଞ）Ͱ໌ΒかにされͯいΔ岩橋型石室の型式ֶత特௃や編年をૅجͱしͯ、
৽たにକ෦やݰ室前ಓ౳のଐੑ෼ੳをՃຯしͯ岩橋型石室の時間తมભを検౼͢Δ。ͦの上Ͱ、
͋ΒたΊͯ大谷山 28 号墳にお͚Δ型式ֶతな特௃をந出し、編年తなҐஔづ͚をおこなう。
　以ԼͰは、時間తなࠩҟをݦஶにද͢ͱ͑ߟΒれΔକ෦ٴͼݰ室前ಓج石の෼ྨͱ、ͦれを౿
ま͑た岩橋型石室の型式ֶత検౼をおこないたい。
କ部の分ྨ　岩橋型石室にお͚Δକ෦の構଄は、以Լのକ෦ Bྨ～̳ྨに෼ྨされΔ（ୈ 29 ਤ）。
袖部 a類　ፏ平な൘ঢ়石ࡐを༻いた小口積をج本ͱ͢Δもの。たͩし、ݰ໳ଆの石積ΈのΈが

平積にΑΔ。นମにお͚Δ平積の઎ΊΔׂ߹は௿く、小口積が主ମͰ͋Δ。
袖部 b類　小口積ͱ平積がซ༻されΔもの。นମにお͚Δ平積の઎ΊΔׂ߹は、小口積ͱಉఔ

度か、͋Δいは小口積ΑりもߴくなΔ。
ӈକ෦の֤ஈにおいͯ小口積ͱ平積がซ༻されΔものをକ෦̱ 1ྨͱ͢Δ。また、
྆କ෦は横௕の石ࡐにΑΔ平積を原ଇͱ͢Δが、ӈ（ࠨ）କ෦ଆの平積ͱӈ（ࠨ）
ଆนの間を小口積ͱ͢Δものをକ෦̱ 2ྨͱ͢Δ。

袖部ｃ類　֤々のକ෦は、横௕の石ࡐを༻いた平積Ͱ 1ஈ 1石積Έͱ͢Δが、ݰ室চ面かΒݰ
室前ಓج石上面まͰのൣғͰଟஈの小口積が໌ྎにೝΊΒれΔものを、କ෦̳ྨͱ
は区別しͯକ෦̲ྨͱ͢Δ。นମにお͚Δ平積の઎ΊΔׂ߹はߴく、主ମを઎ΊΔ。

袖部ｄ類　֤々のକ෦は、横௕の石ࡐを༻いた平積Ͱ 1ஈ 1石積Έͱ͢Δ。କ෦にお͚Δ石積
Έは͢΂ͯが平積ͱなΔ。

　以上の෼ྨのうち、କ෦ Bྨは、大谷山 6号墳が֘౰͢Δ。ݰ໳ଆの平積෦෼は、ݰ室主࣠に
௚ަしͯ石ࡐの小口を͚޲、かつતಓଆนΑりも಺ଆにಥ出させた構଄Ͱ͋り、岩橋型石室のݰ
室前ಓに૬౰͢Δ෦෼Ͱ͋Δが、ະ発ୡなܗଶͰ͋Δ。
　କ෦̱ྨは、平積の઎ΊΔׂ߹がߴい఺Ͱକ෦ BྨΑりも後出͢Δ特௃をもつ。このうちକ෦
̱ 1ྨは、前山̖ 58 号墳やՖ山 33 号墳が֘౰͢Δが、前山̖ 58 号墳Ͱは֤ஈに小口積ͱͱも
に平積がೝΊΒれ、֤石ࡐの立面がۉ一Ͱはない。Ԟนが小口積主ମͰ石ࡐの立面がൺֱతۉ一
Ͱ͋Δこͱͱは特௃をҟにしͯいΔ。କ෦̱ 2ྨは、大谷山 28 号墳や大谷山 22 号墳が֘౰し、
平積ͱ小口積のൣғが໌֬にҟなΔ特௃は、କ෦ Bྨにお͚Δݰ໳ଆの平積の石ࡐが大ܗԽした
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袖部 a類

袖部ｂ1類

袖部ｃ類 袖部 d類

基石 a類

基石ｂ1類

基石ｃ2類

基石ｃ1類

基石 d類

袖部ｂ2類

基石 d類

大日山 35 号墳

前山 A13 号墳

大谷山 5号墳

大谷山 6号墳

花山 33 号墳

大谷山 22 号墳大谷山 28 号墳

第 29図　岩橋型石室の袖部・玄室前道基石の分類　S=1/80

袖部 平積

袖部 小口積主体

玄室前道基石

墳ݹ 墳形 ・໛ن
墳௕ କ部 石ج କ部

ฏ面
କ෯

ˎ਺ࢦ 玄室௕ 玄室
෯ 左କ෯ 右କ෯ 玄室前

道௕
玄室前
道෯

羨道௕
（羨道前ఉ௕） 羨道෯ 石୨

の਺ 石ྊの਺ Խহ石
（玄室前道）

Խহ石
（羨໳）

出土須恵
器ܕ式

大谷山 6 号墳 前方後円墳 25 B ྨ B ྨ ยକࠨ 2.00� 3.83 2.38 0 1.62 0.32 0.66 1.34 0.94 なし − なし なし 5,47～.515
大谷山 28 号墳 前方後円墳 27 C2 ྨ D1 ྨ ྆କ 1.14� 2.99 2.14 0.7 0.93 0.31 0.6 2.18 1.09 − − なし なし 5,47 ～.515
Ֆ山 6 号墳 前方後円墳 49 B ྨか C1 ྨ ྆କ 1.59� 4.0� 2.54 0.4 1.56 0.75 0.67 2.3 1.21 なし − なし なし .515
Ֆ山 33 号墳 前方後円墳 32 C1 ྨ C1 ྨ ྆କ 1.53� 2.84 2.09 0.38 1.23 0.32 0.49 1.39 0.83 − − なし なし .515
大谷山 22 号墳 前方後円墳 68 C2 ྨ Eྨか ྆କ 1.59� 4.1 2.5 0.32 1.25 0.5 0.9 3.4 1.2 2 1 水平 なし なし .515～5,10
大೔山 35 号墳 前方後円墳 86 E ྨ Eྨ ྆କ 1.37� 4.33 2.42 0.44 0.96 0.58 0.84 2.96以上 0.9 2 1 水平 なし なし .515～5,10
ఱԦ௩ݹ墳 前方後円墳 88 E ྨ Eྨ ྆କ 0.97� 4.22 2.89 0.97 0.91 1.03 0.8 4.83

	1.0
 1.55 2 8 垂௚ なし なし .585
ক܉௩ݹ墳

（後円部石室）前方後円墳 42 E ྨ Eྨ ྆କ 0.96� 3.32 2.3 0.7 0.65 0.9 0.85 2.2 1.5 1 1 垂௚ 有 なし .585

前山 "46 号墳 円墳 27 E ྨ Eྨ ྆କ 1.07� 3.3 2.14 0.5 0.58 1.45 0.9 1.95
（1.84） 1.18 1 4 垂௚ 有 なし

墳ݹ௕௩܊ 前方後円墳 30 E ྨ Eྨ ྆କ 1.00� 3.7 2.03 0.7 0.7 0.6 0.6 3.35 1.0� 1 1 垂௚ 有 なし

山東 22 号墳 円墳 27 E ྨ Eྨ ྆କ 0.95� 4.14 2.38 0.65 0.59 1.0� 1.06 2.2
（1.1） 1.23 1 − 有 有 5,43

大谷山 16 号墳 円墳 20 E ྨ D2 ྨ ྆କ 1.03� 3.56 2.6 0.7 0.75 1.3 1.1 2.6
	2.0
 1.4 2 3 垂௚ 有 有

前山 "67 号墳 円墳 27 E ྨ Eྨ ྆କ 1.05� 3.8 2.3 0.74 0.81 1.08 0.9 2.2
（3.4） 1.09 1 2 垂௚ 有 有 5,43 か

Ҫล 1 号墳 方墳 40ʷ 28 E ྨ Eྨ ྆କ 0.99� 4.15 2.7 0.51 0.5 1.1 1.23 1.43
（3.6） 1.6 1 1 ～ 垂௚ 有 有 5,209

墳ݹ 墳形 ・໛ن
墳௕ କ部 石ج କ部

ฏ面
କ෯

ˎ਺ࢦ 玄室௕ 玄室
෯ 左କ෯ 右କ෯ 玄室前

道௕
玄室前
道෯

羨道௕
（羨道前ఉ௕） 羨道෯ 石୨

の਺ 石ྊの਺ Խহ石
（玄室前道）

Խহ石
（羨໳）

出土須恵
器ܕ式

前山 "58 号墳 前方後円墳 20 C1 ྨ C2 ྨ ྆କ 1.87� 2.5 1.9 0.1 1.4 0.4 0.5 1.7 0.7 − − なし なし .515～5,10
大೔山 43 号墳 円墳 15 C ྨ D2 ྨ ྆କ 1.57� 2.2 1.8 0.23 0.85 0.33 0.66 2.2 0.89 − − なし なし .515～5,10
大೔山 70 号墳 円墳 14 Cྨか̲ྨ D2 ྨ ӈ方କ 0.00� 1.9 1.3 0.64 0 0.28 0.58 1.45 0.68 − − − − 5,10
前山 "99 号墳 円墳 12 C2 ྨ D2 ྨ ྆କ 0.88� 1.56 1.83 0.77 0.6 0.6 0.5 1.35 0.7 なし なし なし なし
大谷山 4 号墳 円墳 18 D ྨ D2 ྨ ྆କ 1.14� 1.9 1.6 0.45 0.6 0.6 0.5 1.5 0.8 − − なし なし .585
前山 "13 号墳 円墳 15 E ྨ Eྨ ྆କ 0.98� 2.67 2.07 0.63 0.61 0.84 0.65 1.84

	0.66
 1.08 1 ຕ 2 垂௚ 有 なし

前山 "23 号墳 円墳 14 Dྨか̳ྨ − ྆କ 0.97� 2.2 1.74 0.64 0.6 0.66 0.51 0.98以上 0.77 1 ຕ 1 垂௚ なし −

前山 "24 号墳 円墳 14 Dྨか̳ྨ − ྆କ 1.02� 1.98 1.92 0.6 0.62 0.7 0.46 1.46
（0.3 以上） 0.66 なし 1 垂௚ なし なし

前山 "2 号墳 円墳 12 ̳ྨ D2 ྨ ྆କ 1.07� 1.03 1.92 0.66 0.76 0.54 0.5 1.95 0.75 なし なし なし なし 5,43
前山 #41 号墳 円墳 8 E ྨ D2 ྨ ྆କ 0.98� 1.86 1.62 0.44 0.42 0.4 0.58 1.85 0.9 − − なし なし 5,43
大谷山 5 号墳 円墳 15～ 19 D ྨ D2 ྨ ྆କ 1.07� 2.1 1.78 0.5 0.57 0.9 0.7 1.45

	1.0
 0.85 − − 有 有 5,43

（௕・෯の୯Ґɿ̼）

（௕・෯の୯Ґɿ̼）

ˎ　କ෯ࢦ਺ʹ右କ෯ ʗ （左କ෯ʴ右କ෯）ʷ 2

ˎ　କ෯ࢦ਺ʹ右କ෯ ʗ （左କ෯ʴ右କ෯）ʷ 2

第 4表　岩橋千塚古墳群の主な横穴式石室（大型石室）

第 5表　岩橋千塚古墳群の主な横穴式石室（中・小型石室）
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݁ՌͱΈΒれΔ。また、前山̖ 99 号墳はさΒに平積のൣғが૿し後出తな特௃をࣔ͢が、ࠨକ
෦にわͣかに小口積が֬ೝͰ͖ΔこͱかΒґવͱしͯକ෦̱ 2ྨͱ͑ߟΒれΔ。
　କ෦̲ྨͱ̳ྨは、କ෦にお͚Δ平積の 1ஈ 1石積Έが成立しͯおり、କ෦̱ྨに後ଓ͢Δも
のͱΈΒれΔ。କ෦̲ྨは、大谷山 4号墳や大谷山 5号墳がయ型తなྫͰ、いͣれも後ड़͢Δج
石̲ 2ྨͱ૊Έ߹わさΔ。ج石のԼ෦に小口積主ମの石積Έが構ஙされΔたΊ、ݰ室前ಓج石ͱ
室চ面はஈࠩが大͖い。この構଄は一෦の中・小型の石室に採༻されΔ。କ෦̳ྨは、大日山ݰ
35 号墳やఱԦ塚古墳、ক܉塚古墳（後円෦石室）౳のट௕ุをは͡Ί、̒世紀前半以߱の大型
石室を中৺に採༻され、さΒに前山"13 号墳౳の中・小型石室にも採༻されΔ。
　以上Αりକ෦の構଄は、小口積主ମのஈ֊かΒ（କ෦̰ྨ）、平積に༻いΔ石ࡐの大ܗԽͱͱ
もに小口積の઎ΊΔׂ߹がݮগ͢Δஈ֊（କ෦̱ྨ）を経ͯ、やがͯ平積の 1ஈ 1石積Έが成立
͢Δ（କ෦̲ྨ・̳ྨ）ͱいう大まかなมભ過ఔが૝ఆされΔ。また、କ෦̲ྨは一෦の中・小
型石室を中৺に、କ෦̳ྨは大型石室ͱ中・小型石室に採༻されΔͱいうΑうに、石室ن໛にԠ
ͯ͡କ෦の構଄がબ୒されたՄೳੑが͋Δ。
玄室前道ج石の分ྨ　岩橋型石室にお͚Δݰ室前ಓج石の構଄は、以Լの B～ Eྨに෼ྨされΔ。
基石 a類　ج石の෯が、ݰ໳（ݰ室前ಓ）の෯にରしͯڱいもの。大谷山 6号墳Ͱは、ෆ整ܗ

なܗঢ়のࠝ石を༻いΔ。
基石ｂ類　ج石の෯が、ݰ室前ಓの෯ͱほ΅౳しいもの。ج石の石室主࣠方޲の௕さがݰ室前

ಓ௕Αりも୹く、તಓଆにҐஔ͢Δもの（ج石̱ 1ྨ）ͱ、௕さがݰ室前ಓ௕に౳
しいもの（ج石̱ 2ྨ）がೝΊΒれΔ。Ֆ山 6号墳ͱՖ山 33 号墳はج石̱ 1ྨͰ、
前山̖ 58 号墳はج石̱ 2ྨに֘౰͢Δ。

基石ｃ類　ج石の෯が、ݰ室前ಓの෯を௒͑Δが、ݰ室の前นの෯Αりはڱいもの。ج石の石
室主࣠方޲の௕さは、ݰ室前ಓ௕に౳しいものがଟく、大谷山 4・5・16 号墳、前
山"99 号墳౳が֘౰͢Δ（ج石̲ 2ྨ）。一方、大谷山 28 号墳Ͱはج石の௕さが
石̲ج）く、前者ͱ区別されΔߴ室前ಓΑりも୹いՄೳੑがݰ 1ྨ）。

基石ｄ類　ج石の෯が、ݰ室の前นの෯をӽ͑Δもの。ج石の௕さは、ݰ室前ಓ௕に౳しい。
したがっͯج石は大ܗの石ࡐを༻い、ج石上にはକ෦ٴͼݰ室前ಓଆนを構成͢Δ
石積Έが構ஙされΔ。大日山 35 号墳、ఱԦ塚古墳、ক܉塚古墳（後円෦石室）を
は͡Ί、岩橋型石室のうち大型石室のଟくがこれに֘౰͢Δ。

をࠝ石ͱしͯ༻いΔࡐな石ܗͰෆ整ڱ෯にൺしͯ෯（室前ಓݰ）໳ݰ石は、౰ॳはج室前ಓݰ　
構଄（ج石̰ྨ）Ͱ͋った。࣍ஈ֊になΔͱ、ج石の௕さはݰ室前ಓ௕Αりも୹いものの、෯が
石̱ج）室前ಓ෯に౳しいか、前ಓ෯を௒͑Δもの΁ͱมԽ͢Δݰ 1・̲ 1ྨ）。ͦの後、௕さも
石̱ج）室前ಓ௕に౳しくなΔ構଄ͱなΔݰ 2ྨ・̲ 2ྨ）。また、上記มԽに伴いج石のްΈ
も૿しͯいく。ͦしͯ、ج石の෯がݰ室の前นの෯を௒͑Δ大ܗの石ࡐを༻いΔ構଄（̳ྨ）が
成立し、ج石̲ 2ྨͱซ存͢Δͱいうมભが૝ఆされΔ。特にج石̳ྨは、大日山 35 号墳をは
͡Ίͱしͯ、̒世紀前半かΒ຤にお͚Δ大型石室Ͱ主ମతに༻いΒれͯおり、石室の大型Խに伴
いॏྔの૿したนମを͑ࢧΔ上ͰෆՄܽな構଄Ͱ͋ったͱΈΒれ、また中・小ܗ石室にも採༻さ
れΔ。一方、ج石̲ྨは、6世紀ॳ಄にج石̲ 1ྨかΒ̲ 2ྨにมભした後、6世紀後半にࢸΔ
まͰ一෦の中・小型石室を中৺に採༻されつづ͚Δ。
石の෼ج室前ಓݰͼٴ石室のมભ　岩橋千塚古墳群の岩橋型石室についͯ、上ड़したକ෦ܕڮؠ
ྨͱ、କ෦の平面ܗଶやͦのଞの֤ଐੑ、出土͢Δ須恵器の型式౳をୈ 4・5 දにまͱΊた。こ

前山 A13 号墳将軍塚古墳 後円部

大谷山４号墳

大谷山22号墳

大日山 35 号墳

花山 6号墳

天王塚古墳

花山 33 号墳

前山 A58 号墳

大谷山 6号墳

前山 A99 号墳

大日山43号墳

前山 A24 号墳

第 30図　岩橋千塚古墳群の横穴式石室　S=1/200
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前山 A13 号墳将軍塚古墳 後円部
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大谷山22号墳
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天王塚古墳
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大谷山 6号墳

前山 A99 号墳

大日山43号墳

前山 A24 号墳

第 30図　岩橋千塚古墳群の横穴式石室　S=1/200
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れにجづいた前半期を中৺ͱ͢Δ岩橋型石室の時間తมભは、以ԼのͱおりͰ͋Δ。
　まͣ岩橋型石室の࠷古の型式ͱΈΒれΔのは大谷山 6号墳Ͱ͋Δ。ӈยକ式の平面ܗଶや石積
Έด࠹、ࣼ行͢Δતಓ౳、ͦの後に੝行͢Δ岩橋型石室の通有の特௃ͱはҟなΔ෦෼がଟい。一
方、ج石やକ෦の構଄にお͚Δକ෦̰ྨ、ج石 Bྨは、࣍ஈ֊のକ෦̱ྨやج石̱ྨ΁のมભが
૝ఆされΔ。須恵器は̩̠ 47 ～̢̩ 15 型式期の特௃をもち、6世紀ॳ಄の構ஙͱ͑ߟΒれΔ。
ஈ֊にҐஔづ͚ΒれΔ石室は、Ֆ山࣍　 33 号墳ͱՖ山̒号墳Ͱ͋Δ。྆者ͱもӈยକ޲܏の྆
କ式Ͱ、କ෯ࢦ਺（ம 2）は約 1.5 Ͱ͋Δ。ݰ室前ಓは໌֬ͱなり、କ෦は Bྨないし̱ 1ྨ、
石は̱ج 1ྨͰ͋Δ。̢̩ 15 型式期の須恵器を出土し、̒世紀ॳ಄にҐஔづ͚ΒれΔ。
　これに後ଓ͢Δのは大谷山 22 号墳、ଓいͯ大日山 35 号墳ͱΈΒれ、྆者ͱも̒世紀前半にங
଄された大型の前方後円墳Ͱ、石୨ٴͼ水平方޲の石ྊをもつ代දతな岩橋型石室を有͢Δ。̢
̩ 15 ～̩̠ 10 型式期の須恵器を出土͢Δ。いͣれもӈยକ޲܏の྆କ式Ͱ͋Δが、କ෯ࢦ਺は
大谷山 22 号墳が 1.59、大日山 35 号墳が 1.39 Ͱ、後者の方が前น中ԝにΑりۙい。大谷山 22 号
墳はକ෦̱ 2ྨͰ小口積ͱ平積がซ༻されΔのにରしͯ、大日山 35 号墳はକ෦̳ྨ、ج石̳ྨ
Ͱ大ܗの石ࡐをج石ͱし、ͦの上෦に平積にΑΔ 1ஈ 1石積Έを施͢構଄Ͱ、Αり৽しい特௃を
もつ。このକ෦̳ྨ、ج石̳ྨの構଄は、石୨ٴͼ垂௚方޲の石ྊͱஶしくߴいఱҪ෦をもつఱ
Ԧ塚古墳をは͡Ί、̒世紀中༿以߱のఆ型Խした岩橋型石室΁ͱҾ͖ܧがれΔͱ͑ߟΒれΔ。
　上記の大型石室にରしͯ、中・小型石室Ͱは以Լのมભが૝ఆされΔ。
　まͣ、前山̖ 58 号墳はକ෦̱ 石̱ج、1ྨ 2ྨͱ中・小型石室のなかͰもൺֱత古૬の特௃
をもち、また྆କ式Ͱ͋Δがକ෯ࢦ਺が 1.87 ͱӈยକ޲܏がஶしい。大日山 43 号墳はକ෦̱ྨ、
石̲ج 2ྨͰ͋Δ。྆者は̢̩ 15 ～̩̠ 10 型式期の須恵器を出土͢Δ。̒世紀前半のൺֱతۙ
઀した時期に構ஙされたͱ͑ߟΒれΔ。
　一方、大谷山 4号墳Ͱはକ෦̲ྨ、ج石̲ 2ྨͰ、କ෦は平積Ͱ 1ஈ 1石積ΈͱなΔ構଄が成
立しͯいΔ。କ෯ࢦ਺は 1.14 ͱ前น中ԝの਺஋にΑりۙい。出土須恵器౳かΒ 6世紀中༿の構ங
ͱ͑ߟΒれΔ。このକ෦̲ྨ、ج石̲ 2ྨの構଄は、大谷山 5号墳౳の 6世紀後半の中・小型石
室΁Ҿ͖ܧがれΔが、大型石室ͰはೝΊΒれない。これにରしͯ、6世紀中༿の構ஙのՄೳੑが
͋Δ前山̖ 13 号墳は石୨、垂௚方޲の石ྊを有し、ݰ室前ಓೖ口にԽহ石がਾ͑Βれ、କ෦̳ྨ、
。石̳ྨͱ大型石室に४͡た構଄をͱΔج
　以上Αり、中・小型の岩橋型石室が໌֬にೝΊΒれΔのはݱ時఺Ͱは̒世紀前半Ͱ͋Δ。また、
̒世紀中༿以߱のఆ型Խした中・小型石室においͯは、大型石室に४͡た構଄のほかに、中・小
型石室ಠࣗの構଄が成立しͯいΔՄೳੑがߴい。

（̎）大谷山 28 号墳の岩橋型石室のධՁ
石室のධՁ　前項Ͱ検౼した岩橋型石室のมભにجづ͖、大谷山 28 号墳の石室の編年తҐஔづ
͚をおこなう。まͣ、大谷山 28 号墳の石室の特௃を再度֬ೝ͢Δͱ、以ԼのͱおりͰ͋Δ。
　ᶃ石室は後円෦の東ೆ方޲に開口し、石室主࣠は墳丘主࣠にରしͯ௚ަしない、ᶄ平面ܗଶは
྆କ式Ͱ͋Δが、ݰ室前ಓが前น中ԝのややدࠨりにҐஔし、କ෯ࢦ਺は 1.14 Ͱ͋Δ、ᶅ石積Έ
には݁থย岩のፏ平な൘ঢ়石ࡐを༻いΔ、ᶆݰ室前ಓを有しج石をਾ͑、ݰ室前ಓೖ口を൶石Ͱ
ด͢࠹Δ、ᶇ排水溝をඋ͑Δ、ᶈݰ室にࢡচがઃஔされΔ、౳Ͱ͋Δ。これΒの特௃のうち、ᶅ
かΒᶈは、岩橋千塚古墳群にお͚Δ岩橋型石室の通有の特௃を有しͯいΔ。
　さΒに、ࡉ෦の特௃ͱしͯは、ᶉݰ室主࣠にରしͯતಓ主࣠が 9度ೆଆにৼれࣼ行͢Δこͱ、
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ᶊକ෦は྆କ෦を平積ͱ͢Δが、ӈକ෦Ͱはଆนଆに小口積を施͢କ෦̱ 2ྨͰ͋Δこͱ、ᶋݰ
室前ಓج石は前ಓの෯をӽ͑Δج石̲ྨͰ、ج石の௕さがݰ室前ಓ௕Αりも୹いج石̲ 1ྨのՄ
ೳੑがߴく、かつፏ平な石ࡐを༻いΔこͱ、ᶌࢡচは൘石を૊Έ߹わせた࢓੾石Ͱ、区ըかΒ 2
ମ以上の遺֚がஔかれたՄೳੑが͋Δこͱ、なͲの఺も஫目されΔ。
　このうち特௃ᶉは、大谷山̒号墳やՖ山̒号墳にお͚Δݰ室主࣠にରしͯતಓがࣼ行͢Δܗଶ
ͱڞ通͢Δ。一方、特௃ᶊのକ෦の構଄は、平積をଟ༻͢Δ఺Ͱ大谷山 6号墳ͱは大͖くҟなり、
Αり৽૬の大谷山 22 号墳にۙい型式ֶత特௃をもつ。特௃ᶋは、大日山 43 号墳౳のج石̲ 2ྨ
にରしͯ、ݰ室前ಓ௕がΑり୹い఺ͰΑり古૬の特௃Ͱ͋ΔՄೳੑがߴく、෼ྨはҟなΔがՖ山
6号墳やՖ山 33 号墳にお͚Δج石̱ 1ྨの特௃にۙい。ج石がްΈをもたͣፏ平Ͱ͋Δ఺も、古
૬の特௃Ͱ͋Δ。一方、ᶄは上記古墳ͱは大͖くҟなΔ特௃Ͱ、କ෯ࢦ਺ 1.14 の਺஋は大谷山 4
号墳౳のఆ型Խ以後の岩橋型石室にۙ͢ࣅΔ。
　以上かΒ、大谷山 28 号墳の石室は、̒ 世紀前半の大谷山 22 号墳ͱକ෦構଄がྨ͢ࣅΔものの、
ΉしΖ̒世紀ॳ಄の大谷山 6号墳、Ֆ山 6号墳、Ֆ山 33 号墳ͱࣼ行તಓのܗଶやج石の構଄౳
がۙ͢ࣅΔこͱかΒ、後者の成立期ないしॳ期の岩橋型石室ͱۙ઀した時期にҐஔづ͚ΒれΔՄ
ೳੑがߴい。このこͱは、出土した須恵器が̩̠ 47 型式期かΒ̢̩ 15 型式期の特௃をもつこͱ
ͱͱໃ६͢ΔものͰはないͱ͑ߟΒれ、ͦの構ங時期は̒世紀ॳ಄ͱ͑ߟΒれΔ。
　一方、ݰ室前ಓҐஔが前น中ԝにൺֱతۙいͱいう౰֘期のଞの石室ͱはҟなΔ特௃についͯ
は、以ԼのਪଌがͰ͖Δ。岩橋型石室Ͱはยକ式かΒ྆କ式΁ͱมભし、ݰ室前ಓの઀ଓҐஔが
時間తなࠩҟをද͢ͱいうैདྷの編年؍はおおΉͶटߠͰ͖、ͦ れは上ड़したକ෦ BྨかΒ̱ྨ、
さΒに̲・̳ྨ΁のକ෦構଄のมભͱରԠ͢Δ。しかし、ఆ型Խ以前の岩橋型石室ͰはこれΒの
ଐੑにお͚Δ石室ごͱのมҟが大͖くݸମࠩがೝΊΒれ、型式ֶతมԽの方ੑ޲ͱしͯは৽چの
関ੑ܎に͋Δକ෦ܗଶや構଄が、ಉ時期にซ存しͯいたՄೳੑがߴい。
　したがっͯ、6世紀ॳ಄にお͚Δ成立期ないしॳ期の岩橋型石室には、ଐੑのมҟに͋Βわれ
Δෳ਺の石室構଄が存在したՄೳੑが͋り、上ड़の特௃をもつ大谷山 28 号墳の石室は、ͦうし
たఆ型Խ以前のॳ期の岩橋型石室を構成͢Δ型式群の中の一型式Ͱ͋ΔͱධՁされΔ。またͦれ
は、岩橋型石室のܥේが、一ܥ౷తͰはないこͱをࣔࠦしͯいΔ。
仕切石　ᶌの࢓੾石についͯは、岩橋千塚古墳群にお͚Δࢡচのうちݰ室চ面を൘石にΑっͯ区
ը͢Δ࢓੾石はগなくなく、̒世紀前半かΒ中༿の岩橋型石室においͯ֬ೝされͯいΔ。大谷山
4号墳、大日山 43 号墳、前山̖ 23 号墳、前山̖ 32 号墳౳Ͱは、ݰ室Ԟนدりに、ݰ室主࣠に
௚ަ͢Δ方޲Ͱ࢓੾石がೝΊΒれΔ。また、前山̖ 58 号墳の࢓੾石は、ݰ室Ԟนدりに立ͯΒ
れた小ܗの൘石にΑΔ区ըͱ、さΒにݰ室中ԝのતಓ෦دりに立ͯΒれた൘石にΑΔ区ըかΒ構
成され、ෳ਺の区ըをもつ఺Ͱ大谷山 28 号墳ͱڞ通͢Δ。また、̒世紀後半の事ྫͰは、和ࡔ
ೆ֞಺古墳群 1号墳Ͱ主࣠に平行しͯઃஔされた࢓੾石が֬ೝされͯいΔ。
　しかし、ݰ室のԞนͱଆนにԊっͯෳ਺ຕの大ܗの൘石が立ͯΒれ、主࣠௚ަ方޲の൘石にΑ
りෳ਺区ըに෼ׂされたྫは、岩橋千塚古墳群Ͱは֬実なྨྫはೝΊΒれない。一方、和歌山県
಺Ͱಉ༷の構଄をもつྫは、͢ さΈ町上ϛ山古墳、日ߴ町หఱ山古墳（޲山 4号墳）ͰೝΊΒれ、
྆古墳はݰ室಺に大型の൘石にΑりෳ਺区ըに෼ׂされた࢓੾石を有し、̒世紀ॳ಄かΒ前半の
ங଄ͱ͑ߟΒれΔ఺Ͱ大谷山 28 号墳ͱରൺͰ͖Δ。上ϛ山古墳やหఱ山古墳は、ݰ室の正方ܗ
にۙい平面ܗଶやଆนの࣋ちૹり、࢓੾石の構଄౳かΒ۝भ地方の横穴式石室ͱのྨੑࣅがࢦఠ
されͯいΔ（ࠇ石 2007、ླ木 2010）。したがっͯ、大谷山 28 号墳の࢓੾石についͯも౰֘地方
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ͱの関܎が૝ఆされうΔが、ͦのܥේについͯは石室構଄をؚΊた岩橋型石室の૯ମతな෼ੳに
。づいͯ໌Βかにしͯいくඞ要が͋Δج
　これΒの࢒されたॾ՝୊についͯは、ࠓ後のܧଓతな調査ڀݚの中Ͱ໌Βかにしͯい͖たい。

ம 1　岩橋千塚古墳群の横穴式石室は、৿ߒ一ࢯにΑっͯ特௃がまͱΊΒれʮ岩橋ܗ式ʯͱしͯఆٛされͯいΔ（৿ 1967）。ۙ

年のڀݚͰはʮ岩橋型横穴式石室ʯないしʮ岩橋型石室ʯのݺশを༻いΔこͱがଟい。

ம 2　前นに઀ଓ͢Δݰ室前ಓҐஔのภりを਺஋Ͱද͢たΊࠨ、 କ෯ͱӈକ෯かΒ࣍の਺஋をࢉ出し、କ෯ࢦ਺ͱԾশ͢Δ。< କ

෯ࢦ਺ʹӈକ෯�／�（ࠨକ෯ʴӈକ෯）̫ 2> ͱし、ྫ ͑͹、྆ କ式Ͱݰ室前ಓが前นの中ԝにҐஔ͢Δ৔߹は 1.0 をࠨ、 ยକ式は 0.0

を、ӈยକ式は 2.0 の਺஋をද͢。　
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写真図版 1

1. 大谷山 27 号墳・28 号墳　遠景（西から）

2. 大谷山 27 号墳・28 号墳　近景（西から）



写真図版 2

1. 大谷山 27 号墳　墳丘（北から後円部を望む）

2. 大谷山 27 号墳　東側くびれ部（南東から）
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写真図版 3

1. 大谷山 27 号墳　東側くびれ部（南から）

2. 東側くびれ部（北東から）
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写真図版 4

1. 大谷山 27 号墳　東側くびれ部円筒埴輪検出状況（東から）

2. 大谷山 27 号墳　前方部前端（東から） 3. 前方部前端円筒埴輪検出状況（東から）
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写真図版 5

1. 大谷山 27 号墳　前方部前端円筒埴輪検出状況（南から）

2. 前方部前端円筒埴輪検出状況（南西から）
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写真図版 6

3. 円筒埴輪（前方部 5）検出状況

1. 大谷山 27 号墳　円筒埴輪（前方部 4・5・6）検出状況

4. 後円部西トレンチ南壁土層断面

2. 円筒埴輪（前方部 1・2）検出状況

5. 後円部西トレンチ南壁土層断面（部分）
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写真図版 7

1. 大谷山 27 号墳　横穴式石室全景（北西から）

2. 横穴式石室全景（羨道排水溝検出後）（南西から）
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写真図版 8

1. 大谷山 27 号墳　横穴式石室全景（東から）

2. 玄室奥壁（東から）
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写真図版 9

1. 大谷山 27 号墳　横穴式石室 玄室（北から）

2. 玄室（前壁石積最下段検出後）（北から）
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写真図版 10

1. 大谷山 27 号墳　横穴式石室玄室（西から）

2. 玄室（前壁石積最下段検出後）（西から）
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写真図版 11

1. 玄室奥壁堀方検出状況

2. 羨道（排水溝検出後）（西から）
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写真図版 12

1. 羨道（排水溝検出後）（南から）

2. 羨道排水溝検出状況①（東から） 3. 羨道排水溝検出状況②（東から）
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写真図版 13

1. 大谷山 27 号墳　円筒埴輪①
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写真図版 14
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1. 大谷山 27 号墳　円筒埴輪②
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写真図版 15
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1. 大谷山 27 号墳　円筒埴輪③
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1. 大谷山 27 号墳　円筒埴輪④
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1. 大谷山 27 号墳　円筒埴輪⑤
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写真図版 18
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2. 大谷山 27 号墳　形象埴輪①

1. 大谷山 27 号墳　円筒埴輪⑥
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1. 大谷山 27 号墳　形象埴輪②
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写真図版 20
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1. 大谷山27号墳　須恵器・装身具（金製垂飾金具）
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写真図版 21

1. 大谷山 28 号墳　全景（南東から）

2. 大谷山 28 号墳　前方部前端（東から）
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写真図版 22

3. 大谷山 28 号墳　前方部前端（西から）

1. 大谷山 28 号墳　近景（西から）

4. 前方部前端円筒埴輪検出状況（南西から）

2. 大谷山 28 号墳　全景（南から）

5. 円筒埴輪（前方部西） 6. 円筒埴輪（前方部東）
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写真図版 23

1. 大谷山 28 号墳　横穴式石室（西から）
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写真図版 24

1. 大谷山 28 号墳　横穴式石室玄室（東から）

2. 玄室（東から）
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写真図版 25

1. 大谷山 28 号墳　横穴式石室玄室（西から）

2. 玄室（東から）
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写真図版 26

1. 大谷山 28 号墳　横穴式石室玄室右側壁（北から）

2. 玄室左側壁（南から）
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写真図版 27

3. 屍床仕切石検出状況③

1. 屍床仕切石検出状況①

4. 屍床仕切石検出状況④

2. 屍床仕切石検出状況②

5. 玄室前壁（西から）
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写真図版 28

3. 羨道右側壁

1. 羨道左側壁①

4. 羨道南トレンチ西壁

2. 羨道左側壁②

5. 羨道扉石閉塞状況（東から）
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写真図版 29

1. 大谷山 28 号墳　横穴式石室羨道（東から）

2. 羨道（排水溝石蓋除去後）（東から）
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写真図版 30

1. 羨道排水溝検出状況（西から） 3. 排水溝末端部付近

2. 排水溝検出状況（扉石付近）

4. 羨道排水溝検出状況（蓋石除去後）（西から） 5. 羨道排水溝検出状況（蓋石除去後）（東から）
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写真図版 31

3. 後円部西トレンチ　石室堀方及び裏込め検出状況③

1. 後円部西トレンチ　石室堀方及び裏込め検出状況①

4. 後円部西トレンチ　南壁土層断面

7. 羨道北トレンチ　西壁土層断面③

2. 後円部西トレンチ　石室堀方及び裏込め検出状況②

6. 羨道北トレンチ　西壁土層断面②

5. 羨道北トレンチ　西壁土層断面①
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写真図版 32

1. 大谷山 28 号墳　箱式石棺（西から）

2. 箱式石棺（東から）
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写真図版 33

2. 箱式石棺（蓋石除去後）（北から） 4. 墳丘主軸トレンチ西壁土層断面②

3. 墳丘主軸トレンチ西壁土層断面①

1. 大谷山 28 号墳　箱式石棺（蓋石除去後）（西から）
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写真図版 34

3. 後円部北トレンチ　石室堀方及び裏込め検出状況②

7. 墳丘主軸トレンチ　石室堀方及び裏込め検出状況6. 後円部北トレンチ全景（北西から）

2. 後円部北トレンチ　石室堀方及び裏込め検出状況①

5. 後円部北トレンチ　西壁土層断面②4. 後円部北トレンチ　西壁土層断面①

1. 後円部北トレンチ全景（南から）
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1. 大谷山 28 号墳　円筒埴輪①
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1. 大谷山 28 号墳　円筒埴輪②
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1. 大谷山 28 号墳　円筒埴輪③
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1. 大谷山 28 号墳　形象埴輪
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1. 大谷山 28 号墳　須恵器
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1. 大谷山 28 号墳　須恵器・土師器
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大谷山 27 号墳 古墳 古墳時代 前方後円墳
（横穴式石室） 埴輪、須恵器、垂飾付耳飾

岩橋型横穴式石室をもつ 6
世紀前半の前方後円墳。排
水溝検出。

大谷山 28 号墳 古墳 古墳時代 前方後円墳
（横穴式石室・箱式石棺） 埴輪、須恵器、土師器

岩橋型横穴式石室、箱式石
棺をもつ 6 世紀前半の前方
後円墳。排水溝検出。

要 約
土砂採取工事に伴い昭和 48 年に実施した岩橋千塚古墳群大谷山地区の緊急発掘調査報告書。大谷山 27 号墳・
28 号墳は開発に伴い失われた。調査後、40 年以上が経過した平成 28・29 年度に再整理事業を実施し本報告
書を作成した。

報告書抄録
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